
第
37
回
日
本
義
肢
装
具
学
会
学
術
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
抄
録
集

第37回
日本義肢装具学会学術大会

―― プログラム・抄録集 ――

Special issue
Bulletin of the Japanese Society of Prosthetics and Orthotics

http://www.jspo.jp/

The 37th Scientific Meeting of the Japanese Society of
Prosthetics and Orthotics

モ
ノ
づ
く
り
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

マ
ッ
チ
ン
グ

会　期

会　場 オンライン開催

2021年10月16日土～17日日
2021年10月8日金～11月15日月 （予定）

ライブ開催
オンデマンド開催

2021年9月30日発行　ISSN 0910-4720 Nihon Gishi Sogu Gakkaishi 文献用短縮名称：義肢会誌

JSPO 日本義肢装具学会誌
37巻特別号

Vol.37  2021

大会長
副大会長

長倉 裕二（大阪人間科学大学 保健医療学部 理学療法学科）

川村 慶（川村義肢株式会社 / パシフィックサプライ株式会社）



海外招待講演 2021 年 10 月 16 日 ( 土 ) 15：30 ～ 16：30
Digitalisation of the O&P industry -based on traditions of a trade-

演者：ハンス ジョージ　ネーダー　　座長：川村慶 先生

現オーナー自らが語るオットーボックの今と未来。急速にデジタル化する世界で、義肢装具業界、

そしてオットーボックが進むべき道とは .. .  。

1997　　

C-Leg誕生

1990　　

ハンス ジョージ ネーダーCEO就任

1919
ベルリンにて創業

Professor Hans Georg Näder
President and Chairman of the Board, Ottobock SE & Co. KGaA

現在～　

デジタル化の道を進む

同日13：30～ 15：00 はシンポジウム

アフターパラリンピック- 多様性の修理サービス-　
代表演者：深谷香奈　　　座長：加藤弘明　先生

延期を経て、コロナ禍での開催となった前代未聞のパラリンピック。
それでも、4,400 名あまりの参加者が集い、オットーボックの修理
サービスセンターは依頼で溢れました。技術者としてこの現場に
参加した全国の義肢装具士の皆様に、ありのままの経験や裏話、
今後への学びを伺います。

どちらも、またとない特別な内容です。お見逃しなく！ 録画配信有
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大会長挨拶

　この度、第37回日本義肢装具学会学術大会を開催させて頂くことになりました。今回の
テーマを「モノづくりとリハビリテーションのマッチング」とさせていただき、当初は大阪
国際会議場にて開催を予定しておりましたが、コロナ禍においてオンライン開催となりました。
会期はライブでの開催を2021年10月16日（土）、17日（日）の2日間行い、オンデマンド配信を
ライブ開催での会期の1週間ほど前の10月8日（金）から最終日11月15日（月）を予定しており
ます。すべてのプログラムがオンデマンド配信の対象にならないこともありますので是非ライブ
開催と併せて聴講いただければ幸いです。本大会は完全オンライン開催ではありますが全国に
数か所サテライト会場を設定させていただき、Web環境が不安定な方でも感染拡大をできる
だけ配慮し、聴講していただけるようにさせていただく予定です。今回の大会ではオンライン
だからこそできるいろいろな取り組みや学術大会の多様性、これからの発展性を見出せる大会に
したいと考えております。そして今回、初めて理学療法士が大会長を務めさせていただくことも
あり、メディアでも注目されている装具療法の可能性について「なぜ脳卒中者に長下肢装具を
用いるのか」を吉尾雅春先生にご講演いただきます。また国内学会では初めて国際的な義肢
装具メーカー老舗でもあるOTTOBOCK社長Prof. Hans Georg Näder様に「Digitalisation
of the O&P industry - based on traditions of a trade.」のご講演を賜ります。そして
「アバターと未来社会」についてアバター研究者の第一人者である大阪大学の石黒浩教授など
多くの著名な先生方をお招きしご講演いただく予定です。また前大会から取り組まれています
学生発表もセッションを設けて、新しい取り組みなどを報告していただき諸先生方からの
アドバイスを頂戴したいと考えております。さらに今回は関連職種養成校の学生の方々に多く、
聴講していただきたいと考え、養成校毎の団体参加登録を設定させていただきました。その他、
多くの方にオンデマンド配信を大会開催までに聴講していただけるよう早期の参加登録して
いただける方には参加費を低く設定させていただきました。
　より多くの方々に参加していただき、満足していただけるよう大会準備委員会一丸となって
運営させていただく所存です。

大会長　長倉　裕二
大阪人間科学大学　保健医療学部

理学療法学科　教授
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日程表　大会1日目　10月16日（土）
第一会場 第二会場

8:50 【8:50 ～ 9:00】 開会式
9:00

【9:00 ～ 9:30】 大会長講演　義肢装具学・下肢切断の理学療法
演者：長倉 裕二（大阪人間科学大学）
座長：坂井 一浩（人間総合科学大学）

30
【9:30 ～ 11:00】 シンポジウム 1
ICF に基づく義肢装具の捉え方－ ICF 概要と臨床実践－
① ICF の概要　－義肢装具分野の位置づけ
　演者：井上 剛伸（国立障害者リハビリテーションセンター研究所）
②上肢切断者の全体像を捉える 〜作業療法における ICF の活⽤〜
　演者：柴田 八衣子（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
③下肢切断者に対する ICF の臨床実践
　演者：柴田 晃希（株式会社　田沢製作所）
　座長：大庭 潤平（神戸学院大学）

【9:30 ～ 10:30】 特別企画 1
行けるところではなく、行きたいところにいこう
女性義足ユーザーコミュニティ「ハイヒール・フラミンゴ」
NPO 法人化までとこれから
演者：野間 麻子（ハイヒール・フラミンゴ）
座長：佐藤 未希（新潟医療福祉大学）

10:00

30
【10:30 ～ 11:30】 教育講演 3
治療用装具にかかる医療保険者の動向について
演者：原 直人（トピー健康保険組合）
　　　　　　　　『保険者機能を推進する会』
　　　　　　　　『療養費適正化研究会』リーダー
座長：羽佐田 和之（社会保険労務士　川村義肢株式会社）

11:00

30
【11:30 ～ 13:00】 共催シンポジウム 1
演題：義肢装具製造業における DX と労働生産性の向上、
　　　セントラルファブリケーションのあり方
共催企業：パシフィックサプライ株式会社
演者：羽佐田 和之（川村義肢株式会社）
　〃 ：花岡 崇（川村義肢株式会社）
　〃 ：山崎 健治（川村義肢株式会社）
　〃 ：坂谷 威（川村義肢株式会社）
　〃 ：大窪 伸太郎（広島国際大学）
座長：大窪 伸太郎（広島国際大学）

【11:30 ～ 12:30】 教育講演 4
ペルテス病における保存的及び手術的治療について
演者：亀ヶ谷 真琴（千葉こどもとおとなの整形外科）
座長：芳賀 信彦（国立障害者リハビリテーションセンター）

12:00

30
【12:30 ～ 13:20】 一般演題 3
デジタル技術・ロボット・その他
座長：森本 正治（大阪電気通信大学）
5 演題

13:00

30
【13:30 ～ 14:30】 一般演題 5
評価・適合・リモート
座長：大塚 博（人間総合科学大学 保健医療学部 
　　　　　　　　リハビリテーション学科 義肢装具学専攻）
6 演題

【13:30 ～ 15:00】 共催シンポジウム 2
アフターパラリンピック ～多様性の修理サービス～

共催企業：オットーボック・ジャパン株式会社
演者：深谷 香奈（オットーボック・ジャパン株式会社）　他
座長：加藤 弘明（菰野厚生病院 / 日下病院）

14:00

30
【14:30 ～ 15:30】教育講演 1
足病患者の創傷治療における義肢装具療法
演者：古川 雅英（大分岡病院）
座長：河辺 信秀（東都大学 幕張ヒューマンケア学部）

15:00
【15:00 ～ 16:00】 特別企画 2
３D プリンタ及び３D スキャナーなどによる
デジタル生産技術について
演者：大塚 圭輔（３D ものづくり普及促進会）
　〃 ：山本 彩乃（株式会社データ・デザイン）
座長：堀口 知彦（川村義肢株式会社 / パシフィックサプライ株式会社）

30
【15:30 ～ 16:30】 海外招待講演
Digitalisation of the O&P industry -based on traditions of 
a trade.
演者：Hans Georg Näder
　　　（Owner and Chairman of the Board,Ottobock SE & Co. KGaA）
座長：川村 慶（川村義肢株式会社 / パシフィックサプライ株式会社）

16:00
【16:00 ～ 17:30】 特別企画 3
筋電義手と ACMC ーどう動く？どう使う？どう評価する？－

①筋電義⼿―どう動く？－筋電信号処理・制御・モーターのはなし
　演者：大西 謙吾（東京電機大学）
②筋電義⼿―どう使う？どう評価する？－ ACMC のはなし
　演者：大庭 潤平（神戸学院大学）
　座長：藤原 清香（東京大学医学部附属病院）

30
【16:30 ～ 17:30】 教育講演 2
関節リウマチの最新治療と装具療法
演者：浅見 豊子（佐賀大学医学部附属病院）
座長：佐浦 隆一（大阪医科薬科大学）

17:00

30
【17:30 ～ 18:30】 特別講演 1
アバターと未来社会

演者：石黒 浩（大阪大学大学院）
座長：川村 慶（川村義肢株式会社 / パシフィックサプライ株式会社）

【17:30 ～ 18:30】 特別企画 4
救いたい！今動き出した⼩さな⼀歩
〜⼀⽻の絶滅危惧種に義肢装具⼠ができること〜
演者：川上 紀子（神戸医療福祉専門学校三田校）
座長：宮谷 定行（川村義肢株式会社）

18:00

30

日本リハビリテーション医学会単位対象

日本リハビリテーション医学会単位対象

日本リハビリテーション医学会単位対象
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日程表　大会1日目　10月16日（土）
第三会場 第四会場

8:50
9:00

【9:30 ～ 10:30】 一般演題 1
義足１　症例報告（切断　リハビリ）

座長：原 和彦（埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科）
6 演題

【9:30 ～ 10:30】 匠セッション 1　北海道の匠
義肢装具技術の伝承と事業継承

演者：野坂 利也（有限会社野坂義肢製作所）
進行：髙橋 伸剛（パシフィックサプライ株式会社）

30

10:00

【10:30 ～ 11:20】 一般演題 2
義足２　症例報告（切断　リハビリ・義足構造）
座長：中村 隆　（国立障害者リハビリテーションセンター研究所
　　　　　　　　  義肢装具技術研究部）
5 演題

30

【11:00 ～ 12:00】 匠セッション 2　東北の匠
義手の製作と適合

演者：植松 茂夫（有限会社山形義肢研究所）
進行：門奈 宗嗣（パシフィックサプライ株式会社）

11:00

【11:30 ～ 12:30】 共催セミナー 1
リハビリテーション分野における臨床からのものづくり
共催企業：株式会社松本義肢製作所
演者：太田 進（星城大学リハビリテーション部）
座長：宮川 拓也（株式会社松本義肢製作所）

30

12:00

【12:30 ～ 13:20】 一般演題 4
義手１　成人
座長：浦田 一彦　（( 公財）鉄道弘済会 義肢装具サポートセンター）
5 演題

【12:30 ～ 13:30】 匠セッション 3　関東甲信越の匠
3D プリント技術の義肢装具関連課題への応用
  ～義足を中心として～
演者：富永 修一（ゲイトアシスト合同会社）
進行：志田 幹雄（パシフィックサプライ株式会社）

30

13:00

【13:30 ～ 15:30】 学生シンポジウム
コロナ禍でも普通に国際交流してますが、何か？

演者：鎌田 恭子（神戸医療福祉専門学校三田校）
　〃 ：須田 裕紀（新潟医療福祉大学）
　〃 ：月城 慶一（広島国際大学）
　〃 ：Ms. Sirirat Seng-iad（ Mahidol University）
　　　※各大学の学生がパネリストとして参加

座長：佐々木 伸（神戸医療福祉専門学校三田校）

【13:30 ～ 14:00】 一般演題　ポスター 1
ポスター１　下肢装具
座長：田代 耕一（医療法人福岡桜十字　花畑病院）� 6演題

30

【14:00 ～ 14:50】 一般演題６
義手２　小児　処方・介入
座長：前野 昭博（株式会社松本義肢製作所）
5 演題

14:00

30

15:00

【15:30 ～ 17:00】 共催シンポジウム 3
障がい児における地域の医療から療育・在宅の課題とあり方
〜　装具を中心として　～
共催企業：川村義肢株式会社
演者：田村 太資（大阪母子医療センター）
　〃 ：脇田 媛加（大阪母子医療センター）
　〃 ：藤原 亜希子（堺市立南こどもリハビリテーションセンター第１つぼみ園）
　〃 ：笠井 とも子（訪問看護ステーション AILE）
　〃 ：小畑 祐介（川村義肢株式会社）
座長：鈴木恒彦（大阪発達総合療育センター）

【15:30 ～ 16:30】 匠セッション 4　関東甲信越の匠
Prothflex システムにおける NU ソケット製作工程

演者：荒木 順司（株式会社 P.O コンセプト）
進行：大泉 寛紀（パシフィックサプライ株式会社）

30

16:00

30

【17:00 ～ 18:00】 共催セミナー 2
義肢における評価ツールの紹介〜ソケット適合と外的アライメントについて〜
共催企業：パシフィックサプライ株式会社
① Latest evaluation tool to improve the fitting process of lower limb prosthetic sockets
　演者：Desprez Frederic（ADAPTTECH）
②ソケットリアクションモーメントの概念と義⾜アライメントの評価
　演者：橋本 寛（パシフィックサプライ株式会社）
　座長：橋本 寛（パシフィックサプライ株式会社）

17:00

【17:30 ～ 18:10】 一般演題 7
義手３　小児　調査・開発
座長：東原 孝典（高松義肢製作所）
4 演題

30

18:00

30
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日程表　大会2日目　10月17日（日）
第一会場 第二会場

8:50
9:00

【9:00 ～ 10:00】 特別講演 2
なぜ脳卒中者に長下肢装具を用いるのか

講師：吉尾 雅春（千里リハビリテーション病院）
座長：山本 康一郎（川村義肢株式会社）

【09：00-10：00】 一般演題　ポスター 2
ポスター 2　ロボット・３D プリンター・その他
座長：石原 栄治（有限会社　大阪義肢）
　　　石田 晃一（川村義肢株式会社）
12 演題

30

10:00
【10:00 ～ 11:00】 共催セミナー 3
Wearable Robot
- 歩⾏学習⽀援ロボット「オルソボット」の開発と経緯 -
共催企業：サンコール株式会社・フィンガルリンク株式会社
講師：大畑 光司（京都大学大学院医学研究科）
座長：浅見 豊子（佐賀大学医学部附属病院）

【10:00 ～ 11:00】 一般演題 9
下肢装具 1　研究・開発

座長：赤澤 康史（兵庫県立福祉のまちづくり研究所）
6 演題

30

11:00
【11:00 ～ 12:30】 シンポジウム 2
脳卒中者の下肢装具をめぐる連携
①地域⽀援病院における装具外来の取組と連携への展望
　演者：藤原 大（坂総合病院）
②藤枝市における装具連携発足への挑戦
　演者：青島 健人（藤枝平成記念病院）
　特別発言：山崎 健治（川村義肢株式会社）
　座長：遠藤 正英（桜十字福岡病院　リハビリテーション部）

【11:00 ～ 12:00】 教育講演 7
膝 OA に対する最新の治療戦略
講師：渡辺 淳也（医療法人社団淳朋会　変形性関節症センター）
座長：大澤 傑（大阪行岡医療大学）

30

12:00
【12:00 ～ 13:30】 共催シンポジウム 4
Shaping the Future of Transfemoral Socket Interface and Prosthetic 
Education: Direct Socket Transfemoral Clinical Outcome Study
大腿義足ソケットのインターフェースと、義肢装具士教育の将来を形作る
  ～大腿用ダイレクトソケットの臨床成果に関する研究～
共催企業：Ossur Japan G.K.
演者：Nerrolyn Ramstrand PhD（Jönköping University, Sweden）
　〃 ：Anton Johannesson（Össur Clinics）
　〃 ：Zach Smith（Ossur Americas）
　〃 ：Joel Walker（Virginia Prosthetics and Orthotics, United States）
座長：Nick Freijah（Ossur Japan G.K.）

30
【12:30 ～ 14:00】 シンポジウム 3
足病患者に対するリハビリテーションと義肢装具療法の関わり
①ガイドラインからみた足病患者のリハビリテーション
　演者：河辺 信秀（東都大学 幕張ヒューマンケア学部）
②創傷治療期・再発予防期の理学療法における装具療法の役割
　演者：大塚 未来子（大分岡病院）
③足病患者に対するリハビリテーションと義肢装具療法の関わり
　演者：佐藤 弘也（旭川医科大学病院）
　座長：長倉 裕二（大阪人間科学大学）

13:00

30
【13:30 ～ 14:30】 教育講演 8
補装具施策の動向について
演者：周藤 方史（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部
　　　　　　　　　企画課　自立支援振興室）
座長：羽佐田 和之（社会保険労務士　川村義肢株式会社）

14:00
【14:00 ～ 15:00】 教育講演 6
身近にあるロボット技術の活用の展開
～介護ロボット開発等加速化事業にみる可能性と課題
講師：小林 毅（日本医療科学大学）
座長：中川 昭夫（大阪人間科学大学）

30
【14:30 ～ 15:30】 共催セミナー 4
神経可塑性を誘導するリハビリテーション治療
共催企業：パシフィックサプライ株式会社
講師：藤原 俊之（順天堂大学リハビリテーション医学）
座長：和田 太（東京女子医科大学　リハビリテーション科）

15:00
【15:00 ～ 16:30】 シンポジウム 4
パラスポーツと義肢装具のアダプテーション
①パラアスリート選手が求める義肢装具
　演者：井谷 俊介（SMBC 日興証券株式会社）
②パラアスリートへの理学療法士の関わり
　演者：笹代 純平（ハイパフォーマンススポーツセンター

国立スポーツ科学センター）
③パラアスリート選手に関わる義肢装具士による関わり
　演者：臼井 二美男（鉄道弘済会義肢装具サポートセンター）
　座長：前田 慶明（広島大学大学院）

30
【15:30 ～ 16:30】 特別企画 5
集まれ！バーチャル義足症例検討会
司会＆パネリスト：長倉 裕二（大阪人間科学大学）
　　　　　　：橋本 寛（パシフィックサプライ株式会社）
パ ネ リ ス ト：平林 伸治（日本生命病院）
　 〃 　：豊田 輝（帝京科学大学）
　 〃 　：岩下 航大（鉄道弘済会義肢装具サポートセンター）

16:00

30

17:00

日本リハビリテーション医学会単位対象
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日程表　大会2日目　10月17日（日）
第三会場 第四会場

8:50

【09:00 ～ 10:00】 一般演題 8
足装具・靴型装具

座長：阿部 薫 （新潟医療福祉大学）
６演題

9:00

30

【10:00 ～ 11:00】 一般演題 10
義足 3　調査報告

座長：豊田 輝（帝京科学大学）
６演題

【10:00 ～ 11:15】 学生セッション 1
学生発表ポスター
座長：松田 靖史（	大阪大学大学院工学研究科 ＢＥ専攻 准教授 /
	 川村義肢㈱ 技術推進部 K-Tech 主席技師）
　　　橋本 寛（川村義肢株式会社  事業開発本部　主幹技師）
15 演題

10:00

30

【11:00 ～ 11:50】 一般演題 11
義足４　計測・分析
座長：永冨 史子（川崎医科大学総合医療センター）
５演題

11:00

【11:30 ～ 12:30】 匠セッション 5　近畿の匠
故浅井一郎氏から学ぶ
演者：澤村 誠志（兵庫総合リハビリテーションセンター）
　〃 ：孫 国鳳（公益財団法人大学セミナーハウス）
進行：高木 克彦（パシフィックサプライ株式会社）

30

【12:00 ～ 13:00】 教育講演 5
ICT を活用した動作分析戦略

演者：大畑 光司（京都大学大学院医学研究科）
座長：山本 澄子（国際医療福祉大学）

12:00

30

【13:00 ～ 14:00】 一般演題 12
下肢装具２　調査研究（装具検証）

座長：中谷 知生（宝塚リハビリテーション病院）
6 演題

【13:00 ～ 14:00】 匠セッション 6　九州の匠
大腿義足膝継手をはじめとする開発

演者：二宮 誠（株式会社長崎かなえ）
進行 : 永岡 広聡（パシフィックサプライ株式会社）

13:00

30

【14:00 ～ 14:50】 一般演題 13
下肢装具３　装具処方（装具カンファレンス）
座長：勝谷 将史（西宮協立リハビリテーション病院　リハビリテーション科）
5 演題

14:00

【14:30 ～ 15:30】 一般演題 14
体幹装具・上肢装具

座長：古川 宏（大阪人間科学大学 保健医療学部 作業療法学科）
6 演題

30

【14:50 ～ 16:00】 一般演題 15
下肢装具 4　脳卒中（症例報告）

座長：関口 雄介（東北大学病院リハビリテーション部）
７演題

15:00

30

【16:00 ～ 17:00】 学生セッション 2
学生優秀演題発表

座長：中川 昭夫（大阪人間科学大学　保健医療学部　作業療法学科）
６演題

【16:00 ～ 17:00】 一般演題 16
下肢装具５　開発・調査

座長：昆 恵介（北海道科学大学　保健医療学部 義肢装具学科）
６演題

16:00

30

17:00
【17:00 ～】 閉会式
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参加者へのご案内

1.	 WEB 開催について
本学術大会は完全 WEB 開催とさせていただきます。
ライブ開催期間：2021 年 10 月 16 日（土）・10月 17日（日）
オンデマンド開催期間・2021 年 10 月 8日（金）〜 11月 15日（月）（予定）
一部のセッションはライブ開催期間のみご視聴いただけます。
最新情報は大会ホームページでご確認をお願いいたします。
・	単位取得につきましては、参加形式により取得できる単位が異なりますので、大会ホームページ
および P.11「各種団体の単位取得に関するご案内」をご確認ください。

2.	 参加登録のご案内
1）	参加登録方法
本会はWEB開催のため、参加登録はすべてWEB上で受け付けます。
WEB 参加登録の詳細は、大会ホームページの「WEB 参加登録」をご確認ください。

2）	参加登録期間
2021 年 8月 20日（金）～ 2021 年 11 月 12 日（金）正午（予定）

3）	参加費一覧
〈PLAN1〉 一般視聴参加　　全セッションの視聴参加費となります。

大会参加登録区分 参加登録費（9 月末まで） 参加登録費（10 月以降）
一般会員 10,000 円 12,000 円
非会員 12,000 円 14,000 円
学生会員・非会員（学生） 1,000 円 1,000 円

※	学生の場合は、学生証を参加登録システムでアップロードしてください。
※	学生の参加登録には、プログラム・抄録集は含まれておりません。

〈PLAN2〉 選択型視聴参加 選択型の視聴参加費となります。（対象：非会員のみ）
選択型視聴参加は視聴されたいセッション毎の参加費設定です。

選択制セッション（ss）視聴 セッション視聴参加費
1ss ¥3,000-
3ss ¥6,000-
5ss ¥8,000-

対象は非会員のみです。「職種」よりオススメのセッション表示をしております。
詳細は、大会ホームページの「WEB 参加登録」をご確認ください。

〈PLAN3〉 【関連職種養成校特別参加料】　学生団体登録
対象学生　～ 10名以内 5,000 円
対象学生　11名～ 50名 10,000 円
対象学生　51名以上 20,000 円
特典：個別の学生参加費はお１人 1,000 円です。
教員の方の会員登録が必須となります。

下記、HPからエントリーシートをダウンロードしていただき必要事項を入力の上、申請してください。
https://jspo2021.com/schools_targeted/
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学校単位でのお申込みの場合は、上記の金額で人数分の視聴用 ID,PWを付与いたします。
Eラーニングなどの教材としてご利用いただければ幸いです。
※大会期間以外は Eラーニングとして利用することはできません。
※許諾を得たプログラムに限らせていただきます。

4）	お支払い方法
各種クレジットカード（Visa、MasterCard、JCB、AMEX、Diners）、PayPay をご利用いただけます。

5）	キャンセルについて
原則、参加登録申請後の取り消しは、お受けいたしかねます。
参加登録費は理由の如何に関わらず返金いたしませんので、二重登録にご注意ください。

6）	参加登録証・領収書について
参加登録申請の支払い完了後、マイページにログインし行ってください。
参加登録時に発行される ID、PWが必要になります。

7）	プログラム・抄録集
日本義肢装具学会会員の方には、予めプログラム・抄録集を会員登録時の住所へ発送しています。
なお、プログラム・抄録集は l 部 3,000 円（税込）で販売します。購入ご希望の際は、運営事務局
までお問い合わせください。
抄録本文はWEB大会視聴ページで確認が出来ます。

3.	 オンデマンド開催
プレ開催期間　10月 8日（金）ＰＭ 12：00〜 10 月 14 日（木）PM17：00
※一般演題、学生セッション及び一部セッションをオンデマンド公開します。
バーチャル展示会を実施します。

アフター開催期間　10月 19日（火）ＰＭ 12：00〜 11月 15 日（月）PM17：00
LIVE で行ったセッションを、一部を除きオンデマンドで公開します。
バーチャル展示会を実施します。

4.	 サテライト会場
本学術大会は完全WEB開催ですが、全国に数か所サテライト会場を設定させていただきます。
詳細は、大会ホームページの「WEB参加登録」をご確認ください。

5.	 日本義肢装具学会　事務局（年会費・新入会受付）
日本義肢装具学会事務局ＷＥＢデスクを開設します。
開設時間：10月 16日（土）　10：00〜 17：00
　　　　　10月 17日（日）　10：00〜 12：30
開設場所：WEBプラットフォーム上
学術大会当日でもご入会できます。ご入会者にはプログラム・抄録集を差し上げます。
大会期間中以外のお問合せ先：
　　　　　一般社団法人　日本義肢装具学会　事務局
　　　　　〒 113-0033 東京都文京区本郷 5-32-7　義肢会館 201
　　　　　TEL：03-3812-9066　　FAX：03-3868-3201
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6.	 参加にあたっての諸注意
※	WEB開催に掲載されている資料のスクリーンショッ卜、写真撮影、ビデオ撮影、録音、コピー
は厳禁です。

※	視聴用 ID・PWを他者に教えたり、共有することは不法な行為であることに注意してください。
※	WEB開催ページへの二重ログインは厳禁です。

7.	 バーチャル展示会
WEB開催プラットフォーム上で協賛各社様のバーチャル展示会を開催します。
是非お立ち寄りください。
※大会参会者のみ入場できます。
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各種団体の単位取得に関するご案内

1.	 日本義肢装具士協会
単位項目：生涯学習システム単位
単 位 数：参加 l 単位、講演・シンポジス卜 3単位、一般演題発表 l 単位
申請方法：自己申請
※申請方法は、日本義肢装具士協会WEBサイトをご参照ください。
https://www.japo.jp/pdf/point-yoshi.pdf

2.	 日本リハビリテーション医学会
単位項目：リハビリテーション科専門医単位・認定臨床医生涯教育単位
単 位 数：

リハビリテーション科専門医単位 認定臨床医生涯教育単位

学会参加 （ⅳ）1単位 10単位

講演聴講 （ⅲ）最大 5単位（1講演 1単位） 最大 50単位（1講演 10単位）

※	日本リハビリテーション医学会の単位は現地参加及びWEB参加の両方で認められます。
申請方法：	学会参加単位の認定には運営事務局の発行する参加証（またはネームプレート、領収証）

のコピーの提出が必要です。講演聴講単位の認定には受講後に運営事務局の発行する受
講証明書が必要です。
受講証受領後の申請方法は日本リハビリテーション医学会ホームページ（https://
www.jarm.or.jp/member/system/credit_earning_form.html）を確認のうえ、自己
申請してください。

配信方法：ライブ配信（一部オンデマンド配信の予定あり）
対象講演：下記一覧をご参照ください。

日時 セッション・演題名 演者名

10月 16日（土）
PM14:30-15:30

教育講演 1
「足病患者の創傷治療における義肢装具療法」

古川 雅英
（社会医療法人 敬和会 大分岡病院）

10月 16日（土）
PM16:30-17:30

教育講演 2
「関節リウマチの最新治療と装具療法」

浅見 豊子
（佐賀大学医学部附属病院リハビリ
テーション科）

10月 16日（土）
AM11:30-12:30

教育講演 4
「ペルテス病における保存的及び⼿術的治療
について」

亀ヶ谷 真琴
（千葉こどもとおとなの整形外科）

10月 17日（日）
AM11:00-12:00

教育講演 7
「膝OAに対する最新の治療戦略」

渡辺　淳也
（医療法人社団淳朋会　変形性関節症
センター）

※オンデマンド配信は 10月 19日（火）～ 11月 15日（月）に行います。
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3.	 日本作業療法士協会
単位項目：生涯教育基礎ポイント
ポイント数：

時間／学会研修会等の役割 90分以上〜 1日 2日以上

参加 1ポイント 2ポイント

発表 1発表につき 1ポイント

講師 1ポイント 2ポイント

申請方法 :	本会の参加・領収証等をご準備のうえ、日本作業療法士協会会員ポータルサイトより、
自己申請してください。

※	詳細は日本作業療法士協会にお問い合わせください。

4.	 その他
※	日本理学療法士協会、日本整形外科学会の単位は、今回は取得することができません。
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座長・演者へのご案内

1.	 座長・演者へのご案内
1）	座長・演者の皆様へ
ご担当セッションの開始 30分前までに、指定のＵＲＬよりＷＥＢ大会にログインいただき打ち合
わせにご参加ください。詳細は事前に送付させていただきました実施要項をご確認ください。
※	大会ホームページの「座長・演者へのご案内」からも実施要項をダウンロードいただけます。
※	安定した回線への接続のため、有線 LANおよびヘッドセットの利用を推奨いたします。
※	セッション時間中はご自身の発表時間以外でも原則途中退出は行わないでください。

2）	一般演題・学生演題座長の皆様へ
プレ開催期間中にも大会プラットフォーム上の質問掲示版に視聴者からの質問が寄せられます。
事前に、ご確認いただき発表当日の質疑応答の準備をお願いいたします。

3）	発表時間

発表 質疑

一般演題オーラル（口述動画） 7分 3分

一般演題ポスター（PDF画像） 3分 2分

学生演題ポスター（PDF画像） 3分 2分

学生優秀演題オーラル（口述動画） 7分 3分

指定講演 各セッション毎に異なります

時間厳守をお願いします。終了 1分前に事務局よりチャットでお知らせ致します。

4）	発表データに関するご案内
事前の事務局にご登録いただきます。当日 Live で行う場合（指定演題に限る）は演者の方の画面
共有で発表素材をご案内いただきます。
発表データの詳細については各自にご案内済みですが、不明な場合は、運営事務局までお問い合わ
せください。

− 13 −



各種委員会のお知らせ

■ 10 月 15 日（金）　　TKP 東京駅日本橋カンファレンスセンター

13：30 ～ 14：20　義肢装具関連３団体協議会
14：30 ～ 16：00　理事会
16：10 ～ 17：00　社員総会

会員への報告会は大会プラットフォームよりオンデマンドで配信いたします。
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第 37回日本義肢装具学会学術大会　委員会名簿

▪大 会 長
長倉  裕二	 大阪人間科学大学　保健医療学部　理学療法学科

▪副 大 会 長
川村  慶	 川村義肢株式会社 / パシフィックサプライ株式会社

▪実行委員長　渉外委員長兼務
羽佐田  和之	 パシフィックサプライ株式会社

▪渉外委員兼企画委員
松本  浩司	 パシフィックサプライ株式会社

▪プログラム委員長
中川  昭夫	 大阪人間科学大学　保健医療学部　作業療法学科

▪プログラム委員
大澤  傑	 大阪行岡医療大学 医療学部理学療法学科
平林  伸治	 公益財団法人 日本生命済生会日本生命病院　リハビリテーション科
藤原  俊之	 順天堂大学大学院医学研究科リハビリテーション医学
	 順天堂大学保健医療学部理学療法学科
大西  謙吾	 東京電機大学 理工学部 電子工学系
大庭  潤平	 神戸学院大学　総合リハビリテーション学部　作業療法学科
橋田  剛一	 大阪大学医学部附属病院　リハビリテーション部
高木  啓至	 大阪大学医学部附属病院　リハビリテーション部
増田  知子	 千里リハビリテーション病院　
前田  慶明	 広島大学大学院医系科学研究科　スポーツリハビリテーション学研究室
新枦  剛也	 辻外科リハビリテーション病院　リハビリテーション部
橋本  寛	 パシフィックサプライ株式会社
石田  晃一	 川村義肢株式会社
宮谷  定行	 川村義肢株式会社
佐々木  伸	 神戸医療福祉専門学校三田校
石原  栄治	 有限会社　大阪義肢
酒田  圭二	 株式会社　小豆澤整形器製作所
松田  靖史	 大阪大学大学院工学研究科 ＢＥ専攻
	 川村義肢㈱ 技術推進部 K-Tech 主席技師
花岡  崇	 川村義肢株式会社 
堀口  知彦	 パシフィックサプライ株式会社

▪ WEB 開催実行委員
今江  文保	 パシフィックサプライ株式会社

▪企　　　画
米澤  靖人	 パシフィックサプライ株式会社
門奈  宗嗣	 パシフィックサプライ株式会社

▪財務・会計
弓岡  まみ	 大阪人間科学大学　保健医療学部　理学療法学科

▪会 計 監 査
古川  宏	 大阪人間科学大学　保健医療学部　作業療法学科
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日本義肢装具学会飯田賞

研究助成金受賞者報告会

本　賞：長倉　裕二（大阪人間科学大学保健医療学部理学療法学科）
　　　　「義肢装具学・下肢切断の理学療法に関する研究」

奨励賞：中村　隆（国立リハビリテーションセンター研究所 義肢装具技術研究部）
　　　　「切断者と義肢に関する調査及び研究」

　　　　藤原　清香（東京大学医学部附属病院リハビリテーション部）
　　　　「小児切断児のリハビリテーションおよび義手の普及」

※日本義肢装具学会飯田賞本賞受賞者記念講演は 10月 16日（土）9：10～ 9：30
　TKP（大阪サテライト会場）より配信いたします。（大会長講演と兼ねます）

演者：右田　正澄（国際医療福祉大学 小田原保健医療学部 理学療法学科）
　　　「脳卒中患者の短下肢装具装着性の評価方法の開発」

　　　佐藤　健斗（北海道科学大学）
　　　「距骨下関節の過回内に対する足底装具の使用が膝関節衝撃吸収能に

与える影響」

　　　西坂　智佳（東京大学大学院　医学系リハビリテーション医学分野）
　　　「能動義手を用いた日常生活動作の 3次元動作分析」

※研究助成金受賞者報告会は大会プラットフォームよりオンデマンドで配信いたします。
　配信期間は 2021 年 10 月 8日（金）正午～ 11月 15日（月）正午の予定となります。
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JSPO 37, Oct-Nov 2021

10月16日（土）　第一会場

ⰪⰪ 大会長講演
座長：坂井　一浩（人間総合科学大学）

PL	 義肢装具学・下肢切断の理学療法
演者：長倉　裕二（大阪人間科学大学　保健医療学部理学療法学科）

ⰪⰪ シンポジウム 1

ICF に基づく義肢装具の捉え方－ ICF 概要と臨床実践－
座長：大庭　潤平（神戸学院大学　総合リハビリテーション学部　作業療法学科）

SP1-1	 ① ICF の概要　－義肢装具分野の位置づけ
演者：井上　剛伸（国立障害者リハビリテーションセンター研究所）

SP1-2	 ②上肢切断者の全体像を捉える 〜作業療法における ICF の活⽤〜
演者：柴田　八衣子（兵庫県立リハビリテーション中央病院）

SP1-3	 ③下肢切断者に対する ICF の臨床実践
演者：柴田　晃希（株式会社　田沢製作所）

ⰪⰪ 共催シンポジウム１
共催企業：パシフィックサプライ株式会社
座長：大窪　伸太郎（広島国際大学総合リハビリテーション学部）

SSP1	 義肢装具製造業における DX と労働生産性の向上、セントラルファブリケーションのあり方
演者：羽佐田　和之（川村義肢株式会社 / パシフィックサプライ株式会社）
　〃 ：花岡　崇（川村義肢株式会社　事業開発本部開発部）
　〃 ：山崎　健治（川村義肢株式会社　関東本部営業部）
　〃 ：坂谷　威（川村義肢株式会社　トータルエンジニアリング本部）
　〃 ：大窪　伸太郎（広島国際大学総合リハビリテーション学部）

ⰪⰪ 一般演題５

評価・適合・リモート
座長：大塚 博（人間総合科学大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 義肢装具学専攻）

O5-1	 コロナ禍でのオンライン車椅子適合支援の取組
演者：関川　伸哉（東北福祉大学）
共同演者：昆　恵介（北海道科学大学）

O5-2	 アンケート調査から見えてきたブレースカンファレンスへの取り組み  ～ PO の立場から～
演者：山崎　健治（川村義肢株式会社）
共同演者：渡辺　卓馬（医療法人社団城東桐和会　タムス浦安病院）

O5-3	 リモートによる筋電義手の支援の試み
演者：横山　修（神奈川リハビリテーション病院 リハビリテーション科）
共同演者：對間　泰雄（神奈川リハビリテーション病院　研究部　リハビリテーション工学研究室）
　 〃 　：丸田　耕平（神奈川リハビリテーション病院　研究部　リハビリテーション工学研究室）

09:00 〜 09:30

09:30 〜 11:00

11:30 〜 13:00

13:30 〜 14:30
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JSPO 37, Oct-Nov 2021

O5-4	 車椅子上座位に対して身体前方から 3 次元骨盤姿勢計測を可能とする計測機器の試作と
	 予備的計測

演者：星野　元訓（国立障害者リハビリテーションセンター学院義肢装具学科）
共同演者：白銀　暁（国立障害者リハビリテーションセンター研究所福祉機器開発部）
　 〃 　：高嶋　淳（国立障害者リハビリテーションセンター研究所福祉機器開発部）

O5-5	 義肢・装具ユーザー満足度評価尺度「OPUS-CSD-J」の作成及び
	 信頼性・妥当性の検討

演者：佐藤　健斗（北海道科学大学）
共同演者：昆　恵介（北海道科学大学）
　 〃 　：三富　菜々（北海道科学大学）
　 〃 　：春名　弘一（北海道科学大学）
　 〃 　：佐藤　ケイト（北海道科学大学）

O5-6	 着圧ソックスによる静脈還流量の変化について
演者：福本　貴彦（畿央大学　健康科学部　理学療法学科）
共同演者：前岡　浩（畿央大学　健康科学部　理学療法学科）

ⰪⰪ 教育講演 1
座長：河辺 信秀（東都大学 幕張ヒューマンケア学部 理学療法学科）

EL-1	 足病患者の創傷治療における義肢装具療法
演者：古川 雅英（社会医療法人 敬和会 大分岡病院）

ⰪⰪ 海外招待講演
座長：川村　慶（川村義肢株式会社 / パシフィックサプライ株式会社

IL	 Digitalisation of the O&P industry -based on traditions of a trade.
演者：Hans Georg Näder（Owner and Chairman of the Board,Ottobock SE & Co. KGaA）

※英語での字幕あり

ⰪⰪ 教育講演 2
座長：佐浦　隆一（大阪医科薬科大学 医学部 総合医学講座リハビリテーション医学教室）

EL2	 関節リウマチの最新治療と装具療法
演者：浅見 豊子（佐賀大学医学部附属病院リハビリテーション科）

ⰪⰪ 特別講演 1
座長：川村 慶（川村義肢株式会社 / パシフィックサプライ株式会社）

SL1	 アバターと未来社会
演者：石黒 浩（大阪大学 大学院基礎工学研究科）

14:30 〜 15:30 日本リハビリテーション医学会単位対象

15:30 〜 16:30

16:30 〜 17:30 日本リハビリテーション医学会単位対象

17:30 〜 18:30
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JSPO 37, Oct-Nov 2021

10月16日（土）　第二会場

ⰪⰪ 特別企画 1
座長：佐藤　未希（学校法人　新潟総合学園 新潟医療福祉大学
　　　　　　　　　リハビリテーション学部　義肢装具自立支援学科）

SE1	 行けるところではなく、行きたいところへ行こう
演者：野間 麻子（特定非営利活動法人ハイヒール・フラミンゴ）

ⰪⰪ 教育講演 3
座長：羽佐田　和之（社会保険労務士　川村義肢株式会社）

EL3	 治療用装具にかかる医療保険者の動向について
演者：原　直人（トピー健康保険組合 『保険者機能を推進する会』『療養費適正化研究会』リーダー）

ⰪⰪ 教育講演 4
座長：芳賀 信彦（国立障害者リハビリテーションセンター）

EL4	 ペルテス病における保存的及び⼿術的治療について
演者：亀ヶ谷 真琴（千葉こどもとおとなの整形外科）

ⰪⰪ 一般演題３

デジタル技術・ロボット・その他
座長：森本 正治（大阪電気通信大学）

O3-1	 Welwalk を利用するための当院の取り組み〜アンケート調査と Case study を通して〜
演者：山淵　遼（医療法人三九会　三九朗病院）
共同演者：小池　知治（医療法人三九会　三九朗病院 MD）

O3-2	 AI 技術を活用した包括的な歩行評価システムの開発−第２報：歩幅の計測精度について−
演者：春名　弘一（北海道科学大学保健医療学部理学療法学科）
共同演者：昆　恵介（北海道科学大学保健医療学部義肢装具学科）
　 〃 　：稲垣　潤（北海道科学⼤学⼯学部情報⼯学科）
　 〃 　：阿部　由依（北海道科学大学保健医療学部理学療法学科）
　 〃 　：田中　勇治（北海道科学大学保健医療学部理学療法学科）
　 〃 　：南部　俊輔（株式会社 Qoncept）
　 〃 　：大日方　将士（キッセイコムテック株式会社）

O3-3	 頸髄損傷者向け 3D プリンタ製把持具（リーチャー）の試作
演者：松田　健太（神奈川リハビリテーション病院　研究部）
共同演者：一木　愛子（神奈川リハビリテーション病院　リハ部）
　 〃 　：沼田　愛未（神奈川リハビリテーション病院　リハ部）
　 〃 　：村田　知之（神奈川リハビリテーション病院　研究部）

09:30 〜 10:30

10:30 〜 11:30

11:30 〜 12:30 日本リハビリテーション医学会単位対象

12:30 〜 13:20
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O3-4	 聖火リレートーチ固定用アタッチメントの適合支援
演者：村田　知之（神奈川リハビリテーション病院　研究部）
共同演者：横山　修（神奈川リハビリテーション病院　研究部）
　 〃 　：丸谷　守保（神奈川リハビリテーション病院　研究部／リハ部理学療法科）
　 〃 　：浅井　直樹（神奈川リハビリテーション病院　研究部／リハ部理学療法科）
　 〃 　：横山　哲也（神奈川リハビリテーション病院　リハ部理学療法科）
　 〃 　：澤田　あい（神奈川リハビリテーション病院　リハ部理学療法科）
　 〃 　：古屋　美紀（神奈川リハビリテーション病院　リハ部理学療法科）
　 〃 　：前田　智行（神奈川リハビリテーション病院　研究部）

O3-5	 「Photo Trace」を用いた両側支柱付長下肢装具のレイアウト図作成システムの紹介
演者：花岡　崇（川村義肢株式会社）
共同演者：石田　晃一（川村義肢株式会社）

ⰪⰪ 共催シンポジウム 2
共催企業：オットーボック・ジャパン株式会社
座長：加藤　弘明（菰野厚生病院 / 日下病院）

SSP2	 アフターパラリンピック ～多様性の修理サービス～
演者：深谷　香奈（オットーボック・ジャパン株式会社）他

ⰪⰪ 特別企画 2
座長：堀口　知彦（川村義肢株式会社　製造本部
　　　　　　　　　パシフィックサプライ株式会社　事業開発本部開発部）

SE2	 ３D プリンタ及び３D スキャナーなどによるデジタル生産技術について
演者：大塚　圭輔（３D ものづくり普及促進会）
　〃　：山本　彩乃（株式会社データ・デザイン）

ⰪⰪ 特別企画 3

筋電義手と ACMC ーどう動く？どう使う？どう評価する？－
座長：藤原 清香（東京大学医学部附属病院リハビリテーション科）

SE3-1	 筋電義⼿―どう動く？－筋電信号処理・制御・モーターのはなし
演者：大西 謙吾（東京電機大学 理工学部 電子工学系）

SE3-2	 筋電義⼿―どう使う？どう評価する？－ ACMC のはなし
演者：大庭 潤平（神戸学院大学　総合リハビリテーション学部　作業療法学科）

ⰪⰪ 特別企画 4
座長：宮谷 定行（川村義肢株式会社）

SE4	 救いたい！今動き出した⼩さな⼀歩　〜⼀⽻の絶滅危惧種に義肢装具⼠ができること〜
演者：川上 紀子（神戸医療福祉専門学校三田校）

13:30 〜 15:00

15:00 〜 15:30

16:00 〜 17:30

17:30 〜 18:30
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10月16日（土）　第三会場

ⰪⰪ 一般演題１

義足１　症例報告（切断　リハビリ）
座長：原 和彦（埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科）

O1-1	 高齢下腿切断者が急性期病院にて義足作成し、歩行獲得に至った症例
演者：滝上　健吉（JCHO 埼玉メディカルセンター）
共同演者：児玉　隆夫（JCHO 埼玉メディカルセンター）
　 〃 　：東　宗一郎（JCHO 埼玉メディカルセンター）
　 〃 　：沼田　友一（JCHO 埼玉メディカルセンター）
　 〃 　：坂井　智（（有）坂井製作所

O1-2	 超低活動の両側下肢切断者に対する義足を活用した在宅支援
演者：菅原　健人（JR 東京総合病院）
共同演者：永橋　愛（JR 東京総合病院）
　 〃 　：越川　愛雪（JR 東京総合病院）
　 〃 　：田中　洋平（JR 東京総合病院）

O1-3	 創治癒の遷延により断端形成に苦慮した下腿切断の一例
演者：佐藤　陽介（秋田厚生医療センター）

O1-4	 右大腿切断と左下肢の神経障害を呈したが，装具療法により実用歩行を獲得した 1 症例
演者：河原　佳希（医療法人社団心和会　新八千代病院リハビリテーション科）
共同演者：小串　健志（医療法人社団心和会　新八千代病院リハビリテーション科／
　　　　　　　　　　　医療法⼈社団⼼和会　成⽥リハビリテーション病院リハビリテーション科）
　 〃 　：松元　秀次（了徳寺⼤学 健康科学部 医学教育センター）

O1-5	 右膝回転形成術後の理学療法～歩行再獲得に至った一例～
演者：永橋　愛（JR 東京総合病院）
共同演者：田中　洋平（JR 東京総合病院）
　 〃 　：寺村　誠治（JR 東京総合病院）

O1-6	 足根中足義足の使用によりバランス能力の向上を認め、 T 字杖歩行獲得に至った一症例
演者：上野　竜治（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
共同演者：永井　公規（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：廣島　拓也（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：掬川　晃一（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：星　典行（有限会社吉田義肢装具研究所）

09:30 〜 10:30
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ⰪⰪ 一般演題２

義足２　症例報告（切断　リハビリ・義足構造）
座長：中村 隆（国立障害者リハビリテーションセンター研究所 義肢装具技術研究部）

O2-1	 両下肢切断者の入院期限問題に対して医療介護連携を利用して実用歩行獲得に至った一例
演者：保田　智子（JA 三重厚生連　三重北医療センター　菰野厚生病院）
共同演者：永井　博（JA 三重厚生連　三重北医療センター　菰野厚生病院）
　 〃 　：北濱　良（JA 三重厚生連　三重北医療センター　菰野厚生病院）
　 〃 　：加藤　弘明（JA 三重厚生連　三重北医療センター　菰野厚生病院）

O2-2	 結節性多発動脈炎による両側下肢切断後にスタビー義足で自宅退院した一例
演者：木村　千晶（東京大学医学部附属病院　リハビリテーション科）
共同演者：松永　明子（東京大学医学部附属病院　リハビリテーション部）
　 〃 　：梅崎　成子（東京大学医学部附属病院　リハビリテーション部）
　 〃 　：小林　美香（東京大学医学部附属病院　リハビリテーション科）
　 〃 　：前之原　悠司（東京⼤学医学部附属病院 整形外科・脊椎外科）
　 〃 　：張　成虎（東京⼤学医学部附属病院 整形外科・脊椎外科）
　 〃 　：柴田　晃希（株式会社 ⽥沢製作所）
　 〃 　：藤原　清香（東京大学医学部附属病院　リハビリテーション科）

O2-3	 荷重採型治具 IPSO キャストを用いて吸着式下腿義足を作製した 1 症例
演者：鶴巻　周（株式会社　加藤義肢）
共同演者：加藤　博務（株式会社　加藤義肢）
　 〃 　：八幡　済彦（オットーボック・ジャパン株式会社）
　 〃 　：和田　真生（オットーボック・ジャパン株式会社）

O2-4	 シリコンライナーの内側に断端袋を装着することで断端の皮膚障害が改善し
	 義足歩行が自立した下腿切断の一例

演者：越智　文雄（愛仁会リハビリテーション病院）
共同演者：湯川　弘之（愛仁会リハビリテーション病院）
　 〃 　：和田　佳子（愛仁会リハビリテーション病院）
　 〃 　：大垣　昌之（愛仁会リハビリテーション病院）
　 〃 　：常盤　尚子（愛仁会リハビリテーション病院）
　 〃 　：濱岡　伸伍（愛仁会リハビリテーション病院）
　 〃 　：若城　未由樹（川村義肢株式会社）
　 〃 　：橋本　寛（パシフィックサプライ）

O2-5	 電撃性紫斑病により両側大腿切断術を施行し，
	 快適性を重視し両側大腿義足に坐骨下ソケットを処方した症例

演者：久保田　めぐみ（上尾中央総合病院）
共同演者：間島　潔（株式会社　東亜義肢）
　 〃 　：濱野　祐樹（上尾中央総合病院）
　 〃 　：原田　翔平（上尾中央総合病院）

10:30 〜 11:20
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ⰪⰪ 共催セミナー１
共催企業：株式会社松本義肢製作所
座長：宮川　拓也（株式会社松本義肢製作所）

SS1	 リハビリテーション分野における臨床からのものづくり
演者：太田　進（星城大学　リハビリテーション学部）

ⰪⰪ 一般演題４

義手１　成人
座長：浦田 一彦　（（公財）鉄道弘済会 義肢装具サポートセンター）

O4-1	 プーリーユニット付き肩義手の有効性 −肩関節離断症例に対する作業療法経験−
演者：吉村　学（川崎医療福祉大学 作業療法学科）
共同演者：平田　淳也（川崎医療福祉大学 作業療法学科）
　 〃 　：妹尾　勝利（川崎医療福祉大学 作業療法学科）
　 〃 　：藤澤　佳代子（橋本義肢製作株式会社）
　 〃 　：鴨生　賢悟（橋本義肢製作株式会社）
　 〃 　：富山　弘基（橋本義肢製作株式会社）
　 〃 　：花山　耕三（川崎医科⼤学 リハビリテーション医学）

O4-2	 義手の実用的使用状況と健康関連 QOL の関係性
演者：安藤　悠（兵庫県立リハビリテーション中央病院／兵庫県立福祉のまちづくり研究所
　　　　　　　　神⼾学院⼤学 総合リハビリテーション学部）
共同演者：大庭　潤平（神⼾学院⼤学 総合リハビリテーション学部）
　 〃 　：淺井　康紀（神⼾学院⼤学⼤学院総合リハビリテーション学研究科）
　 〃 　：菊池　理仁（神⼾学院⼤学⼤学院総合リハビリテーション学研究科）
　 〃 　：柴田　八衣子（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：溝部　二十四（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：岡本　真規子（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：松前　めぐみ（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：植山　美里（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：谷　泰斗（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：戸田　光紀（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：陳　隆明（兵庫県立リハビリテーション中央病院／兵庫県立福祉のまちづくり研究所）

O4-3	 前腕筋電義手の作業療法に Transfer Package を取り入れた一症例
演者：伊藤　泰士（JR 東京総合病院）
共同演者：遠藤　孔太郎（JR 東京総合病院）
　 〃 　：中居　玲雄（JR 東京総合病院）
　 〃 　：小池　亮太（JR 東京総合病院）
　 〃 　：浦田　一彦（（公財）鉄道弘済会義肢装具サポートセンター）
　 〃 　：田中　洋平（JR 東京総合病院）

11:30 〜 12:30

12:30 〜 13:20
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O4-4	 障がい者総合支援法による上腕筋電義手の補装具申請に向けた作業療法報告
演者：植山　美里（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
共同演者：戸田　光紀（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：柴田　八衣子（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：溝部　二十四（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：安藤　悠（兵庫県立リハビリテーション中央病院
　　　　　　　　　　兵庫県社会福祉事業団総合リハビリテーションセンター）
　 〃 　：岡本　真規子（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：増田　章人（株式会社近畿義肢製作所）
　 〃 　：陳　隆明（兵庫県立リハビリテーション中央病院
　　　　　　　　　　兵庫県社会福祉事業団総合リハビリテーションセンター）

O4-5	 労働災害事故による両側上腕高位切断者の ADL 獲得への介入と障害受容の支援を行った 一例
演者：小林　美香（東京大学医学部附属病院　リハビリテーション科）
共同演者：野口　智子（東京大学医学部付属病院　リハビリテーション部）
　 〃 　：越前谷　努（⽥沢製作所）
　 〃 　：柴田　晃希（⽥沢製作所）
　 〃 　：藤原　清香（東京大学医学部附属病院　リハビリテーション科）

ⰪⰪ 学生シンポジウム
座長：座長：佐々木 伸（神戸医療福祉専門学校三田校）

STP	 コロナ禍でも普通に国際交流してますが、何か？
演者：鎌田 恭子（神戸医療福祉専門学校三田校）
　〃 ：須田 裕紀（新潟医療福祉大学　リハビリテーション学部　義肢装具自立支援学科）
　〃 ：月城 慶一（広島国際大学　リハビリテーション学科　義肢装具学専攻）
　〃 ：Ms. Sirirat Seng-iad（Mahidol University）
※各大学の学生がパネリストとして参加

ⰪⰪ 共催シンポジウム 3
共催企業：川村義肢株式会社
座長：鈴木恒彦（大阪発達総合療育センター）

SSP3	 障がい児における地域の医療から療育・在宅の課題とあり方　〜 装具を中心として ～
演者：田村　太資（地方独立行政法人　大阪府立病院機構　大阪母子医療センター )
　〃 ：脇田　媛加（地方独立行政法人　大阪府立病院機構　大阪母子医療センター）
　〃 ：藤原　亜希子 ( 堺市立南こどもリハビリテーションセンター第１つぼみ園 )  
　〃 ：笠井　とも子（訪問看護ステーション AILE）
　〃 ：小畑　祐介　（川村義肢株式会社）

13:30 〜 15:30

15:30 〜 17:00
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ⰪⰪ 共催セミナー 2

義肢における評価ツールの紹介
〜ソケット適合と外的アライメントについて〜
共催企業：パシフィックサプライ株式会社
座長：橋本　寛（川村義肢株式会社）

SS2-1	 Latest evaluation tool to improve the fitting process of lower limb prosthetic sockets
演者：Desprez Frederic（ADAPTTECH）

SS2-2	 ソケットリアクションモーメントの概念と義⾜アライメントの評価
演者：橋本　寛（パシフィックサプライ株式会社）

17:00 〜 18:00
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10月16日（土）　第四会場

ⰪⰪ 匠セッション１　北海道の匠
進行：髙橋　伸剛（パシフィックサプライ株式会社）

	 義肢装具技術の伝承と事業継承
演者：野坂　利也（有限会社野坂義肢製作所）

ⰪⰪ 匠セッション 2　東北の匠
進行：門奈　宗嗣（パシフィックサプライ株式会社）

	 義手の製作と適合
演者：植松　茂夫（有限会社山形義肢研究所）

ⰪⰪ 匠セッション 3　関東甲信越の匠
進行：志田　幹雄（パシフィックサプライ株式会社）

	 3D プリント技術の義肢装具関連課題への応用～義足を中心として～
演者：富永　修一（ゲイトアシスト合同会社）

ⰪⰪ 一般演題　ポスター１

ポスター１　下肢装具
座長：田代 耕一（医療法人福岡桜十字　花畑病院）

P1-1	 ＯＡ用ＡＦＯの研究と開発 　第二報
演者：弓木野　勇次（( 有 ) 出水義肢装具製作所）

P1-2	 SACH(Solid Ankle Cushion Heel) が短下肢装具歩行の荷重応答に及ぼす影響
演者：渡辺　広希（兵庫医療大学大学院医療科学研究科）
共同演者：塚越　累（兵庫医療大学リハビリテーション学部理学療法学科）
　 〃 　：坂口　顕（兵庫医療大学リハビリテーション学部理学療法学科）
　 〃 　：川口　浩太郎（兵庫医療大学リハビリテーション学部理学療法学科）

P1-3	 KAFO 製作時の画像トレース導入により適合率向上の報告
演者：河野　壮晃（川村義肢株式会社）

P1-4	 リンク式 double CB-brace の開発
演者：松本　秀男（日本スポーツ医学財団）
共同演者：久森　紀之（上智大学　理工学部　機能創造理工学科）
　 〃 　：佐喜眞　保（株式会社 佐喜眞義肢）
　 〃 　：佐喜眞　一朗（株式会社 佐喜眞義肢）
　 〃 　：坪根　末弘（株式会社 佐喜眞義肢）

09:30 〜 10:30

11:00 〜 12:00

12:30 〜 13:30

13:30 〜 14:00
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P1-5	 異なる装着圧力の膝装具が変形性膝関節症患者の立ち上がり動作に与える影響
演者：山本　裕晃（福岡天神医療リハビリ専門学校 理学療法学科
　　　　　　　　　九州工業大学大学院　生命体工学研究科　生命体工学専攻）
共同演者：岡松　将吾（九州工業大学大学院　生命体工学研究科　生命体工学専攻
　　　　　　　　　　　北九州リハビリテーション学院 理学療法学科）
　 〃 　：北川　広大（九州工業大学大学院　生命体工学研究科　生命体工学専攻）
　 〃 　：和田　親宗（九州工業大学大学院　生命体工学研究科　生命体工学専攻）

P1-6	 脳卒中患者の麻痺側 Heel contact 後の膝過伸展に対して、
	 短下肢装具の底屈制動後に背屈制動を付加した即時効果

演者：岡田　有司（川崎医科大学 総合医療センター リハビリテーションセンター）
共同演者：檀上　明里（川崎医科大学附属病院 リハビリテーションセンター）
　 〃 　：吉田　耕治（川崎医科大学附属病院 リハビリテーションセンター）
　 〃 　：池田　りか（川崎医科大学附属病院 リハビリテーションセンター）
　 〃 　：富山　弘基（橋本義肢製作所 株式会社）
　 〃 　：目谷　浩通（川崎医科⼤学 リハビリテーション医学教室）
　 〃 　：花山　耕三（川崎医科⼤学 リハビリテーション医学教室）

ⰪⰪ 一般演題６

義手２　小児　処方・介入
座長：前野 昭博（株式会社松本義肢製作所）

O6-1	 新型コロナウイルス感染症 (COVID-19) が小児筋電義手診療に与えた影響
演者：戸田　光紀（兵庫県立リハビリテーション中央病院
　　　　　　　　　兵庫県立福祉のまちづくり研究所　ロボットリハビリテーションセンター）
共同演者：大島　隆司（兵庫県立リハビリテーション中央病院
　　　　　　　　　　　兵庫県立福祉のまちづくり研究所　ロボットリハビリテーションセンター）
　 〃 　：大串　幹（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：柴田　八衣子（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：溝部　二十四（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：松前　めぐみ（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：岡本　真規子（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：植山　美里（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：谷　泰斗（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：高見　響（兵庫県立福祉のまちづくり研究所　ロボットリハビリテーションセンター）
　 〃 　：陳　隆明（兵庫県立リハビリテーション中央病院
　　　　　　　　　　兵庫県立福祉のまちづくり研究所　ロボットリハビリテーションセンター
　　　　　　　　　　兵庫県⽴総合リハビリテーションセンター）

O6-2	 当センターにおける先天性上肢形成不全児のリハビリテーションで用いる機器と
	 その使用目的の調査

演者：中川　雅樹（国立障害者リハビリテーションセンター病院リハビリテーション部）
共同演者：矢野　綾子（国立障害者リハビリテーションセンター研究所義肢装具技術研究部）
　 〃 　：山﨑　伸也（国⽴障害者リハビリテーションセンター企画・
　　　　　　　　　　　情報部⽀援機器イノベーション情報・⽀援室）
　 〃 　：阿久根　徹（国立障害者リハビリテーションセンター研究所義肢装具技術研究部）

14:00 〜 14:50
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O6-3	 先天性上肢欠損児（3 歳未満）へ装飾用義手の装着に向けた支援
演者：對間　泰雄（神奈川リハビリテーション病院　研究部　リハビリテーション工学研究室）
共同演者：横山　修（神奈川リハビリテーション病院　リハビリテーション科）
　 〃 　：丸田　耕平（神奈川リハビリテーション病院　研究部　リハビリテーション工学研究室）

O6-4	 先天性上肢形成不全児に対する義手リハビリテーションの導入に用いる玩具に関する考察
演者：矢野　綾子（国立障害者リハビリテーションセンター研究所義肢装具技術研究部）
共同演者：中川　雅樹（国立障害者リハビリテーションセンター病院リハビリテーション部）
　 〃 　：山﨑　伸也（国⽴障害者リハビリテーションセンター企画・情報部
　　　　　　　　　　　⽀援機器イノベーション情報・⽀援室）
　 〃 　：中村　隆（国立障害者リハビリテーションセンター研究所義肢装具技術研究部）
　 〃 　：阿久根　徹（国立障害者リハビリテーションセンター研究所義肢装具技術研究部）

O6-5	 発達段階に応じたアプローチにより就学前に筋電義手の支給に至った
	 先天性左前腕形成不全児に対する取り組み

演者：木村　麻美（国立障害者リハビリテーションセンター）
共同演者：中村　隆（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：飛松　好子（前　国立障害者リハビリテーションセンター）

ⰪⰪ 匠セッション 4　関東甲信越の匠
進行：大泉　寛紀（パシフィックサプライ株式会社）

	 Prothflex システムにおける NU ソケット製作工程
演者：荒木　順司（株式会社 P.O コンセプト）

ⰪⰪ 一般演題７

義手３　小児　調査・開発
座長：東原 孝典（高松義肢製作所）

O7-1	 超小型対立回転機構を用いた手掌筋電義手、能動指義手の開発
演者：矢吹　佳子（国立大学法人 電気通信大学／国立研究開発法人 国立成育医療研究センター）
共同演者：山野井　祐介（国立大学法人 電気通信大学）
　 〃 　：黒田　勇幹（国立大学法人 電気通信大学）
　 〃 　：島田　岳佳（国立大学法人 電気通信大学）
　 〃 　：大谷　俊介（国立大学法人 電気通信大学）
　 〃 　：千田　知広（国立大学法人 電気通信大学）
　 〃 　：溝口　恒雄（株式会社 溝⼝製作所）
　 〃 　：髙木　岳彦（国立大学法人 電気通信大学国立研究開発法人 国立成育医療研究センター）
　 〃 　：髙山　真一郎（国立大学法人 電気通信大学／国立研究開発法人 国立成育医療研究センター
　　　　　　　　　　　　社会福祉法⼈⽇本⼼⾝障害児協会 島⽥療育センター）
　 〃 　：横井　浩史（国立大学法人 電気通信大学／国立研究開発法人 国立成育医療研究センター）

O7-2	用 途に応じて交換可能な球をモチーフとした幼児用手先具
演者：吉川　雅博（大阪工業大学）
共同演者：上山　なつめ（大阪工業大学）

15:30 〜 16:30

17:30 〜 18:10
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O7-3	小 児訓練用筋電義手の開発 (2)　– ハンドの改良とシリコングローブの開発 –
演者：高見　響（兵庫県立福祉のまちづくり研究所）
共同演者：本田　雄一郎（兵庫県立福祉のまちづくり研究所）
　 〃 　：中村　豪（兵庫県立福祉のまちづくり研究所）
　 〃 　：入江　満（大阪産業大学）
　 〃 　：中村　秀正（大阪産業大学）
　 〃 　：元山　誠（⽇本パルスモーター）
　 〃 　：山崎　誠司（三清ゴム⼯業 ( 株 )）
　 〃 　：高橋　宏和（アルメックスコーセイ）
　 〃 　：雨堤　徹（Amaz 技術）
　 〃 　：西尾　佳高（東洋アルミニウム ( 株 )）
　 〃 　：柴田　八衣子（兵庫県⽴リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：溝部　二十四（兵庫県⽴リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：竹中　ナミ（プロップ・ステーション）
　 〃 　：陳　隆明（兵庫県立福祉のまちづくり研究所／兵庫県⽴リハビリテーション中央病院）

O7-4	 先天性上肢横軸形成不全に合併する脊椎側弯症の有病率について
演者：藤原　清香（東京大学医学部附属病院 リハビリテーション科）
共同演者：野口　智子（東京大学医学部附属病院 リハビリテーション部）
　 〃 　：小林　美香（東京大学医学部附属病院 リハビリテーション科）
　 〃 　：西坂　智佳（東京大学医学部附属病院 リハビリテーション科）
　 〃 　：柴田　晃希（株式会社 ⽥沢製作所）
　 〃 　：越前谷　務（株式会社 ⽥沢製作所）
　 〃 　：加藤　壯（東京⼤学医学部附属病院 整形外科・脊椎外科）

− 30 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

10月17日（日）　第一会場

ⰪⰪ 特別講演 2
座長：山本　康一郎（川村義肢株式会社）

SL2	 なぜ脳卒中者に長下肢装具を用いるのか
演者：吉尾 雅春（千里リハビリテーション病院）

ⰪⰪ 共催セミナー 3
共催企業：サンコール株式会社・フィンガルリンク株式会社
座長：浅見　豊子（佐賀大学医学部附属病院）

SS3	 Wearable Robot　- 歩⾏学習⽀援ロボット「オルソボット」の開発と経緯 -
演者：大畑　光司（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻）

ⰪⰪ シンポジウム 2

脳卒中者の下肢装具をめぐる連携
座長：遠藤　正英（桜十字福岡病院　リハビリテーション部）

SP2-1	 ①地域⽀援病院における装具外来の取組と連携への展望
演者：藤原　大（宮城厚生協会　坂総合病院）

SP2-2	 ②藤枝市における装具連携発⾜への挑戦
演者：青島　健人（藤枝平成記念病院）

特別発言	　　　：山崎　健治（川村義肢株式会社　関東本部営業部）

ⰪⰪ シンポジウム 3

足病患者に対するリハビリテーションと義肢装具療法の関わり
座長：長倉　裕二（大阪人間科学大学　保健医療学部理学療法学科）

SP3-1	 ①ガイドラインからみた足病患者のリハビリテーション
演者：河辺　信秀（東都大学 幕張ヒューマンケア学部 理学療法学科）

SP3-2	 ②創傷治療期・再発予防期の理学療法における装具療法の役割
演者：大塚　未来子（大分岡病院　総合リハビリテーション課）

SP3-3	 ③⾜病患者に対するリハビリテーションと義肢装具療法の関わり
演者：佐藤　弘也（旭川医科大学病院　リハビリテーション部）

09:00 〜 10:00

10:00 〜 11:00

教育講演 5 は第三会場 12:00 〜 13:00 に変更となりました

11:00 〜 12:30

12:30 〜 14:00
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ⰪⰪ 教育講演 6
座長：中川 昭夫（大阪人間科学大学　保健医療学部作業療法学科）

EL6	 身近にあるロボット技術の活用の展開
	 ～介護ロボット開発等加速化事業にみる可能性と課題～

演者：小林　毅（日本医療科学大学保健医療学部リハビリテーション学科作業療法学専攻
　　　　　　　　元厚生労働省老健局高齢者支援課福祉用具・住宅改修指導官（併）介護ロボット
　　　　　　　　開発普及推進官）

ⰪⰪ シンポジウム 4

パラスポーツと義肢装具のアダプテーション
座長：前田慶明（広島大学大学院）

SP4-1	 ①パラアスリート選手が求める義肢装具
演者：井谷　俊介（SMBC 日興証券株式会社）

SP4-2	 ②パラアスリートへの理学療法⼠の関わり
演者：笹代　純平（ハイパフォーマンススポーツセンター　国立スポーツ科学センター）

SP4-3	 ③パラアスリート選手に関わる義肢装具士による関わり
演者：臼井二美男（公益財団法人　鉄道弘済会義肢装具サポートセンター）

14:00 〜 15:00

15:00 〜 16:30
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10月17日（日）　第二会場

ⰪⰪ 一般演題　ポスター２

ロボット・３D プリンター・その他
座長：石原 栄治（有限会社　大阪義肢）
　　　石田 晃一（川村義肢株式会社）

P2-1	 着圧靴下装着時の足部運動が下肢ヘモグロビン量に与える影響
演者：前岡　浩（畿央大学　健康科学部　理学療法学科）
共同演者：福本　貴彦（畿央大学　健康科学部　理学療法学科）

P2-2	 座位を獲得していない先天性上肢欠損児への 3D プリンタ製ハンドの試作
演者：松田　健太（神奈川リハビリテーション病院　研究部）
共同演者：横山　修（神奈川リハビリテーション病院　診療部）
　 〃 　：丸田　耕平（神奈川リハビリテーション病院　研究部）
　 〃 　：對間　泰雄（神奈川リハビリテーション病院　研究部）
　 〃 　：辻村　和見（神奈川リハビリテーション病院　研究部）

P2-3	 沖縄県における義手普及への取り組み
	〜 「沖縄 PAFF キッズランニングスクール・車いすスポーツ体験会」開催 〜

演者：渡久知　かおり（琉球大学病院リハビリテーション部）
共同演者：砂田　宏典（( 有 ) 砂田義肢製作所）
　 〃 　：長嶺　覚子（琉球大学病院リハビリテーション部）
　 〃 　：森岡　真人（琉球大学病院リハビリテーション部）
　 〃 　：神谷　武志（琉球⼤学病院リハビリテーション科）

P2-4	 UNI-CUB βの利用対象者拡大のための工夫～第 3 報～
演者：間山　歩美（社会福祉法人横浜市総合リハビリテーションセンター）
共同演者：藤井　智（社会福祉法人横浜市総合リハビリテーションセンター）
　 〃 　：飯島　浩（社会福祉法人横浜市総合リハビリテーションセンター）
　 〃 　：畠中　規（社会福祉法人横浜市総合リハビリテーションセンター）

P2-5	 リフト機能付き車椅子の特例補装具審査
演者：清宮　清美（埼玉県総合リハビリテーションセンター／東京保健医療専⾨職⼤学）
共同演者：川崎　修平（埼玉県総合リハビリテーションセンター）
　 〃 　：窪田　浩平（埼玉県総合リハビリテーションセンター／はすだセントラルクリニック）

P2-6	 義足着用時のみに生じる幻肢痛に認知的アプローチが効果的であった
	 糖尿病性両下腿切断の一例

演者：小林　拓未（医療法人（社団）大和会日下病院）
共同演者：伊藤　大知（医療法人（社団）大和会日下病院）
　 〃 　：加藤　弘明（医療法人（社団）大和会日下病院

P2-7	 骨盤ベルトの装着が静的バランスと歩行動作に与える効果
演者：小宮　諒（広島大学大学院医系科学研究科）
共同演者：前田　慶明（広島大学大学院医系科学研究科）
　 〃 　：森川　将徳（広島大学大学院医系科学研究科）
　 〃 　：水田　良実（広島大学大学院医系科学研究科）
　 〃 　：浦辺　幸夫（広島大学大学院医系科学研究科）

09:00 〜 10:00
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P2-8	 高齢者の脊椎圧迫骨折に装具治療した症例の骨格筋量の変化
演者：泉本　亮二（日本生命病院　リハビリテーション室）
共同演者：安達　幸恵（日本生命病院　リハビリテーション室）
　 〃 　：平林　伸治（日本生命病院　リハビリテーション科）

P2-9	 簡易動作解析装置を用いて歩容が改善した大腿義足患者の 1 例
演者：今井　寛（京都府立心身障害者福祉センター附属リハビリテーション病院　整形外科
　　　　　　　　京都府立医科大学大学院医学研究科　運動器機能再生外科学（整形外科学教室）
　　　　　　　　京都府⽴医科⼤学⼤学院医学研究科 スポーツ・障がい者スポーツ医学）
共同演者：大西　武史（京都府家庭⽀援総合センター）
　 〃 　：大野　篤史（京都府⽴⼼⾝障害者福祉センター附属リハビリテーション病院）

P2-10	 高齢者の身体活動量向上を目的とした生活活動において無動力歩行支援機を利用した効果
演者：齋藤　恒一（鈴鹿医療科学大学保健衛生学部リハビリテーション学科）
共同演者：橋本　裕一（中島整形外科）
　 〃 　：伊藤　和寛（鈴鹿医療科学大学保健衛生学部リハビリテーション学科）
　 〃 　：山口　和輝（鈴鹿医療科学大学保健衛生学部リハビリテーション学科）
　 〃 　：畠中　泰彦（鈴鹿医療科学大学保健衛生学部リハビリテーション学科）

P2-11	 生活期脳卒中片麻痺患者における WW-1000 使用の歩行能力の変化
演者：宇渡　竜太郎（西宮協立リハビリテーション病院　リハビリテーション科）
共同演者：佐野　俊（西宮協立リハビリテーション病院　リハビリテーション科）
　 〃 　：遠原　聖也（西宮協立リハビリテーション病院　リハビリテーション科）
　 〃 　：成田　孝富（西宮協立リハビリテーション病院　リハビリテーション科）
　 〃 　：勝谷　将史（西宮協立リハビリテーション病院　リハビリテーション科）

P2-12	 急性期脊髄損傷患者に歩行アシスト機能付き装具での
	 ロボットリハビリテーションで歩行機能改善を認めた一例

演者：金指　佳希（帝京大学医学部附属病院リハビリテーション部）
共同演者：飯田　修平（帝京平成大学健康メディカル学部理学療法学科）
　 〃 　：緒方　直史（帝京⼤学医学部リハビリテーション医学講座）

ⰪⰪ 一般演題９

下肢装具 1　研究・開発
座長：赤澤 康史（兵庫県立福祉のまちづくり研究所）

O9-1	 簡便に角度調整を可能にした長下肢装具膝継手の開発　第 2 報
演者：大谷　道明（株式会社総合リハビリテーション研究所）
共同演者：松本　晋哉（タキゲン製造株式会社）
　 〃 　：下川　純二（株式会社ベクトロニクス中国）

O9-2	 脳卒中片麻痺患者に対しカーボン製３層式後方支柱付き短下肢装具と
	 従来型短下肢装具の比較検討した症例

演者：津村　渉（株式会社　澤村義肢製作所）
共同演者：山下　翔華（株式会社　澤村義肢製作所）
　 〃 　：藤本　和希（株式会社　澤村義肢製作所）
　 〃 　：佐野　太一（株式会社　澤村義肢製作所）
　 〃 　：小西　克浩（株式会社　澤村義肢製作所）

10:00 〜 11:00
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O9-3	 脳卒中片麻痺者に対するエネルギー蓄積型シューインサートの開発と評価
演者：昆　恵介（北海道科学大学大学）
共同演者：稲垣　潤（北海道科学大学大学）
　 〃 　：春名　弘一（北海道科学大学大学）
　 〃 　：関川　伸哉（東北福祉大学）
　 〃 　：中井　要介（マイスター靴⼯房 KAIJIYA）
　 〃 　：清水　新悟（北海道科学大学大学）
　 〃 　：佐藤　健斗（北海道科学大学大学）

O9-4	 蹴り出し推進型短下肢装具の中足趾節関節の動きに対応する素材の力学特性
演者：鈴木　淳也（川村義肢株式会社）
共同演者：米津　亮（東京家政大学）
　 〃 　：齋藤　聡佳（川村義肢株式会社）
　 〃 　：成澤　雅紀（⼤阪府⽴⼤学）

O9-5	 足底部を改良した油圧調整式短下肢装具による脳卒中片麻痺者の蹴り出しの変化
演者：古屋　美紀（神奈川リハビリテーション病院）
共同演者：米津　亮（東京家政大学）
　 〃 　：鈴木　淳也（川村義肢株式会社）
　 〃 　：斎藤　聡佳（東京家政大学）
　 〃 　：宮谷　定行（川村義肢株式会社）
　 〃 　：藤本　康浩（川村義肢株式会社）
　 〃 　：神尾　昭宏（森之宮病院）
　 〃 　：藤田　暢一（森之宮病院）
　 〃 　：瀧川　順庸（⼤阪府⽴⼤学）
　 〃 　：淵岡　聡（⼤阪府⽴⼤学）
　 〃 　：清水　順市（東京家政大学）

O9-6	 カーボンアンクルセブン短下肢装具の前足部の改良による二分脊椎児一症例における
	 蹴り出しの変化

演者：西本　陽友（川村義肢株式会社）
共同演者：米津　亮（東京家政大学　リハビリテーション学科）
　 〃 　：宮谷　定行（川村義肢株式会社）
　 〃 　：鈴木　淳也（川村義肢株式会社）
　 〃 　：斎藤　聡佳（川村義肢株式会社）

ⰪⰪ 教育講演 7
座長：大澤 傑（大阪行岡医療大学 医療学部理学療法学科）

EL7	 膝 OA に対する最新の治療戦略
演者：渡辺　淳也（医療法人社団淳朋会　変形性関節症センター）

11:00 〜 12:00 日本リハビリテーション医学会単位対象
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ⰪⰪ 共催シンポジウム 4
共催企業：Ossur Japan G.K.

Shaping the Future of Transfemoral Socket Interface and 
Prosthetic Education:
Direct Socket Transfemoral Clinical Outcome Study
大腿義足ソケットのインターフェースと、義肢装具士教育の将来を形作る 
～大腿用ダイレクトソケットの臨床成果に関する研究～
座長：Nick Freijah（Ossur Japan G.K.）

SSP4-1	 Out with the old and in with the new – Educating clinicians to shape the
	 future of the P&O profession

演者：Nerrolyn Ramstrand PhD（Jönköping University, Sweden）
SSP4-2	 Direct Socket for Trans-femoral amputees: for whom, how many are they,
	 and what are the requirements?

演者：Anton Johannesson（Össur Clinics）
SSP4-3	 Clinical Implementation of Direct Socket TF: A Transfemoral Socket
	 Fabrication Method Using Direct Casting (PART ONE)

演者：Zach Smith（Ossur Americas）
SSP4-4	 Clinical Outcome of Transfemoral Direct Socket Interface (PART TWO)

演者：Joel Walker（Virginia Prosthetics and Orthotics, United States）

ⰪⰪ 教育講演 8
座長：羽佐田　和之（社会保険労務士　川村義肢株式会社）

EL8	 補装具施策の動向について
演者：周藤 方史（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部　 企画課　自立支援振興室）

ⰪⰪ 共催セミナー 4
共催企業：パシフィックサプライ株式会社
座長：和田　太（東京女子医科大学リハビリテーション科）

SS4	 神経可塑性を誘導するリハビリテーション治療
演者：藤原　俊之（順天堂大学リハビリテーション医学）

12:00 〜 13:30

13:30 〜 14:30

14:30 〜 15:30
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ⰪⰪ 特別企画 5
SE5	 集まれ！バーチャル義足症例検討会

司会＆パネリスト：長倉　裕二（大阪人間科学大学　保健医療学部理学療法学科）
　 〃 　：橋本　寛（パシフィックサプライ株式会社）
パ ネ リ ス ト：平林　伸治（公益財団法人 日本生命済生会日本生命病院　リハビリテーション科）
　 〃 　：豊田　輝（帝京科学大学　医療科学部　理学療法学科）
　 〃 　：岩下　航大（鉄道弘済会義肢装具サポートセンター）
プレゼンテーター：今井　寛（京都府立心身障害者福祉センター附属リハビリテーション病院　整形外科）
　 〃 　：上野　竜治（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：越智　文雄（愛仁会リハビリテーション病院　）
　 〃 　：木村　千晶（東京大学医学部附属病院　リハビリテーション科）
　 〃 　：佐藤　陽介（秋田厚生医療センター）
　 〃 　：菅原　健人（JR 東京総合病院）
　 〃 　：滝上　健吉（JCHO 埼玉メディカルセンター）
　 〃 　：保田　智子（JA 三重厚生連 三重北医療センター 菰野厚生病院）
一般演題で義足をテーマとしてご発表いただいた先生方をオンラインでご招待し、
インフォーマルで忌憚のない症例検討会を開催したいと考えております。

15:30 〜 16:30
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10月17日（日）　第三会場

ⰪⰪ 一般演題８

足装具・靴型装具
座長：阿部 薫 （新潟医療福祉大学）

O8-1	 低アーチ足に対する知覚連動インサートが腓骨筋と後脛骨筋に与える影響についての検討
演者：清水　新悟（北海道科学大学　保健医療学部）
共同演者：秦　康司（株式会社　バンキフ）
　 〃 　：冨金原　敦（株式会社　バンキフ）

O8-2	 糖尿病性足病変症例向けの靴型装具を構成する要素の検討
演者：吉田　渡（国立国際医療研究センター病院　人間総合科学大学）
共同演者：高橋　宏幸（国立国際医療研究センター病院）
　 〃 　：小久江　萌（国立国際医療研究センター病院）
　 〃 　：村山　寛和（国立国際医療研究センター病院）
　 〃 　：持木　和哉（国立国際医療研究センター病院）
　 〃 　：藤谷　順子（国立国際医療研究センター病院）

O8-3	 センソモトリックインソールの症例報告
演者：小迫　正千代（株式会社長崎かなえ）

O8-4	 足関節装具がスクワットジャンプおよび
	 カウンタームーブメントジャンプ高に与える影響：底背屈制限との関連

演者：森川　将徳（広島大学大学院医系科学研究科スポーツリハビリテーション学研究室）
共同演者：浦辺　幸夫（広島大学大学院医系科学研究科スポーツリハビリテーション学研究室）
　 〃 　：小宮　諒（広島大学大学院医系科学研究科スポーツリハビリテーション学研究室）
　 〃 　：前田　慶明（広島大学大学院医系科学研究科スポーツリハビリテーション学研究室）

O8-5	 急性感染性電撃性紫斑病による足趾切断に対して靴型装具を製作した１症例
演者：中野　寛子（株式会社洛北義肢）
共同演者：坂本　明信（株式会社洛北義肢）
　 〃 　：駒井　辰行（株式会社洛北義肢）
　 〃 　：平賀　段矢（株式会社洛北義肢）
　 〃 　：澤野　翔一朗（滋賀医科大学医学部附属病院リハビリテーション部）

O8-6	 ３D スキャンとウィンドラス機構を利用したインソールの効果の検証
演者：福島　輝夏（株式会社マイスター靴工房 KAJIYA）
共同演者：中井　要介（株式会社マイスター靴工房 KAJIYA）
　 〃 　：猪瀬　多恵子（株式会社マイスター靴工房 KAJIYA）
　 〃 　：漆崎　由紀子（株式会社マイスター靴工房 KAJIYA）
　 〃 　：奥田　玲央（株式会社マイスター靴工房 KAJIYA）

09:00 〜 10:00
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ⰪⰪ 一般演題 10

義足 3　調査報告
座長：豊田 輝（帝京科学大学）

O10-1	更生用補装具としての電子制御膝継手の支給状況に関する調査
演者：戸田　光紀（兵庫県立リハビリテーション中央病院
　　　　　　　　　兵庫県立福祉のまちづくり研究所　ロボットリハビリテーションセンター）
共同演者：大島　隆司（兵庫県立リハビリテーション中央病院
　　　　　　　　　　　兵庫県立福祉のまちづくり研究所　ロボットリハビリテーションセンター）
　 〃 　：大串　幹（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：高瀬　泉（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：手塚　勇輔（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：東　祐二（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：只津　美紀（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：仁藤　健太（兵庫県立リハビリテーション中央病院）
　 〃 　：陳　隆明（兵庫県立リハビリテーション中央病院
　　　　　　　　　　兵庫県立福祉のまちづくり研究所　ロボットリハビリテーションセンター）
　　　　　　　　　　兵庫県⽴総合リハビリテーションセンター

O10-2	義足利用者の長期 QOL 調査
演者：中村　隆（国立障害者リハビリテーションセンター）
共同演者：山﨑　伸也（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：三田　友記（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：三ツ本　敦子（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：中村　康二（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：今井　大樹（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：矢野　綾子（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：樋口　凱（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：阿久根　徹（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：飛松　好子（国立障害者リハビリテーションセンター）

O10-3	スポーツレクリエーション参加を経験した下肢切断者の義足生活満足度と
	 参加動機に関するアンケート調査

演者：濵本　洋典（株式会社 rectus 訪問看護ステーションラピレス）
共同演者：長倉　裕二（大阪人間科学大学）
　 〃 　：野嵩　直哉（大阪人間科学大学）
　 〃 　：福島　龍斗（大阪人間科学大学）
　 〃 　：松井　大成（大阪人間科学大学）
　 〃 　：薮内　沙希（大阪人間科学大学）

10:00 〜 11:00
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O10-4	回復期リハビリテーション病棟の義足作成における現状と課題
	 ～過去 2 年間の実績から～

演者：大垣　昌之（社会医療法人愛仁会　愛仁会リハビリテーション病院）
共同演者：越智　文雄（社会医療法人愛仁会　愛仁会リハビリテーション病院）
　 〃 　：住田　幹男（社会医療法人愛仁会　愛仁会リハビリテーション病院）
　 〃 　：常盤　尚子（社会医療法人愛仁会　愛仁会リハビリテーション病院）
　 〃 　：中舛　糧千（社会医療法人愛仁会　愛仁会リハビリテーション病院）
　 〃 　：後山　祐二（社会医療法人愛仁会　愛仁会リハビリテーション病院）
　 〃 　：河内　美沙希（社会医療法人愛仁会　愛仁会リハビリテーション病院）
　 〃 　：向井　拓也（社会医療法人愛仁会　愛仁会リハビリテーション病院）

O10-5	下肢切断者における疾走用義足使用の実態調査
演者：濱田　万弓（東京慈恵会医科大学葛飾医療センター／いずみ記念病院
　　　　　　　　　東京慈恵会医科⼤学）
共同演者：小林　一成（東京慈恵会医科大学葛飾医療センター／東京慈恵会医科⼤学）

O10-6	国立障害者リハビリテーションセンターにおける多肢切断者の調査とその傾向
演者：今井　大樹（国立障害者リハビリテーションセンター）
共同演者：中村　隆（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：三田　友記（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：三ツ本　敦子（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：中村　康二（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：矢野　綾子（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：山﨑　伸也（国立障害者リハビリテーションセンター）
　 〃 　：阿久根　徹（国立障害者リハビリテーションセンター）

ⰪⰪ 一般演題 11

義足４　計測・分析
座長：永冨 史子（川崎医科大学総合医療センター）

O11-1	切断端の皮膚表面温度の計測に関する研究
演者：中村　康二（国立障害者リハビリテーションセンター研究所　義肢装具技術研究部）
共同演者：中村　隆（国立障害者リハビリテーションセンター研究所　義肢装具技術研究部）
　 〃 　：阿久根　徹（国立障害者リハビリテーションセンター研究所　義肢装具技術研究部）

O11-2	大腿義足歩行時の姿勢を補助する装着型機器に求められる要素
演者：勝平　純司（東洋大学ライフデザイン学部人間環境デザイン学科）

O11-3	大腿義足ソケットによる鼠経リンパ節への影響～女性切断者と健常女性の一考察～
演者：佐藤　未希（新潟医療福祉大学　リハビリテーション学部　義肢装具自立支援学科）
共同演者：大徳　尚司（新潟医療福祉大学　医療技術学部　診療放射線学科）
　 〃 　：小林　真里奈（新潟医療福祉⼤学 健康科学部 健康スポーツ学科）
　 〃 　：東江　由起夫（新潟医療福祉大学　リハビリテーション学部　義肢装具自立支援学科）

O11-4	大腿義足ランナーに危険な転倒をもたらす「減速膝折れ」現象
演者：加藤　弘明（菰野厚生病院／日下病院）

11:00 〜 11:50
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O11-5	Virtual Reality を併用した模擬義足歩行練習による歩行能力の向上
演者：原田　景太（広島⼤学⼤学院医系科学研究科）
共同演者：前田　慶明（広島⼤学⼤学院医系科学研究科）
　 〃 　：小宮　諒（広島⼤学⼤学院医系科学研究科）
　 〃 　：福井　一輝（広島⼤学⼤学院医系科学研究科）
　 〃 　：森川　将徳（広島⼤学⼤学院医系科学研究科／国⽴⻑寿医療研究センター）
　 〃 　：堤　省吾（広島⼤学⼤学院医系科学研究科）
　 〃 　：黒田　彩世（広島⼤学⼤学院医系科学研究科）
　 〃 　：浦辺　幸夫（広島⼤学⼤学院医系科学研究科）

ⰪⰪ 教育講演 5
座長：山本 澄子（国際医療福祉大学大学院福祉支援工学分野）

EL5	 ICT を活用した動作分析戦略
演者：大畑 光司（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻）

ⰪⰪ 一般演題 12

下肢装具２　調査研究（装具検証）
座長：中谷 知生（宝塚リハビリテーション病院）

O12-1	体幹ベルト付下肢装具歩行における遊脚下肢の筋電図学的解析
演者：古西　幸夫（新潟医療福祉大学大学院　保健学専攻　理学療法分野
　　　　　　　　　総合リハビリテーションセンター・みどり病院）
共同演者：相馬　俊雄（新潟医療福祉大学大学院　保健学専攻　理学療法分野）
　 〃 　：丹保　信人（⽵⽥綜合病院）

O12-2	症例対照研究による補正運動 FIM effectiveness を用いた重度脳卒中例に対する
	 長下肢装具を作製する有用性

演者：永井　公規（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
共同演者：上野　竜治（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：篠　周平（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：掬川　晃一（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：廣島　拓也（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：手島　雅人（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）

O12-3	急性期病院での備品用長下肢装具の課題 - 当院のデータから -
演者：栗田　慎也（東京都保健医療公社　荏原病院　リハビリテーション科）
共同演者：尾花　正義（東京都保健医療公社　荏原病院　リハビリテーション科）

12:00 〜 13:00

共催セミナー 3 は第一会場 10:00 〜 11:00 に変更となりました

13:00 〜 14:00

※ O12-3 共同演者につきまして、印刷物に誤植がありましたことをお詫びいたします。
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O12-4	回復期リハビリテーション病棟で長下肢装具を作製した初発脳卒中患者における
	 装具使用期間の調査

演者：近藤　輝（藤田医科大学病院 リハビリテーション部
　　　　　　　　藤田医科大学 医学部 リハビリテーション医学Ⅰ講座）
共同演者：井元　大介（藤田医科大学病院 リハビリテーション部）
　 〃 　：横田　元実（藤⽥医科⼤学 保健衛⽣学部 リハビリテーション学科）
　 〃 　：澤田　将弘（藤田医科大学病院 リハビリテーション部）
　 〃 　：才藤　栄一（藤田医科大学 医学部 リハビリテーション医学Ⅰ講座）
　 〃 　：大高　洋平（藤田医科大学 医学部 リハビリテーション医学Ⅰ講座）

O12-5	回復期リハビリテーション病棟における脳卒中片麻痺患者の短下肢装具作成時期による
	 歩行・ADL 能力の特徴

演者：水口　剛司（医療法人 珪山会 大門訪問看護ステーション）
共同演者：牧　芳昭（医療法人 珪山会 鵜飼リハビリテーション病院）
　 〃 　：石野　晶大（医療法人 珪山会 鵜飼リハビリテーション病院）

O12-6	生活期に反張膝をきたした脳卒中片麻痺の７例の検討
演者：川手　信行（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）
共同演者：立川　貴子（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）
　 〃 　：澤　良輔（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）
　 〃 　：杉山　みづき（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）
　 〃 　：岩屋　毅（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）
　 〃 　：飯田　守（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）
　 〃 　：野尻　恵理（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）
　 〃 　：橋本　圭司（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）
　 〃 　：竹島　慎一（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）
　 〃 　：兼子　尚久（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）
　 〃 　：屋城　俊洋（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）
　 〃 　：⾼岡　哲也（昭和大学医学部リハビリテーション医学講座）

ⰪⰪ 一般演題 13

下肢装具３　装具処方（装具カンファレンス）
座長：勝谷 将史（西宮協立リハビリテーション病院　リハビリテーション科）

O13-1	当院における装具作成の取り組み　〜装具検討会の実施と今後の展望〜
演者：渡辺　卓馬（医療法人社団城東桐和会タムス浦安病院）
共同演者：山崎　健治（川村義肢株式会社）
　 〃 　：樋口　拓哉（医療法人社団城東桐和会タムス浦安病院）
　 〃 　：森　芳久（医療法人社団城東桐和会タムス浦安病院）

O13-2	円滑な装具療法の実施に向けた理学療法士教育に必要な視点の探求
	 －テキストマイニングを用いた検討－

演者：豊田　輝（帝京科学大学）
共同演者：大塚　博（公益社団法人日本義肢装具士協会）

14:00 〜 14:50
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O13-3	生活期の下肢装具使用者求められる当院の装具外来の役割
演者：廣島　拓也（医療法人社団苑田会花はたリハビリテーション病院）
共同演者：冨田　藍（医療法人社団苑田会花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：小川　智之（医療法人社団苑田会花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：久米　亮一（株式会社 COLABO）
　 〃 　：山村　知弘（株式会社 COLABO）
　 〃 　：木村　千晶（医療法人社団苑田会花はたリハビリテーション病院
　　　　　　　　　　　東京⼤学医学部附属病院）
　 〃 　：藤原　清香（医療法人社団苑田会花はたリハビリテーション病院
　　　　　　　　　　　東京⼤学医学部附属病院）

O13-4	更生相談における治療用装具から更生用装具への判定調査
演者：小川　秀幸（埼玉県総合リハビリテーションセンター）
共同演者：石井　佑穂（埼玉県総合リハビリテーションセンター）
　 〃 　：清宮　清美（埼玉県総合リハビリテーションセンター）

O13-5	生活期脳卒中患者に対する複数回のボツリヌス療法が下肢装具に及ぼす影響
演者：髙橋　忠志（東京都保健医療公社荏原病院リハビリテーション科）
共同演者：栗田　慎也（東京都保健医療公社荏原病院リハビリテーション科）
　 〃 　：尾花　正義（東京都保健医療公社荏原病院リハビリテーション科）

ⰪⰪ 一般演題 15

下肢装具 4　脳卒中（症例報告）
座長：関口 雄介（東北大学病院リハビリテーション部）

O15-1	装具作製時に前額面・水平面上のアライメントを考慮する必要のある典型例
演者：中野　克己（埼玉県総合リハビリテーションセンター）
共同演者：武川　真弓（埼玉県総合リハビリテーションセンター）
　 〃 　：小川　雄司（埼玉県総合リハビリテーションセンター）
　 〃 　：熊田　寛史（埼玉県総合リハビリテーションセンター）
　 〃 　：武居　信孝（さくら義肢）

O15-2	脳卒中患者に対する長下肢装具膝遊動設定における膝伸展補助具の効果
演者：村山　稔（新潟医療福祉大学／輝生会 船橋市立リハビリテーション病院）

O15-3	両膝外反変形と肥満を有した片麻痺患者に対する早期装具療法経験
演者：網頭　弘晃（医療法人　札幌麻生脳神経外科病院）
共同演者：安彦　かがり（医療法人　札幌麻生脳神経外科病院）

14:50 〜 16:00
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O15-4	発症後長期経過した生活期の脳卒中後遺症患者の痙縮増悪による短下肢装具の不適合の
	 不適合を生じた一例

演者：冨田　藍（医療法人社団苑田会花はたリハビリテーション病院）
共同演者：廣島　拓也（医療法人社団苑田会花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：小川　智之（医療法人社団苑田会花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：久米　亮一（株式会社 COLABO）
　 〃 　：山村　知弘（株式会社 COLABO）
　 〃 　：木村　千晶（医療法人社団苑田会花はたリハビリテーション病院
　　　　　　　　　　　東京大学医学部付属病院）
　 〃 　：藤原　清香（医療法人社団苑田会花はたリハビリテーション病院
　　　　　　　　　　　東京大学医学部付属病院）

O15-5	外反母趾を有する重度片麻痺患者に対して最適な長下肢装具の調整について
演者：狩野　日向子（上尾中央総合病院）
共同演者：石森　翔太（上尾中央総合病院）

O15-6	異常歩行の改善を目的として生活期の脳卒中患者に対し
	 Center Bridge Brace 付き長下肢装具を製作した一例

演者：小川　智之（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
共同演者：廣島　拓也（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：冨田　藍（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院）
　 〃 　：久米　亮一（株式会社 COLABO）
　 〃 　：山村　知弘（株式会社 COLABO）
　 〃 　：木村　千晶（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院
　　　　　　　　　　　東京大学医学部附属病院）
　 〃 　：藤原　清香（医療法人社団苑田会　花はたリハビリテーション病院
　　　　　　　　　　　東京大学医学部附属病院）

O15-7	Extension thrust pattern に対する多軸膝遊動式膝継手付き長下肢装具使用の即時効果
演者：栗田　慎也（東京都保健医療公社　荏原病院　リハビリテーション科）
共同演者：髙橋　忠志（東京都保健医療公社　荏原病院　リハビリテーション科）
　 〃 　：久米　亮一（株式会社 COLABO）
　 〃 　：尾花　正義（東京都保健医療公社　荏原病院　リハビリテーション科）
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ⰪⰪ 学生セッション 2

学生優秀演題発表
座長：中川 昭夫（大阪人間科学大学　保健医療学部　作業療法学科）

STG-1	 トポロジー最適化を適用した短下肢装具の３D プリンタによる試作と動的シミュレーション
演者：大久保　美里（芝浦工業大学）
共同演者：鈴木　嶺吾（芝浦工業大学）
　 〃 　：池端　勇人（芝浦工業大学）
　 〃 　：花房　昭彦（芝浦工業大学）
　 〃 　：Shahrol Mohamaddan（芝浦工業大学）
　 〃 　：高木　基樹（芝浦工業大学）
　 〃 　：山本　紳一郎（芝浦工業大学）
　 〃 　：大西　謙吾（東京電機大学）
　 〃 　：大塚　博（⼈間総合科学⼤学）
　 〃 　：東江　由起夫（東江 由起夫）

STG-2	 有限要素解析を用いた義足ソケットの適合性評価法の検討
演者：大塚　極（金沢大学大学院自然科学研究科）
共同演者：内藤　尚（金沢大学理工研究域）
　 〃 　：三ツ本　敦子（国⽴障害者リハビリテーションセンター研究所）
　 〃 　：丸山　貴之（国⽴障害者リハビリテーションセンター学院）
　 〃 　：中村　隆（国⽴障害者リハビリテーションセンター研究所）

STG-3	 鉄棒用積層 CFRP 手先具の改良設計
	 －第２報－組立・加工工程の変更による引張強度改善

演者：千葉　海都（東京電機大学大学院 理工学研究科 電子工学専攻）
共同演者：大西　謙吾（東京電機大学大学院 理工学研究科 電子工学専攻）

STG-4	 能動式義指の可動域拡大のための機構の改善
	 －機構シミュレーションと３Ｄプリンタでの試作による評価－

演者：松本　弥春（芝浦工業大学大学院理工学研究科システム理工学専攻）
共同演者：花房　昭彦（芝浦工業大学システム理工学部生命科学科）
　 〃 　：髙木　基樹（芝浦工業大学システム理工学部生命科学科）
　 〃 　：Shahrol Mohamaddan（芝浦工業大学システム理工学部生命科学科）
　 〃 　：大西　謙吾（東京電機⼤学⼤学院理⼯学研究科電⼦⼯学専攻）
　 〃 　：中村　遥（東京電機⼤学⼤学院理⼯学研究科電⼦⼯学専攻）
　 〃 　：林　伸太郎（愛和義肢製作所）

STG-5	小 児用筋電義手の理解に模擬筋電義手の操作体験が与える影響
演者：川上　純平（神戸学院大学　総合リハビリテーション学部　作業療法学科）

STG-6	 上肢に障害を持つ児童のためのリコーダー演奏補助装置の考案
演者：松下　亜実（国立障害者リハビリテーションセンター学院 義肢装具学科）
共同演者：湊　萌子（国立障害者リハビリテーションセンター学院 義肢装具学科）
　 〃 　：徳井　亜加根（国立障害者リハビリテーションセンター学院 義肢装具学科）

16:00 〜 17:00
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10月17日（日）　第四会場

ⰪⰪ 学生セッション 1

学生発表ポスター
座長：松田 靖史（大阪大学大学院工学研究科 ＢＥ専攻 准教授 /
　　　　　　　　 川村義肢㈱ 技術推進部 K-Tech 主席技師）
　　　橋本 寛（川村義肢株式会社  事業開発本部　主幹技師）

STP-1	 インソールにおけるアーチサポート効果に関する検討
演者：嶋田　竜之脩（広島国際大学総合リハビリテーション学部
　　　　　　　　　　リハビリテーション支援学科義肢装具学専攻）
共同演者：池上　星凪（株式会社有薗製作所）
　 〃 　：前田　桂太（有限会社岩本義肢製作所）
　 〃 　：山口　舜太（⽇本フットケアサービス株式会社）
　 〃 　：大窪　伸太郎（広島国際⼤学総合リハビリテーション学部）

STP-2	 ランニング用機械式膝継手における膝折れ防止機構の新提案
演者：村林　真衣（⾹川⼤学大学院工学研究科知能機械システム工学専攻）
共同演者：井上　恒（⾹川⼤学大学院工学研究科知能機械システム工学専攻）

STP-3	 多変量解析による模擬大腿義足の類推手法に関する基礎的研究
	 ー模擬大腿義足は大腿義足を模擬しているのかー

演者：西嶋　誓也（北海道科学大学大学院保健医療学研究科リハビリテーション科学専攻）
共同演者：昆　恵介（北海道科学大学大学院保健医療学研究科リハビリテーション科学専攻）

STP-4	 大腿義足ソケット装着時の動的シミュレーション
	 ～ソケット素材の材料力学特性を用いた有限要素解析～

演者：大森　智就（芝浦⼯業⼤学大学院修士課程システム理工学専攻）
共同演者：山本　紳一郎（芝浦⼯業⼤学大学院修士課程システム理工学専攻）
　 〃 　：花房　昭彦（芝浦⼯業⼤学大学院修士課程システム理工学専攻）
　 〃 　：東江　由起夫（新潟医療福祉⼤学リハビリテーション学部義肢装具自立支援学科）
　 〃 　：大塚　博（⼈間総合科学⼤学保健医療学部リハビリテーション学科義肢装具学専攻）
　 〃 　：大西　謙吾（京電機⼤学理⼯学部電⼦⼯学系）
　 〃 　：柴田　芳幸（東京都⽴産業技術⾼等専⾨学校）

STP-5	 カメラ撮影による下腿トレースシステムの考案
演者：落合　虎之助（国立障害者リハビリテーションセンター学院　義肢装具学科）
共同演者：新井　啓之（日本工業大学　先進工学部　情報メディア工学科）
　 〃 　：粂野　文洋（日本工業大学　先進工学部　情報メディア工学科）
　 〃 　：山地　秀美（日本工業大学　先進工学部　情報メディア工学科）
　 〃 　：徳井　亜加根（国立障害者リハビリテーションセンター学院　義肢装具学科）

10:00 〜 11:00
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STP-6	 可動指配置を変えた幼児用２自由度電動義手の開発
演者：大谷　俊介（電気通信⼤学大学院情報理工学研究科知能機械工学専攻）
共同演者：平井　太智（電気通信⼤学大学院情報理工学研究科知能機械工学専攻）
　 〃 　：黒田　勇幹（電気通信⼤学大学院情報理工学研究科知能機械工学専攻）
　 〃 　：矢吹　佳子（電気通信⼤学大学院情報理工学研究科知能機械工学専攻）
　 〃 　：山野井　佑介（電気通信⼤学大学院情報理工学研究科知能機械工学専攻）
　 〃 　：東郷　俊太（電気通信⼤学大学院情報理工学研究科知能機械工学専攻）
　 〃 　：姜　銀来（電気通信⼤学大学院情報理工学研究科知能機械工学専攻）
　 〃 　：横井　浩史（電気通信⼤学大学院情報理工学研究科知能機械工学専攻）

STP-7	小 児手掌欠損者に対する筋電義手の開発
演者：井上　祐希（電気通信大学　情報理工学域）
共同演者：島田　岳佳（電気通信⼤学　大学院情報理工学研究科　機械知能システム学専攻）
　 〃 　：高橋　明丈（電気通信⼤学　大学院情報理工学研究科　機械知能システム学専攻）
　 〃 　：千田　知広（電気通信⼤学　大学院情報理工学研究科　機械知能システム学専攻）
　 〃 　：大谷　俊介（電気通信⼤学　大学院情報理工学研究科　機械知能システム学専攻）
　 〃 　：黒田　勇幹（電気通信⼤学　大学院情報理工学研究科　機械知能システム学専攻）
　 〃 　：山野井　佑介（電気通信⼤学　大学院情報理工学研究科　機械知能システム学専攻）
　 〃 　：矢吹　佳子（電気通信⼤学　大学院情報理工学研究科　機械知能システム学専攻）
　 〃 　：高木　岳彦（国⽴成育医療研究センター）
　 〃 　：横井　浩史（電気通信大学　情報理工学域
　　　　　　　　　　　電気通信⼤学　大学院情報理工学研究科　機械知能システム学専攻
　　　　　　　　　　　国⽴成育医療研究センター）

STP-8	 デジタルファブリケーションを用いた装飾用義指の製作手法に関する研究
演者：西村　ほのか（広島国際大学総合リハビリテーション学部義肢装具学専攻）
共同演者：岩城　達也（駒澤大学大学院人文科学研究科）

STP-9	 回内外と掌背屈運動を活かす分離型ソケットの開発
演者：千田　知広（電気通信大学 大学院 情報理工学研究科 機械知能システム学専攻）
共同演者：島田　岳佳（電気通信大学 大学院 情報理工学研究科 機械知能システム学専攻）
　 〃 　：黒田　勇幹（電気通信大学 大学院 情報理工学 研究科 共同 サスティナビリティ 研究専攻）
　 〃 　：矢吹　佳子（電気通信⼤学 ⼤学院 情報理⼯学研究科 機械知能システム学専攻
　　　　　　　　　　　電気通信⼤学 脳・医⼯学 研究センター／国⽴ 成育 医療 研究センター）
　 〃 　：山野井　佑介（電気通信⼤学 ⼤学院 情報理⼯学研究科 機械知能システム学専攻
　　　　　　　　　　　　電気通信⼤学 脳 ・ 医⼯学 研究センター）
　 〃 　：横井　浩史（電気通信⼤学 ⼤学院 情報理⼯学研究科 機械知能システム学専攻
　　　　　　　　　　　電気通信⼤学 ⼤学院 情報理⼯学 研究科 共同 サスティナビリティ 研究専攻
　　　　　　　　　　　電気通信⼤学 脳・医⼯学 研究センター／国⽴ 成育 医療 研究センター）
　 〃 　：高木　岳彦（電気通信⼤学 脳・医⼯学 研究センター／国⽴ 成育 医療 研究センター）
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STP-10	個性適応型学習機能を有した多自由度筋電義手の臨床適応と性能評価
演者：黒田　勇幹（電気通信大学）
共同演者：山野井　佑介（電気通信大学）
　 〃 　：島田　岳佳（電気通信大学）
　 〃 　：Hai Jiang（電気通信大学）
　 〃 　：矢吹　佳子（電気通信大学）
　 〃 　：Dianchun Bai（瀋陽工業大学）
　 〃 　：高木　岳彦（国⽴成育医療研究センター）
　 〃 　：Yinlai Jiang（電気通信大学）
　 〃 　：横井　浩史（電気通信大学）

STP-11	表情筋による電動ハンドワイヤレス操作法の提案
演者：茂野　智哉（湘南工科大学）
共同演者：森　貴彦（湘南工科大学）

STP-12	肘関節屈曲 90°固定が更衣動作に及ぼす影響 - 三次元動作解析装置を用いた検討 -
演者：山岸　永典（福井大学医学部附属病院リハビリテーション部
　　　　　　　　　金沢大学医薬保健研究域保健学系博士前期課程）
共同演者：庄司　一希（福井大学医学部附属病院リハビリテーション部）
　 〃 　：久保田　雅史（⾦沢⼤学医薬保健研究域保健学系）
　 〃 　：西村　誠次（⾦沢⼤学医薬保健研究域保健学系）

STP-13	演題取り下げ
STP-14	3D プリンタを用いた電動車いす用コントローラーの継続的な使用を促す触質感の
	 設計支援

演者：岡崎　太祐（慶應義塾⼤学大学院政策メディア研究科）
共同演者：賀下　耀介（慶應義塾⼤学大学院政策メディア研究科）
　 〃 　：一宮　剛（車いすテニスプレーヤー）
　 〃 　：田中　浩也（慶應義塾⼤学環境情報学部）

STP-15	インソールにおける衝撃緩衝効果に関する検討
演者：⼩林　汐⾳（広島国際⼤学総合リハビリテーション学部リハビリテーション⽀援学科
　　　　　　　　　義肢装具学専攻）
共同演者：⼭⼝　舜太（⽇本フットケアサービス株式会社）
　 〃 　：前⽥　桂太（有限会社岩本義肢製作所）
　 〃 　：池上　星凪（株式会社有薗製作所）
　 〃 　：⼤窪　伸太郎（広島国際⼤学総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科）

ⰪⰪ 匠セッション 5　近畿の匠
座長：高木　克彦（パシフィックサプライ株式会社）

	 故浅井一郎氏から学ぶ
演者：澤村　誠志（兵庫総合リハビリテーションセンター）
　〃 ：孫　国鳳（公益財団法人大学セミナーハウス）

11:30 〜 12:30
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ⰪⰪ 匠セッション 6　九州の匠
進行：永岡　広聡（パシフィックサプライ株式会社）

	 大腿義足膝継手をはじめとする開発
演者：二宮　誠（株式会社長崎かなえ）

ⰪⰪ 一般演題 14

体幹装具・上肢装具
座長：古川 宏（大阪人間科学大学 保健医療学部 作業療法学科）

O14-1	脳卒中者の最大歩行練習にトランクソリューションを併用する効果
	 ―シングルケースデザインによる検証―

演者：林　翔太（済生会東神奈川リハビリテーション病院）
共同演者：中村　学（済生会東神奈川リハビリテーション病院）
　 〃 　：宇内　景（済生会東神奈川リハビリテーション病院）

O14-2	前大脳動脈領域の梗塞による 下肢優位の麻痺を呈した症例の歩行能力に対する
	 T-Support の効果の検証

演者：飛田　朗（済生会東神奈川リハビリテーション病院）
共同演者：林　翔太（済生会東神奈川リハビリテーション病院）
　 〃 　：三浦　治己（済生会東神奈川リハビリテーション病院）

O14-3	新鮮骨粗鬆症性椎体骨折に対する新しい体幹装具 (X コルセット ) と
	 ジュエットコルセットとの治療成績の比較検討

演者：片江　祐二（かたえ整形外科・リウマチ科）
共同演者：桑園　愛希（有薗製作所）
　 〃 　：松尾　芙美子（有薗製作所）
　 〃 　：江口　卓志（有薗製作所）

O14-4	側彎症装具とツイスター鋼製ケーブルを連結した１症例
演者：奴間　健明（株式会社澤村義肢製作所）
共同演者：原田　理沙（神戸大学医学部附属病院リハビリテーション科
　　　　　　　　　　　にこにこハウス医療福祉センター）
　 〃 　：藤本　和希（株式会社澤村義肢製作所）
　 〃 　：佐野　太一（株式会社澤村義肢製作所）
　 〃 　：小西　克浩（株式会社澤村義肢製作所）

O14-5	演題取り下げ
O14-6	作業療法士が現場で作製可能な肘伸展固定スプリントの開発とその要諦

演者：小森　健司（社会医療法人蘇西厚生会　松波総合病院）
共同演者：佐中　孝二（生体機構研究所）

O14-7	改良型SGO装具を用いた肩関節亜脱臼整復について  ～弛緩性麻痺を呈した症例を通して～
演者：西川　陽一朗（社会医療法人　令和会　熊本リハビリテーション病院  リハ部）
共同演者：美間坂　愛子（社会医療法人　令和会　熊本リハビリテーション病院  リハ部）
　 〃 　：大室　良太（社会医療法人　令和会　熊本リハビリテーション病院  リハ部）
　 〃 　：矢田　和也（社会医療法人　令和会　熊本リハビリテーション病院  放射線部）
　 〃 　：松谷　憲一（社会医療法人　令和会　熊本リハビリテーション病院  放射線部
　 〃 　：徳岡　博文（有薗義肢株式会社）

13:00 〜 14:00

14:30 〜 15:30
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ⰪⰪ 一般演題 16

下肢装具５　開発・調査
座長：昆 恵介（北海道科学大学　保健医療学部 義肢装具学科）

O16-1	インソール下に用いたカーボンシャンクが健常者歩行に及ぼす影響
演者：前田　裕（株式会社澤村義肢製作所）
共同演者：隅本　大仁（株式会社澤村義肢製作所）
　 〃 　：藤本　和希（株式会社澤村義肢製作所）
　 〃 　：小西　克浩（株式会社澤村義肢製作所）

O16-2	下肢麻痺に伴う膝関節痛・歩行障害に対し硬性膝装具 Unloader One® が
	 有効であった 2 例〜 3 次元動作解析による歩行分析〜

演者：高倉　朋和（順天堂東京江東高齢者医療センターリハビリテーション科
　　　　　　　　　順天堂大学大学院医学研究科リハビリテーション医学）
共同演者：田川　康博（順天堂東京江東高齢者医療センターリハビリテーション科
　　　　　　　　　　　順天堂大学大学院医学研究科リハビリテーション医学）
　 〃 　：小山　真吾（順天堂東京江東高齢者医療センターリハビリテーション科）
　 〃 　：國枝　洋太（順天堂東京江東高齢者医療センターリハビリテーション科）
　 〃 　：補永　薫（順天堂大学大学院医学研究科リハビリテーション医学）
　 〃 　：根本　伸子（川村義肢株式会社）
　 〃 　：橋本　健史（川村義肢株式会社）
　 〃 　：藤原　俊之（順天堂大学大学院医学研究科リハビリテーション医学）

O16-3	重症心身障害者の股関節内転拘縮に対する新たな装具コイルンの開発
演者：齋藤　佳乃（西宮すなご医療福祉センター整形外科）
共同演者：梶谷　英文（株式会社プレーリーファクトリー）
　 〃 　：片山　奈津子（株式会社プレーリーファクトリー）

O16-4	PTB 免荷装具を新調する際にカーボンシャンクを使用した 1 症例
演者：宮内　健成（株式会社　澤村義肢製作所）
共同演者：大西　智樹（株式会社　澤村義肢製作所）
　 〃 　：前田　裕（株式会社　澤村義肢製作所）
　 〃 　：藤本　和希（株式会社　澤村義肢製作所）
　 〃 　：佐野　太一（株式会社　澤村義肢製作所）
　 〃 　：小西　克浩（株式会社　澤村義肢製作所）

O16-5	短下肢装具の修理等が速やかに行われるための地域課題について ( 第１報 )
	 －アンケートによる実態調査－

演者：山岸　保則（川崎市社会福祉事業団　れいんぼう川崎）
共同演者：尼子　雅美（渕野辺総合病院）
　 〃 　：隆島　研吾（神奈川県⽴保健福祉⼤学保健福祉学部リハビリテーション学科理学療法学専攻）

O16-6	短下肢装具の修理等が速やかに行われるための地域課題について（第 2 報）
	 －質的分析による実態調査－

演者：尼子　雅美（渕野辺総合病院　リハビリテーション室）
共同演者：山岸　保則（川崎市社会福祉事業団　れいんぼう川崎）
　 〃 　：隆島　研吾（神奈川県⽴保健福祉⼤学 保健福祉学部リハビリテーション学科）

16:00 〜 17:00
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PL　大会長講演 義肢装具学・下肢切断の理学療法

長倉　裕二
大阪人間科学大学　保健医療学部理学療法学科
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IL　海外招待講演 Digitalisation of the O&P industry -based on traditions of a trade.

Professor Hans Georg Näder
President and Chairman of the Board, Ottobock SE & Co. KGaA

The digital transformation of prosthetics is happening right now. What can it really offer? And how does it define 
the future of the O&P industry? As a leading manufacturer of medical devices, Ottobock’s goal is allowing people 
to move as naturally as possible despite their physical restrictions. The use of digital data is helping amputees to 
improve the way they walk, grip and participate in ordinary life. Prof Hans Georg Näder, President and Chairman of 
the Board, provides deep insights into the history of prosthetics using the example of his grandfather, Otto Bock. He 
founded the company in Berlin in 1919 to help the countless amputees of WWI. On this basis Prof Näder will delve 
into the fascinating possibilities of digitalization: Industry 4.0 solutions, 3D printing hubs – and prostheses that learn 
to decide in milliseconds whether they should grasp a heavy briefcase or a fragile egg.

※英語での字幕あり

Curriculum Vitae
Hans Georg Näder is the third generation to lead the global HealthTech company Ottobock. He studied business 
administration at the Friedrich-Alexander-University Erlangen / Nuremberg. At the age of 28, he took over the 
management of the Otto Bock Group from his father Dr Max Näder in 1990. In 2005, he was appointed honorary 
professor at the Private University of Applied Sciences Göttingen (PFH) where he provided the impetus for the 
establishment of the new Orthobionics degree program. Since 2009, he has been a visiting professor at Capital Medical 
University in Beijing. He is also the initiator and chairman of the board of trustees of the Southern Lower Saxony 
Foundation. Hans Georg Näder successfully drove the internationalization of the family business and made Otto Bock 
the world market leader in prosthetics. The Otto Bock group of companies is now represented in almost 60 countries 
and employs more than 8000 people. During his period in charge of the group’s business operations, company’s sales 
have risen from €100 million to more than €1 billion. His era has been defined by technological innovations that put 
people and their needs first, and by the installation of a global company network that represents fundamental values 
such as trust and reliability in interactions with customers and employees.
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SL1　特別講演 1 アバターと未来社会

石黒　浩
大阪大学 大学院基礎工学研究科　
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SL2　特別講演 2 なぜ脳卒中者に長下肢装具を用いるのか

吉尾　雅春
千里リハビリテーション病院
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EL1　教育講演 1 足病患者の創傷治療における義肢装具療法

古川　雅英
社会医療法人 敬和会 大分岡病院　創傷ケアセンター　形成外科

日本リハビリテーション医学会単位対象
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EL2　教育講演 2 関節リウマチの最新治療と装具療法

浅⾒　豊⼦
佐賀大学医学部附属病院リハビリテーション科

日本リハビリテーション医学会単位対象

関節リウマチの診療は、生物学的製剤や新規分子標的治療薬により予後が飛躍的に改善してきている。治療法についても、
2010 年には早期 RA を診断し治療開始時期を明らかにする ACR/EULAR 関節リウマチ分類基準、2011 年には治療目標を明ら
かにする ACR/EULAR 寛解基準ができた。そして 2010 年には、疾患活動性の管理による早期からの臨床的寛解のアプローチ法
である T2T も作成された。その後 2014 年に作成された「関節リウマチ治療ガイドライン」には、生物学的製剤の使用の推奨が
明記され、様々な抗リウマチ薬や手術、リハビリに関する推奨を含めた包括的なガイドラインでとして利用された。それから 6 年、
新規 R Ａ治療薬の承認、医療保険制度の変化をはじめとして、ＲＡ診療を取り巻く環境はさらなる変化をとげてきている。
「関節リウマチ治療ガイドライン 2020」が 2021 年 4 月に発刊されたが、この中には薬物療法のほかに非薬物療法・外科的治療

のアルゴリズムとしてリハビリテーション治療の内容も含まれている。装具療法については言及されていないが、新規治療薬時代
における関節リウマチの病態変化に応じた装具療法が今後は必要になると考える。

略歴
【学歴・職歴】
1984 年 福岡大学医学部　卒業　
1988 年 佐賀医科大学大学院　修了　
1994 年 米国（Kleinert Inst.）　留学　
1995 年 佐賀医科大学外科学　学内講師　
2002 年～同附属病院　リハビリテーション科長　
2007 年～同附属病院　リハビリテーション科診療教授
2010 年～同附属病院　先進総合機能回復センター副センター長（～ 2018、2020 ～）

【主な所属学会】　
日本リハビリテーション医学会、日本整形外科学会、日本リウマチ学会
日本義肢装具学会、日本ニューロリハビリテーション学会
運動器の健康・日本協会、再生医療とリハビリテーション学会
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EL3　教育講演 3 治療用装具にかかる医療保険者の動向について

原　直人
トピー健康保険組合　
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EL4　教育講演 4 ペルテス病における保存的及び手術的治療について

亀ヶ谷　真琴
千葉こどもとおとなの整形外科

日本リハビリテーション医学会単位対象
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EL5　教育講演 5 ICT を活⽤した動作分析戦略

大畑　光司
京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻
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EL6　教育講演 6 「身近にあるロボット技術の活用の展開
  ～介護ロボット開発等加速化事業にみる可能性と課題～」

小林　毅
日本医療科学大学保健医療学部リハビリテーション学科作業療法学専攻

元厚⽣労働省⽼健局⾼齢者⽀援課福祉⽤具・住宅改修指導官（併）介護ロボット開発普及推進官
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EL7　教育講演 7 膝 OA に対する最新の治療戦略

渡辺　淳也
医療法人社団淳朋会　変形性関節症センター

日本リハビリテーション医学会単位対象

略歴
【学歴】
平成 8 年 3 月（1996 年）	 千葉大学医学部卒業
平成 17 年 3 月（2005 年）	 千葉大学大学院医学研究院卒業

【職歴】
平成 8 年 4 月（1996 年）	 千葉大学医学部附属病院整形外科勤務（以降研修病院勤務）
平成 17 年 4 月（2005 年）	 スイスベルン大学留学（Post doctoral fellow）
平成 18 年 3 月（2006 年）	 スイスベルン大学付属病院放射線科勤務（Staff）
平成 18 年10月（2006 年）	 帝京大学ちば総合医療センター放射線科（准教授）勤務
平成 20 年 9 月（2008 年）	 ハーバード大学医学部　客員准教授（ブリガム＆ウィメンズ病院放射線科）	
平成 21 年 4 月（2009 年）	 帝京大学ちば総合医療センター整形外科（准教授）勤務
平成 24 年 1 月（2012 年）	 帝京大学ちば総合医療センター　先進画像診断センター　センター長
平成 26 年 1 月（2014 年）	 千葉大学大学院医学研究院総合医科学講座　特任准教授
	 東千葉メディカルセンター整形外科　副部長　兼務
平成 27 年12月 (2015 年 )	 東千葉メディカルセンターリハビリテーション科部長　兼務
平成 28 年 4 月（2016 年）	 千葉大学大学院医学研究院総合医科学講座　特任教授
令和 2 年 7 月（2020 年）	 医療法人社団淳朋会　変形性関節症センター　センター長
令和 2 年 8 月（2020 年）	 千葉大学大学院医学研究院整形外科学講座　客員教授

【受賞歴】
1. Young Investigator Award of the Japanese Society of Magnetic Resonance in Medicine (2003)
2. The 3rd Congress of the Japanese Society for Regenerative Medicine, Excellence Award (2004) 
3. 2004 年度　千葉大学大学院医学薬学府長賞（2004）
4. The ESSR/ISS Prize 2006. The Presentation of the Best Award. European Society of Musculoskeletal Radiology (2006)
5. European Rheumatism and Arthritis Surgical Society. The Best Poster Award (2008)

【資格】
平成 8 年 4 月 26 日（1996 年）	 医師免許取得（医籍３７８４６４号）
平成 13 年10月 12 日（2001 年）	 麻酔科標簿医取得
平成 15 年 3 月 31 日（2003 年）	 日本整形外科学会専門医取得
平成 17 年 3 月 31 日（2005 年）	 医学博士学位取得
平成 20 年 3 月 31 日（2008 年）	 日本整形外科学会スポーツ認定医取得
平成 26 年 3 月 31 日（2014 年 )	 日本整形外科学会リウマチ認定医取得
平成 28 年 3 月 31 日（2016 年 )	 日本整形外科学会認定運動器リハビリテーション医取得

【所属学会】
1. 日本整形外科学会
2. 日本磁気共鳴医学会（理事）
3. 日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（評議員）
4. 膝関節フォーラム（世話人）
5. 関東膝を語る会（世話人）

− 66 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

EL8　教育講演 8 補装具施策の動向について

周藤　方史
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部　 企画課　自立支援振興室
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SP1-1　シンポジウム 1 ICF に基づく義肢装具の捉え方－ ICF 概要と臨床実践－

ICF の概要　－義肢装具分野の位置づけ

井上　剛伸
国立障害者リハビリテーションセンター研究所
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SP1-2　シンポジウム 1 ICF に基づく義肢装具の捉え方－ ICF 概要と臨床実践－

上肢切断者の全体像を捉える
～作業療法における ICF の活用～

柴田　八衣子
兵庫県立リハビリテーション中央病院 リハビリ療法部
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SP1-3　シンポジウム 1 ICF に基づく義肢装具の捉え方－ ICF 概要と臨床実践－

下肢切断者に対する ICF の臨床実践

柴田　晃希
株式会社　田沢製作所
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SP2-1　シンポジウム 2 脳卒中者の下肢装具をめぐる連携

地域支援病院における装具外来の取組と連携への展望

藤原　大
宮城厚生協会　坂総合病院
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SP2-2　シンポジウム 2 脳卒中者の下肢装具をめぐる連携

藤枝市における装具連携発足への挑戦

特別発言

青島　健人
藤枝平成記念病院

山崎　健治
川村義肢株式会社　関東本部営業部　教育・臨床支援課　主任技師

略歴
2004 年	 学習院大学文学部史学科卒業
2007 年	 日本聴能言語福祉学院義肢装具学科卒業
2007 年	 川村義肢株式会社入社

− 74 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

略歴
平成　５年３月　国立療養所箱根病院附属リハビリテ−ション学院卒業
平成　５年４月　横浜船員保険病院リハビリテ−ション科　理学療法士
平成２２年４月　茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 理学療法学科
平成２５年３月　明星大学大学院人文学研究科教育学専攻 博士前期課程修了
平成２９年３月　明星大学大学院教育学研究科教育学専攻 博士後期課程修了
平成２９年４月　城西国際大学 福祉総合学部 理学療法学科 助教
令和　２年４月　東都大学 幕張ヒューマンケア学部 理学療法学科　准教授

修士（教育学）、博士（教育学）
内部障害専門理学療法士、代謝認定理学療法士、日本糖尿病療養指導士

SP3-1　シンポジウム 3 足病患者に対するリハビリテーションと義肢装具療法の関わり

ガイドラインからみた足病患者のリハビリテーション

河辺　信秀
東都大学 幕張ヒューマンケア学部 理学療法学科

　本講演では、「足病」を糖尿病神経障害、下肢動静脈疾患、リンパ浮腫、膠原病、二分脊椎などによる下肢創傷と定義し、そ
のリハビリテーションについて解説することを目的とする。足病患者においては、創傷治癒を目的とした様々な治療が行われる
が、重要な介入の一つとして免荷（offloading）が行われる。褥瘡と同様に、創部への荷重が取り除かれない限り、創治癒が得
られないためである。したがって、足病治療においては offloading を達成するために「装具療法」が標準的な治療となる。糖尿
病足病変に対する offloading は、International Working Group on the Diabetic Foot (IWGDF) が公開している IWGDF 
Guideline on offloading foot ulcers in persons with diabetes に準拠する。本講演では、本ガイドラインに従って、病態に応
じてどのようなデバイスを選択すべきか紹介したい。一方で、offloading を含む創傷治療は、治療が長期に渡るため、免荷する下
肢だけでなく全身の廃用症候群が発生し歩行機能が低下する。創傷治療中のリハビリテーションが必須となるが、創傷治癒のため
には荷重を避ける必要があるため、足病患者のリハビリテーションでは、offloading を達成しつつ立位や歩行を行う必要がある。
理学療法士は、offloading を達成するための装具療法とともに、歩行補助具をもちいた免荷歩行練習を実施し、創傷治癒を妨げず
に身体機能・歩行能力の維持・改善を目指している。本講演では、これらの介入の効果についても解説したい。
　創傷治癒後の足病患者では再発が高頻度で発生する。このため治癒後に以下に再発を予防するかが重要となる。また、一度も創
傷を発症していなくともハイリスクな症例は存在する。これらの予防期の症例に対しても装具療法やリハビリテーションが必要で
ある。これらの関わりを IWGDF Guideline on the prevention of foot ulcers in persons with diabetes を紹介しつつ解説し
たい。
このように足病患者のリハビリテーションにおいては、理学療法士、作業療法士だけでなく、義肢装具士の役割が非常に大きいと
言えるが、本邦において、義肢装具士の足病患者の装具療法への関わりは不十分であると考えられる。多くの義肢装具士の参入が
必要であると考えている。
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SP3-2　シンポジウム 3 足病患者に対するリハビリテーションと義肢装具療法の関わり

創傷治療期・再発予防期の理学療法における装具療法の役割

大塚　未来子
大分岡病院　総合リハビリテーション課
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SP3-3　シンポジウム 3 足病患者に対するリハビリテーションと義肢装具療法の関わり

足病患者に対するリハビリテーションと
義肢装具療法の関わり

佐藤　弘也
旭川医科大学病院　リハビリテーション部
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SP4-2　シンポジウム 4 パラスポーツと義肢装具のアダプテーション

パラアスリートへの理学療法士の関わり

笹代　純平
ハイパフォーマンススポーツセンター 国⽴スポーツ科学センター
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SP4-1　シンポジウム 4 パラスポーツと義肢装具のアダプテーション

パラアスリート選手が求める義肢装具

井谷　俊介
SMBC 日興証券株式会社

SP4-3　シンポジウム 4 パラスポーツと義肢装具のアダプテーション

パラアスリート選手に関わる義肢装具士による関わり

臼井　二美男
公益財団法⼈ 鉄道弘済会義肢装具サポートセンター
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STP　学生シンポジウム コロナ禍でも普通に国際交流してますが、何か？

佐々木　伸
神戸医療福祉専門学校三田校
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略歴
2006 年　神戸医療福祉専門学校三田校 義肢装具士科卒業
2006 年　Sirindhorn School of Prosthetics & Orthotics (SSPO), Mahidol University, THAILAND
2010 年　川村義肢株式会社 
2016 年　神戸医療福祉専門学校三田校 義肢装具士科 4 年制 ･ 義肢装具士科

略歴
【学歴・職歴】
2007 年　有限会社　タカハシ補装具サービス　　
2009 年　新潟医療福祉大学医療技術学部義肢装具自立支援学科　助手
2010 年　新潟医療福祉大学医療技術学部義肢装具自立支援学科　助教
2017 年　新潟医療福祉大学医療技術学部義肢装具自立支援学科　講師
現在に至る

【主な所属学会】
日本義肢装具学会、日本義肢装具士協会、リハビリテーション工学協会、臨床歩行分析研究会

JSPO 37, Oct-Nov 2021

鎌田　恭子
神戸医療福祉専門学校三田校

須田　裕紀
新潟医療福祉大学　リハビリテーション学部　義肢装具自立支援学科
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月城　慶一
広島国際大学　リハビリテーション学科　義肢装具学専攻

略歴
2007 – 2012	 Assistance  lecturer,  Sirindhorn  School  of  Prosthetics  and  Orthotics (SSPO),

Faculty  of Medicine , Siriraj Hospital, Mahidol University, Thailand
2012-2014	 Deputy Chief of Education committee, Sirindhorn School of Prosthetics and Orthotics, 

Faculty of Medicine Siriraj Hospital, Mahidol University  
2013-Present	 Lecturer, SSPO, Faculty of Medicine Siriraj Hospital, Mahidol University, Thailand
2007	 BSc in Prosthetics and Orthotics, Mahidol University, Thailand
2010	 MA in Developmental Psychology, Chulalongkorn University, Thailand

Ms. Sirirat Seng-iad
Mahidol University

略歴
1988 年　国立身体障害者リハビリテーションセンター学院　義肢装具士養成課程卒業 
1992 年　Bundesfachschule ドイツ義肢装具マイスター養成校卒業 
2007 年　工学院大学大学院機械工学修士課程卒業 

1992 年　義肢装具製作会社チーガー（ドイツ） 
1994 年　オットーボック（ドイツ） 
1996 年　パシフィックサプライ株式会社（大阪） 
1997 年　オットーボック（ドイツ） 
1999 年　オットーボック・ジャパン株式会社（東京） 
2007 年　新潟医療福祉大学　義肢装具自立支援学科　準教授 
2015 年 - 現在　広島国際大学　リハビリテーション学科 義肢装具学専攻　教授 

所属学会　日本義肢装具学会

− 84 −



特 別 企 画

特
別
企
画



JSPO 37, Oct-Nov 2021

SE1　特別企画 1 行けるところではなく、行きたいところへ行こう

野間　麻子
特定非営利活動法人ハイヒール・フラミンゴ
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SE2　特別企画 2 ３Dプリンタ及び３Dスキャナなどによるデジタル生産技術について

大塚　圭輔
３D ものづくり普及促進会

山本　彩乃
株式会社データ・デザイン

略歴
2016 年	 名城大学　経営学部　国際経営学科　卒業
	 同年　株式会社データ・デザイン　入社

３D デバイス技術に関する３D スキャンやリバースエンジニアリング・デジタル検査などの技術者として業務を担当。
導入前のプリセールスから導入後の技術的支援・３D データの運用についてのアフターサポートまでを行う。

2020 年	 光造形方式の３D プリンタの製品担当としての業務を開始。
現在に至る
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SE3-1　特別企画 3 筋電義手と ACMC ーどう動く？どう使う？どう評価する？－

筋電義手―どう動く？－
筋電信号処理・制御・モーターのはなし

大西　謙吾
東京電機大学 理工学部 電子工学系
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SE3-2　特別企画 3 筋電義手と ACMC ーどう動く？どう使う？どう評価する？－

筋電義手―どう使う？どう評価する？－
ACMC のはなし

大庭　潤平
神戸学院大学　総合リハビリテーション学部　作業療法学科
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SE4　特別企画 4 救いたい！今動き出した⼩さな⼀歩
〜⼀⽻の絶滅危惧種に義肢装具⼠ができること〜

川上　紀子
神戸医療福祉専門学校三田校
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SE5　特別企画 5 集まれ！バーチャル義足症例検討会

橋本　寛
パシフィックサプライ株式会社
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長倉　裕二
大阪人間科学大学　保健医療学部理学療法学科

平林　伸治
公益財団法人 日本生命済生会日本生命病院　リハビリテーション科

略歴
【学歴・職歴】

1984 年熊本リハビリテーション学院　卒業
1984 年兵庫県⽴総合リハビリテーションセンター　就職
2004 年神⼾⼤学⼤学院医学系研究科保健学専攻（博⼠課程後期）　修了
2008 年熊本保健科学⼤学 教授
2017 年⼤阪⼈間科学⼤学 教授 現在に⾄る

【主な所属学会】
⽇本義肢装具学会、世界義肢装具学会、⽇本⽀援⼯学理学療法学会、⽇本⾝体障害者スポーツ学会

略歴
【学歴・職歴】

1983 年　愛媛大学医学部卒業　　　　　
1983 年　大阪府立病院レジデントから研修開始以降　大阪大学整形外科関連病院で勤務　　　　
2000 年から　大阪労災病院リハビリテーション科医長
2003 年から　大阪府庁健康福祉部　障害保険福祉室参事　
2006 年から　大阪労災病院リハビリテーション科部長
2017 年から現在に至る
日本生命済生会付属日生病院リハビリテーション科部長

【所属学会等】
日本リハビリテーション医学会　代議員、近畿地方会幹事
日本整形外科学会　専門医　　　
日本義肢装具学会　正社員
日本職業・災害医学会　評議員
日本整形外科超音波学会　名誉会員

【社会貢献、教育】
堺市障害者更生相談所　補装具費支給に関する医学的判定業務担当
堺地域リハネット委員長　堺市における地域リハビリテーション推進のための組織　
武庫川女子大学健康スポーツ学科　非常勤講師　
大学院にてリハビリテーション医学概論講義担当
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岩下　航大
公益財団法人鉄道弘済会　義肢装具サポートセンター　理学療法士

豊田　輝
帝京科学大学　医療科学部　理学療法学科

略歴
【学歴・職歴】

1998 年	 高知リハビリテーション学院理学療法学科卒業、佛教大学社会学部社会福祉学科卒業
東日本旅客鉄道株式会社 JR 東京総合病院リハビリテーション科　入職（～ 2008 年）
2004 年　国際医療福祉大学医療福祉学研究科保健医療学専攻理学療法学分野　修士課程入学
2006 年　国際医療福祉大学医療福祉学研究科保健医療学専攻理学療法学分野　修士課程修了
国際医療福祉大学医療福祉学研究科保健医療学専攻理学療法学分野　博士課程入学
2008 年　臨床福祉専門学校理学療法学科　専任教員　入職（～ 2010 年）
2009 年　国際医療福祉大学医療福祉学研究科保健医療学専攻理学療法学分野　博士課程修了
2010 年　帝京科学大学医療科学部東京理学療法学科　専任講師　入職　
2015 年	 帝京科学大学医療科学部東京理学療法学科　准教授　
2018 年	 帝京科学大学医療科学部理学療法学科　准教授　現在に至る

【主な所属学会】
日本義肢装具学会、日本支援工学理学療法学会、日本理学療法教育学会、日本行動分析学会、理学療法科学学会

略歴
【学歴】

2007 年　東京衛生学園　リハビリテーション学科　修了
2012 年　国際医療福祉大学大学院　保健医療学専攻　福祉援助工学分野　修士課程修了

【職歴】
2007 年　公益財団法人鉄道弘済会義肢装具サポートセンター　入職　

【資格】
日本理学療法士協会　認定理学療法士 ( 切断 )

【主な所属学会 / 委員】
日本理学療法士協会　分化学会・部門：日本支援工学理学療法学会　
日本義肢装具学会　用語委員会・委員　
日本リハビリテーション工学協会　
Habilis　JAPAN( ハビリスジャパン )　

【著書】
義肢・装具学〜異常とその対応がわかる動画付き (PT・OT ビジュアルテキスト ) , 羊土社 ,2016
リハビリテーション義肢装具学 , メディカルビュー社 ,2017
Q&A フローチャートによる 下肢切断の理学療法 第 4 版 , 医歯薬出版 ,2018
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共催企業：パシフィックサプライ株式会社

義肢装具製造業における DX と労働生産性の向上、
セントラルファブリケーションのあり方

羽佐田　和之
川村義肢株式会社

パシフィックサプライ株式会社  取締役

SSP1  共催シンポジウム 1

略歴
1990 年	 中央大学　法学部　法律学科卒業
	 パシフィックサプライ株式会社入社
2007 年	 同社取締役就任
2012 年	 川村義肢株式会社　関東本部本部長兼務

中小企業診断士、社会保険労務士
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花岡　崇
川村義肢株式会社　事業開発本部開発部　セントラルファブリケーション事業開発課　課長

略歴
1998 年	 大阪工業大学工学部機械工学科卒業
2000 年	 大阪工業大学大学院工学研究科機械工学専攻　博士前期課程修了
2000 年	 川村義肢株式会社入社
2020 年から現職

山崎　健治
川村義肢株式会社　関東本部営業部　教育・臨床支援課　主任技師

略歴
2004 年	 学習院大学文学部史学科卒業
2007 年	 日本聴能言語福祉学院義肢装具学科卒業
2007 年	 川村義肢株式会社入社

坂谷　威
川村義肢株式会社　トータルエンジニアリング本部　関西エリア事業部　京滋営業所

略歴
2009 年	 神戸医療福祉専門学校三田校義肢装具士科卒業
2009 年	 川村義肢株式会社入社

大窪　伸太郎
広島国際大学　総合リハビリテーション学部　義肢装具学専攻　講師

略歴
2000 年	 神戸医療福祉専門学校三田校義肢装具士科卒業 
	 ㈲倉敷義肢製作所入社 
2002 年	 株式会社アシックス入社　スポーツ工学研究所 
2007 年	 武庫川女子大学大学院健康・スポーツ科学研究科　健康スポーツ科学専攻修士課程修了 
2014 年	 株式会社アシックス　グローバルフットウェア開発生産統括部カスタム生産部異動
2017 年	 広島国際大学リ総合ハビリテーション学部入職 
2021 年	 県立広島大学大学院 経営管理研究科　／ビジネス・リーダーシップ専攻在学中
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共催企業：オットーボック・ジャパン株式会社

アフターパラリンピック　～多様性の修理サービス～

深谷　香奈
オットーボック・ジャパン株式会社　マーケティング マネージャー

SSP2  共催シンポジウム 2

2021 年 9 月 5 日に幕を閉じたばかりの東京 2020 パラリンピック競技大会。
と言っても、この原稿を書いている現在、まだパラリンピックは終わっていない。選手村の一角にある

修理サービスセンターで隙を狙ってパソコンに向かっているところだ。数日後に閉会式を控え、ようやく
激務から解放される喜びと、大きな損失感が共存する複雑な心境にある。

レインボーブリッジと東京タワーの美しい夜景を望む選手村の外れ、ショップなどが並ぶビレッジプラ
ザの一角にオットーボック修理サービスセンターはある。オットーボックは、1988 年のソウル大会から
夏・冬季パラリンピックのサポートを継続して行ってきた（図 1）。

図 1

提供するのは、パラリンピックに参加するすべての競技者、関係者が使用する競技用、日常用の機器の
修理サービスである。使用する製品の種類やメーカーを問わず全て無償で行うほか、必要となる機材やパー
ツはオットーボックが負担して準備する。

夏季大会の規模は大きく、東京には世界 24 か国から計 106 名のスタッフが参加している。コロナ禍に
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伴い、渡航を断念しなければならないケースもあって当初の予定より人数は減少したが、それでも 100
名以上のスタッフが日夜働くのは、ニーズの多さ故に他ならない。

東京大会は、感染対策として選手の選手村滞在期間が短く、ロンドンやリオ大会よりも少ない修理件数
を予測している。それでも 9 月に入って修理件数は 1500 件を超え、最終的には 2000 件近くまで及ぶ見
込みである。8 月 17 日の正式オープンから、1 日平均 100 件の修理をこなしている計算だ。

8 月 24 日の開会式より 10 日以上も前から修理サー
ビスセンターの設営は始まった。延期の決定前に既に
日本に到着して時を待っていた機材の多くが開梱され、
数日のうちにセンターは完成した。メインとなる選手
村内のセンターは 700 平米の広さがあり、17,300 点
のスペアパーツが並ぶ倉庫、18 トンの機械設備が配置
されたワークショップ（図 2、3、4）に、受付やウェ
イティングルームを備えている。

メインのセンター以外に、競技会場にも 14 の修理
ブースを設置し、競技中の問題に対応できるようにし
ている。この人員も必要であるため、100 名以上のス
タッフが揃っていても必要最低限の人数となる。

パラリンピックに関連して持ち込まれる修理は多種
多様だ。車椅子の修理は圧倒的に多く、過去大会では
8 割、東京大会においても 7 割以上を占めている。日
常生活用の車椅子だけでも、最先端のものからボロボ
ロのものまであり、競技用は種目によって大きく異な
る。その他、義肢装具、車椅子に限らず、困ったこと
があると選手・関係者が駆け込むのがオットーボック
修理サービスであり、特異な依頼に即座に対応しなけ
ればならない。

ハードな仕事内容に加え、行動制限や毎日の PCR 検査など、感染への対策もあり、置かれた環境は厳
しい。それでも、目の前の修理をやり遂げようとする前向きさや、スタッフ同士の自発的なコミュニケー
ションによって、強固なチームワークが築かれている。

今大会には、日本から 14 名の技術者が参加した。3
名はオットーボック・ジャパンのスタッフ、11 名は全
国の義肢製作施設や教育施設からの参加者である（表
1、図 5）。

本シンポジウムでは、修理サービスの実情を細かく
報告する他、日本人参加者の皆様から修理ケースや普
段の業務との違いなど、多国籍なチームの一員となっ 図 5

図 4

図 3

図 2
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た経験を発表いただく。

東京 2020 パラリンピック競技大会は、自国開催、更には延期を経たコロナ禍での開催という歴史的な
イベントとなった。刻々と変化する困難な状況においても、時に楽しみながら立ち向かうチームの在り方
を知ることが、日本の義肢装具業界にとっても貴重な機会となるのではないかと感じている。

氏名
（敬称略 50 音順） 所属（修理サービス参加時）

◯ 池田　慎都 株式会社 松本義肢製作所 [ 愛知県 ]

◯ 大野　祐介 公益財団法人 鉄道弘済会 義肢装具サポートセンター [ 東京都 ]

熊田　寛史
人間総合科学大学 [ 埼玉県 ] ／ 株式会社 千葉義肢装具製作所 [ 千葉県 ]
埼玉県総合リハビリテーションセンター [ 埼玉県 ]

◯ 近藤　友紀子 有限会社 木村義肢工作研究所 [ 神奈川県 ]

高橋　英悟 株式会社 佐々木義肢製作所 [ 宮城県 ]

髙橋　素彦 新潟医療福祉大学 義肢装具自立支援学科 [ 新潟県 ]

月城　慶一 広島国際大学 義肢装具学専攻 [ 広島県 ]

出口　雄介 公益財団法人 鉄道弘済会 義肢装具サポートセンター [ 東京都 ]

◯ 唐内　健太 学校法人 神戸医療福祉専門学校 三田校 [ 兵庫県 ]

◯ 中嶋　政勝 株式会社 P.O. イノベーション [ 岩手県 ]

横田　誠司 株式会社 武内義肢製作所 [ 東京都 ]

〇は発表予定者� 表 1

略歴
深谷　香奈　（ふかや　かな）
オットーボック・ジャパン株式会社　マーケティングマネージャー　／ 義肢装具士
2002 年 3 月　国立大阪外国語大学　アフリカ地域文化学科卒業
2005 年 3 月　日本聴能言語福祉学院　義肢装具学科卒業
2005 年 4 月　オットーボック・ジャパン㈱　入社
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略歴
1996 年　大阪大学附属病院　整形外科　研修医
1997 年　大阪大学附属病院　集中治療部　研修医
1998 年　国立大阪病院　整形外科　レジデント
2006 年　大阪府立母子保健総合医療センター	 整形外科　診療主任
2009 年　同センター	 整形外科　医長
2012 年　同センター	 整形外科　副部長
2013 年　同センター	 リハビリテーション科　部長
2017 年　大阪母子医療センター　リハビリテーション科　主任部長

日本整形外科学会　指導医・専門医，日本リハビリテーション医学会　代議員・指導医・専門医・認定臨床医，日本リハビリテーショ
ン医学会近畿地方会　幹事，日本小児整形外科学会　評議員，日本創外固定骨延長学会　評議員，日本小児股関節研究会　世話人，
近畿小児整形外科懇話会　世話人，日仏整形外科学会，日本骨代謝学会，American Academy of Orthopaedic Surgeons
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共催企業：川村義肢株式会社

障がい児における地域の医療から療育・在宅の課題とあり方
  〜　装具を中心として　～

SSP3  共催シンポジウム 3

田村　太資
地方独立行政法人大阪府立病院機構　大阪母子医療センター　リハビリテーション科

成人のリハビリテーションは主に治療と社会生活への復帰を目的とされている。対して、小児におけるリハビリテーション（ハビ
リテーション）は原傷病からの各関節の変形や拘縮などの二次障害への治療、起こり得る変形などの予防などに加えて、将来快適
な日常生活や社会生活を送るために必要な姿勢、行動等の運動機能や学習基礎能力向上のための訓練がされる。両者が受けるリハ
ビリはどちらも QOL の向上を目的としているが、小児は成人とは大きく異なり「成長」と「発達」を重要視して取り組まれている。
何らかの障がいを持った障がい児は、手術等の専門的な治療を受け、自宅や療育施設、学校で社会生活を送るための基礎となる医
療機関でのリハビリ、他者と共同生活を送りこれからの社会生活を学ぶための療育施設（児童発達支援センター）でのリハビリ、
そして近年その重要性により増えてきている自宅で快適な生活を送るための訪問リハビリと複数の場所でリハビリを受ける機会が
ある。それぞれの医師やセラピストは共通して子どもの将来を十分に考えて関わっている。
障がい者、児の治療やリハビリには補装具や日常生活用具が使用されることが多く、義肢装具士やシーティングエンジニアも密接
に関係している。
成人の障がい者が補装具を利用する目的として、治療を目的とした「治療用装具」と主に生活場面で使用される「更生用装具」に
大別され、それぞれに応じた装具が処方、製作される。しかし障がい児では「治療」「生活」に加えリハビリと同様に「成長・発達」
についても十分に考慮し設計、製作、適合させる必要がある。
成人の障がい者の補装具では一つの疾患や障がいに対し、下肢装具、歩行補助杖、車椅子のように 1 ～３種類程度の補装具が処方
され利用されることが多いが、障がい児に処方される補装具では一人に対して、下肢装具、車椅子、歩行器、座位保持装置、起立
保持具等々、数種類の補装具が処方されることも珍しくはない。使用されるシチュエーションも自宅はもちろん学校、療育施設、
屋外と色々な場面で使用される。また使用目的も食事や勉強、ゲームなどの娯楽など多岐にわたる。前述のように成長を考慮する
必要が十二分にあり、それぞれに応じた機能を有した補装具が必要とされる。
そういった補装具製作、適合には医師の処方、セラピストの評価や保護者を始めとした補装具を実際使用する介助者の意見が必須
であり、義肢装具士やシーティングエンジニアはそれらと十分に連携を取り、他職種や保護者と同様に子どもの将来を十分に考え
関わることが必須である。
本シンポジウムでは障がい児における医療、療育、在宅の連携とそれぞれが抱える課題と意義をリハビリ、補装具を中心とし情報
共有と議論を行う。
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略歴
2013 年	 大阪府立大学　総合リハビリテーション学部
	 総合リハビリテーション学科　理学療法学専攻卒業
	 同年より　現職

脇田　媛加
地方独立行政法人大阪府立病院機構　大阪母子医療センター　リハ・育療支援部門

略歴
2001 年	 神戸大学医学部保健学科　理学療法学専攻　卒業
	 同年より　特定医療法人愛仁会　千船病院　勤務
	 　　　　　（→現）社会医療法人愛仁会
2005 年	 社会福祉法人　堺市社会福祉事業団	 堺市立第１もず園　（短期臨時職員）勤務
2006 年	 同事業団	 堺市立第１もず園　勤務
2017 年	 同事業団	 堺市立第１つぼみ園　勤務

藤原　亜希子
社会福祉法人　堺市社会福祉事業団　堺市立南こどもリハビリテーションセンター第１つぼみ園

略歴
1985 年	 京都大学医療技術短期大学部卒業
		  同年より　村上整形外科　勤務
1988 年	 四天王寺悲田院　勤務
1994 年	 堺市社会福祉事業団　勤務
2015 年	 大阪南大阪リハビリ訪問看護ステーション　勤務
現 在	 リハビリ訪問看護ステーション AILE　勤務

笠井　とも子
リハビリ訪問看護ステーション AILE

略歴
1996 年	 専門学校日本聴能言語福祉学院
	 義肢装具学科卒業
	 同年　川村義肢株式会社入社

小畑　祐介
川村義肢株式会社　トータルエンジニアリング本部　チャレンジド事業部　部長
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共催企業：Ossur Japan G.K.

Out with the old and in with the new – Educating 
clinicians to shape the future of the P&O profession

SSP4-1 

Shaping the Future of Transfemoral Socket Interface and 
Prosthetic Education: 
Direct Socket Transfemoral Clinical Outcome Study
大腿義足ソケットのインターフェースと、義肢装具士教育の将来を形作る
～大腿用ダイレクトソケットの臨床成果に関する研究～

Nerrolyn Ramstrand
PhD, Professor of Prosthetics and Orthotics, Jönköping University, Sweden

Prosthetic and Orthotic education has traditionally evolved from a legacy curriculum which is modified over time by 
faculty experts.  There is a risk that this approach to curriculum development will fail to meet the current and future 
needs of major stakeholders. This presentation will describe the approach to curriculum development that is used at 
Jönköping University, Sweden.  At Jönköping University competency standards of prosthetic and orthotics students 
are determined by four key factors: Employer’s needs, Patient needs, National regulations, and Future needs. Each 
of these factors will be discussed and an example of the evolution of curriculum related to prosthetic socket design 
and manufacture will be provided

Curriculum Vitae
Nerrolyn was educated as a prosthetist/orthotist at LaTrobe University in Melbourne, Australia and obtained her 
doctoral degree from the same institution.  After completing her doctorate, Nerrolyn spent three years working within 
the prosthetics and orthotics program at the British Columbia Institute of Technology, Vancouver, Canada, before 
beginning her career at Jönköping University. She currently divides her time as a professor of prosthetics and orthotics 
within the School of Health and Welfare and the President’s office at Jönköping University, where she is the Presidents 
Advisor for International Affairs.

SSP4  共催シンポジウム 4
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Direct Socket for Trans-femoral amputees: for whom, 
how many are they, and what are the requirements?

SSP4-2 

Anton Johannesson
CPO. PhD, Clinical Manager Prosthetics, Össur Clinics

The population of Sweden is around 10 mill ion 
inhabitants. In 2016, the total number of lower limb 
amputations above the ankle in Sweden was N = 1958. 
Of these were 718 (37%) transfemoral amputations, 
and 56 % were older than 80 years. Sixty-four persons 
(9%) were younger than 65 years of age. Only 14 (2%) 
were younger than 50 years old, and not a single TF 
amputation was performed on a child or a teenager 
(≤19 yr). We know from studies that a meager number 
(between 15-20%) of these elderly new TF amputees are 
fitted with prostheses every year (1). Probably the number 
is around 100 new patients receiving TF prosthesis 
annually in Sweden. The prevalence of lower limb 
amputees in Sweden is unknown. Estimation, published 
in 2009 (2), concluded that around 5000 to 5500 persons 
amputated above the transmetatarsal level are hopefully 
walking around in Sweden, which is about 0.06% of the 
total population. According to these estimations, TF 
amputees would then be 18,6% = 337 amputees. 

In Sweden, there are currently around 50 workshops. 
This means that every year we have on average 2-3 new 
TF patients per workshop and 5-6 more patients that 
need a new prosthesis or socket changes. 
What do these statisticstell us? 
Most of the TF amputees in Sweden 
are: 
・	old and dysvascular 
・	with a high level of comorbidities 
・	less than 20% receive prostheses, and 
・	on average, every workshop does less than 10 TF 

sockets per year.
The question that arises is: Does the current working 
method of producing a TF prosthesis fulfill the needs of 
this amputee population and/or the requirement of the 
payer? 
Is this relevant in the discussion of how to make a TF 
socket? The government (that pays for our services) has 
not been interested in the outcome of the TF amputees 
that we provide with prostheses. But now, in Scandinavia, 
they are getting much more interested. They ask now; 
What do we get for the taxpayer's money we spend on 
the service we pay for? This doesn´t only include the 
prosthesis or the O&P business. The questions that we 
are getting are like: Is it beneficial for the user? How long 

does it take to produce them? Do they use it? Do they 
like to use it? Will they be more independent in their new 
situation? 
Our previous experience with new lower limb amputees, 
when we implemented a new systematic treatment 
program back in 1995 (3), was that improving the process 
is the key. If we can and in cooperation with other 
professions:
・	lower the incidence of amputation 
・	reduce the rate of proximal amputation 
・	shortening the hospital stay 
・	increase the number of trans-tibial amputees 
・	provide more of them with prosthesis 
・	continue to live independently 
・	and document the outcome 
Then we deliver something in line with what the payers 
like to obtain from our services, as this is the most 
inexpensive solution for society, as most of the cost is 
related to hospital stays (4,5). 
References: 
1. Incidence of lower-limb amputation in the diabetic and 
nondiabetic general population: a 10- year population-
based cohort study of initial unilateral and contralateral 
amputations and reamputations. Johannesson, A., 
Larsson, G. U., Ramstrand, N., Turkiewicz, A., Wiréhn, 
A-B. and Atroshi, I. Diabetes Care, 2009 Feb; 32(2): 275-
80. 
2. Lower Limb Amputation in Patients with Vascular 
Disease: Anton Johannesson, Thesis. Lund University 
2009. 
3. Incidence of lower-limb amputation in the diabetic and 
nondiabetic general population: a 10- year population-
based cohort study of initial unilateral and contralateral 
amputations and reamputations. Johannesson, A., 
Larsson, G. U., Ramstrand, N., Turkiewicz, A., Wiréhn, 
A-B. and Atroshi, I. Diabetes Care, 2009 Feb; 32(2): 275-
80.
4. Operations, total hospital stay and costs of critical leg 
ischemia. A population-based longitudinal outcome study 
of 321 patients. Eneroth M. et al. Acta Orthop Scand. 
1996 Oct;67(5):459-65 
5. Cost of prostheses in patients with unilateral trans-
tibial amputation for vascular diseases: a population-
based follow-up during 8 years of 112 patients. 
Hermodsson Y. et al. Acta Orthop Scand 69, 603-607

Curriculum Vitae
Anton started as an orthopedic-shoemaker apprentice in Iceland and got further education in Sweden. He continued his 
education on University level 1987 and became a European certified Prosthetist and Orthotist (Bachelor’s degree) and 
graduated from the University of Jonkoping Sweden in 1990. Previously been the founder (1993), partner, and CEO for seven 
years of; Orthopedic Technology Inc. in Kristianstad, Sweden. After that, Anton served as a Clinical Manager Prosthetics 
at Össur Clinics, implementing new techniques and education and research within the clinical part of the company and in 
cooperation with Össur R&D. In 2009, Anton finished his Ph.D. in orthopedic from University of Lund, Sweden. The Thesis 
title was “Lower Limb Amputation in Patients with Vascular Disease: Incidence, postoperative care, and prosthetic functional 
outcome with focus on transtibial amputation” and this work has contributed to a better understanding of the importance of 
well-defined postoperative treatment after limb amputation.
Anton has been a member of ISPO since 1998 and have served on the board of ISPO-Sweden since 2003 and previously served 
four years on the board of the Swedish O&P Business Council and provided consulting work for the O&P education in Sweden. 
Anton has been a member of the ISPO International Protocol committee since 2015 and the Finance committees since 2017. In 
addition, he has been elected as a member of the Executive Board of ISPO International starting in autumn 2021and continues 
to be a member of the ISO Technical group 168 O&P since 2005 for WG 1 (& 2) and serve now as the Convener of that group.
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Clinical Implementation of Direct Socket TF: A 
Transfemoral Socket Fabrication Method Using 
Direct Casting (PART ONE)

SSP4-3 

Zach Smith
CPO, Clinical Manager Ossur Americas

INTRODUCTION: Direct Socket for transfemoral (DS-TF) prosthetic user is a novel method of fabricating a 
laminated interface on to the residual limb but requires different training, production method and service model 
than what most prosthetists are familiar with. This method and model may improve patient satisfaction by enabling 
interface fabrication and delivery in one visit.
METHODOLOGY: In this longitudinal study (from July 2018 to April 2020), the DS-TF was implemented in six 
prosthetic clinics across the United States. Certified prosthetists (CP) and assistants were trained using a standard 
protocol. 47 prosthetic users participated, both those in need of a new socket and those without need. Two modules 
from the Orthotics and Prosthetics Users’ Survey (OPUS), involving questions related to satisfaction with the Device 
and Services, was used to evaluate each DS-TF user outcome vs. baseline. The only part of the prosthesis that was 
replaced was the interface, except in 2 cases.
RESULTS: Each DS-TF interface was fabricated, fit and delivered in a single clinic visit. At 6-months follow-up, 38 
users reported an average of 29.8% increase in satisfaction with their new interface compared with original, and 
a 14.8% increase in satisfaction with the services they received from the clinic in providing of the new prosthesis 
vs. their original prosthesis. The main outcome increases were between baseline (initial fitting) and 6-week follow-
up and remained consistent after 6 months. This improvement was consistent irrespective if the user needed a new 
socket for clinical reasons or not.
DISCUSSION: This study shows that after a standardized training and implementation, the DS-TF fabrication process 
including a new interface improves the user’s satisfaction with their prosthetic device and services.

Curriculum Vitae
Zach (Christian) Smith was educated as Prosthetist/Orthotist Median School of Health Sciences, Pittsburgh, 
Pennsylvania. Zach has completed further studies in Public Health at East Tennessee State University, Johnson City, 
Tennessee. After completing his Prosthetic/Orthotic studies in 1995, Zach worked at various private Prosthetic Orthotic 
companies prior becoming Co-owner and CEO of Victory O&P in East Tennessee from 2001 to 2018. In 2019, Zach 
took on the role of Clinical Manager, Ossur Americas. As a remote educator he is responsible for education programs 
across Ossur Americas including Direct Socket both Transtibial and Transfemoral.
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Clinical Outcome of Transfemoral Direct Socket 
Interface 
(PART TWO) 

SSP4-4 

Joel Walker
CP – Virginia Prosthetics and Orthotics, United States

BACKGROUND: Amputation at the transfemoral (TF) level reduces the rate of successful prosthetic fitting, functional 
outcome, and quality of life (QoL) compared with transtibial amputation. The TF socket interface is considered the 
most critical part of the prosthesis, but socket discomfort is still the most common user complaint. Direct Socket 
for transfemoral prosthesis users is a novel interface fabrication process where the socket is shaped and laminated 
directly on the residual limb and delivered in a single visit. 
OBJECTIVE: The aim of this study was to investigate if prosthetic users' quality of life (QoL), comfort, and mobility 
with a Direct Socket TF interface were comparable to their experience with their previous prostheses. 
METHODOLOGY: The pre/post design prospective cohort study included 47 subjects. From this cohort, 36 subjects 
completed the 6-months follow-up (mean age 58 years, 27 males). Outcomes at baseline included EQ-5D-5L®, 
PLUS-M™, CLASS, ABC, AMPPRO, and TUG. At 6-weeks and 6-months, subjects repeated all measures. Seven 
Certified Prosthetist (CP) investigators performed observations and data collection at six different sites (from July 
2018 to April 2020). 
FINDINGS: Results showed significant improvement in all outcome measures for the 36 subjects that completed both 
6-weeks and 6-months follow-ups. CLASS sub-scales showed significantly improved stability, suspension, comfort, 
and socket appearance. Improvement in K-Level and less use of assistive devices were observed with the AMPPRO 
instrument, indicating improved user mobility and performance. QoL was also increased, as measured in Quality-
Adjusted-Life-Years (QALY) from the EQ-5D-5L. 
CONCLUSION: Evidence from the findings demonstrate that the Direct Socket TF system and procedure can be a 
good alternative to the traditional method of prosthetic interface delivery.

Curriculum Vitae
Joel was educated as a Prosthetist at Northwestern University in Chicago, Illinois.  Prior to practicing in Roanoke, 
Virginia, Joel completed training and internships in Tampa, Florida and he completed his residency and began practicing 
as a clinician in Denver, Colorado.
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SS1　共催セミナー１ 共催企業：株式会社松本義肢製作所

リハビリテーション分野における臨床からのものづくり

太田　進
星城⼤学 リハビリテーション学部
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SS2-1  共催セミナー 2 共催企業：パシフィックサプライ株式会社

義肢における評価ツールの紹介〜ソケット適合と外的アライメントについて〜

Latest evaluation tool to improve the fitting process 
of lower limb prosthetic sockets

Desprez Frederic
ADAPTTECH

【抄訳】義足ソケットの適合は、切断者・義肢装具士・医師にとって複雑なプロセスであり、経験・試行錯誤に基づいています。
この最新の評価ツールは、断端ーソケット間の相互作用をリアルタイムに観察し、理解するためのソリューションです。

圧力センサーによるソケット内部の３Dモデルを利用した新しいテクノロジーと方法論とソフトウェアが現在の適合プロセスを変
えうること、アメリカとフランスにおける臨床例、義足使用者・義肢装具士・医師が享受する恩恵、義足受容プロセスへの貢献、
適合プロセス改善の有用性をご説明いたします。
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SS2-2  共催セミナー 2 共催企業：パシフィックサプライ株式会社

義肢における評価ツールの紹介〜ソケット適合と外的アライメントについて〜

ソケットリアクションモーメントの概念と
義足アライメントの評価

橋本　寛
パシフィックサプライ株式会社
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SS3　共催セミナー 3 共催企業：サンコール株式会社・フィンガルリンク株式会社

Wearable Robot
- 歩⾏学習⽀援ロボット「オルソボット」の開発と経緯 -

大畑　光司
京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻
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SS4　共催セミナー 4 共催企業：パシフィックサプライ株式会社

神経可塑性を誘導するリハビリテーション治療

藤原　俊之
順天堂大学大学院医学研究科リハビリテーション医学

順天堂⼤学保健医療学部理学療法学科
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匠セッション 2

匠セッション 1

東北の匠

北海道の匠

義手の製作と適合

義肢装具技術の伝承と事業継承

植松　茂夫
有限会社 山形義肢研究所 　代表取締役

野坂　利也
北海道科学大学保健医療学部義肢装具学科教授

( 有 ) 野坂義肢製作所　代表取締役

簡単な内容
義手は機能的分類において、能動用・装飾用・作業用とに分類できます。今回は能動用前腕義手について採型から製作、装着まで
をわかりやすく説明させていただきます。その中で長年義手を製作し行ってきた工夫や、最近製作しているシリコン製義手および
筋電義手なども合わせて紹介したいと思います。

　各企業に熟練義肢装具士の技術の伝承が問題となっている。特に義足ソケット採型・適合技術は素材の進化が進み、既存の吸着
式ソケットの採型・適合技術の伝承が問題になっているといえる。具体的な事例を基に、さまざまな伝承について考えてみたい。
　また義肢装具分野における会社の事業の継承、承継について考えてみたい。

略歴
昭和 30 年 7 月 5 日生まれ
昭和 52 年　東海大学卒業
昭和 58 年　国立身体障害者リハビリテーション学院　教官
昭和 62 年　( 有 ) 山形義肢研究所　代表取締役　就任
昭和 63 年　義肢装具士国家資格　取得

略歴
【学歴】
昭和 58 年 3 月	 神奈川大学工学部工業経営学科卒業  学士（工学）
昭和 61 年 3 月	 国立身体障害者リハビリテーションセンター学院義肢装具専門職員養成課程卒業
平成 2 年 3 月	 早稲田大学大学院理工学研究科機械工学専攻修士課程修了
平成 14 年 9 月	 金沢大学大学院自然科学研究科後期博士課程修了

【職歴】
昭和 61 年 4 月	 国立身体障害者リハビリテーションセンター　厚生教官（平成 4 年 9 月まで）
平成 4 年 10 月	 ( 有 ) 野坂義肢製作所専務取締役（平成 15 年 3 月まで）
平成 15 年 4 月	 ( 有 ) 野坂義肢製作所代表取締役（現在に至る）
平成 18 年 4 月	 北海道工業大学工学部福祉生体工学科教授
平成 22 年 4 月	 北海道工業大学医療工学部義肢装具学科主任教授（平成 26 年 3 月まで）
平成 26 年 4 月	 北海道科学大学保健医療学部義肢装具学科教授・学科長
平成 30 年 4 月	 北海道科学大学保健医療学部義肢装具学科教授（現在に至る）

【賞罰】
昭和 61 年 3 月
　日本義肢協会　義肢協会賞受賞
平成 7 年 10 月
　日本義肢装具学会　飯田賞奨励賞受賞
平成 24 年 11 月
　日本義肢装具学会　土屋論文賞受賞

（共著者）
平成 26 年 5 月

Journal of Physical Therapy　
2013Excellent paper Award 受賞（共著者）

平成 30 年 7 月
　日本義肢装具学会　飯田賞受賞
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匠セッション 4

匠セッション 3

関東甲信越の匠

関東甲信越の匠

Prothflex システムにおける NU ソケット製作工程

3D プリント技術の義肢装具関連課題への応用
  ～義足を中心として～

荒木　順司
株式会社 P.O コンセプト

富永　修一
ゲイトアシスト合同会社

NU フレックスソケットは近年日本に製作技術が伝わり、切断者の生活を快適にするソケットとして広まった。国内で随一の NU
フレックスソケットの製作本数を誇り、ソケット製作に定評のある PO コンセプトの荒木順司 PO のソケット製作 2 日間の過程を
45 分の動画に集約し、その技術・知識の一端を報告する

略歴
学歴
平成 12 年 3 月　　順天堂大学　スポーツ健康科学部　スポーツ科学科　卒業
平成 16 年 3 月　　早稲田医療技術専門学校　義肢装具学科　卒業　義肢装具士 免許取得
平成 27 年 4 月　　順天堂大学大学院医学研究科 医学専攻課程 スポーツ医学　修了　博士（医学）

職歴
平成 17 年 4 月　　有限会社 タカハシ補装具サービス　常勤 義肢装具士
平成 20 年 8 月　　国立障害者リハビリテーションセンター研究所補装具製作部　非常勤 義肢装具士
平成 23 年 4 月　　人間総合科学大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 義肢装具学専攻
平成 30 年 1 月　　ゲイトアシスト合同会社　設立
現在に至る
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匠セッション 5 近畿の匠

故浅井一郎氏から学ぶ

匠セッションは、パシフィックサプライの営業マンが薫陶を受けた全国の義肢装具の匠の皆さまを紹介するシリーズセッションで
す。ここでは、関西のいや日本のモノづくりの匠である故浅井一郎氏のご生涯について、故人を良く知るお二人、澤村誠志先生と
孫国鳳先生による対談形式にて振り返って参ります。澤村先生には、浅井一郎氏が澤村義肢にお勤めの少年の頃から独立開業され
て技術者から経営者へとご成長されるお姿を中心にお話し頂きます。その後、日本義肢協会と中国との日中技術交流の中で浅井一
郎氏が中国の義肢装具技術者にどのような教えを残したのか。井戸を掘った浅井一郎氏、日本義肢協会がどのように評価顕彰され
ているのか。その当時の浅井一郎氏のご活躍をよく知る澤村先生と孫先生のお話しは胸躍るものとなるはずです。この素晴らしき
匠のご生涯を思い、今、私たちは何を為すべきかについて、みなさまとともに考えていきたく存じます。

孫　国鳳
公益財団法人大学セミナーハウス

澤村　誠志
兵庫総合リハビリテーションセンター

略歴
北京師範大学外国語学部日本語学科卒業、１９８５年中国民政部社会福祉司（局）義肢科学研究所（現中国民政部国家福祉用具研究
センター）に入職、日中交流、「義肢装具」専門誌編集等担当。
1991 年来日。東京外国語大学大学院修士課程終了〔修士（学術）〕、東京大学大学院総合文化研究科終了〔博士（学術）〕。 福祉用具
専門相談員、福祉用具プランナー、翻訳士（中国国家資格）。
現在公益財団法人大学セミナーハウスセミナー事業部部長、東京理科大学教養教育研究院非常勤講師。
翻訳書：澤村誠志編『義肢学』中国社会出版社、1988。加倉井一編『装具学』華夏出版社、１９９７。澤村誠志編『切断と義肢』中
国社会出版社、２００６。
著書：『茅原華山と近代日本—民主主義を中心に』現代企画室、２００４など。

略歴
1930 年	 神戸市に生まれる
1955 年	 神戸大学医学部卒業
1959 年	 シアトル市スウェディッシュ・ホスピタル勤務
1960 年	 カリフォルニア大学留学
1962 年	 兵庫県立整肢のじぎく園（兵庫県立のじぎく療育センターに改称し、
	 2008 年 3 月に閉院）勤務
1963 年	 神戸大学医学部講師
1969 年	 兵庫県玉津福祉センター
	 （現兵庫県立総合リハビリテーションセンター）付属中央病院副院長
1972 年	 兵庫県立身体障害者更生相談所長
1979 年	 兵庫県玉津福祉センター（現兵庫県立総合リハビリテーションセンター）長
	 兼同付属中央病院
1992 年	 兵庫県立総合リハビリテーションセンター所長
2001 年	 兵庫県立総合リハビリテーションセンター顧問

社会活動歴
•	日本リハビリテーション病院・施設協会会長（1993-2003）
•	ISPO（国際義肢装具協会） 会長（1995－1998）
•	ISPO（国際義肢装具協会） 前会長（1998－2001），
	 アジア地区コンサルタント
•	テクノエイド協会理事
•	福祉のまちづくり研究会副会長
•	兵庫県リハビリテーション協議会会長

賞罰
•	厚生大臣賞　昭和 54 年
•	総理大臣賞　平成 4 年
•	朝日社会福祉賞　平成 5 年
•	勲三等旭日中綬賞　平成 14 年
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匠セッション 6 九州の匠

大腿義足膝継手をはじめとする開発

二宮　誠
株式会社長崎かなえ

　大腿義足膝継手 NAL-Knee の開発を手掛け、平成 27 年より完成用部品として指定されている。それはバッテリーを使わず、
階段や坂道を交互歩行にて昇降でき、平地歩行の追随性も有している。その開発の過程を説明し、新規切断者において数名に対し
有効に利用した例を発表する。また脳卒中の急性期に使用する膝装具の開発についても併せて報告する。

略歴
1984 年　東京工業大学制御工学科修士卒業
同年　本田技術研究所朝霞東研究所勤務
1990 年　国立障害者リハビリテーションセンター学院入学
1993 年　（株）長崎かなえ勤務
1999 年　同代表取締役
義肢装具士、1 級技能士　工学博士
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一 般 演 題

1 日目　10 月 16 日（土）

一
般
演
題  

１
日
目



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O1-1

O1-2

− 122 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O1-3

O1-4

− 123 −

一
般
演
題  

１
日
目



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O1-5

O1-6

− 124 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O2-1

O2-2

− 125 −

一
般
演
題  

１
日
目
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O2-3

O2-4

− 126 −
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O2-5

O3-1

− 127 −

一
般
演
題  

１
日
目
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O3-2

O3-3

− 128 −
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O3-4

O3-5

− 129 −

一
般
演
題  

１
日
目



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O4-1

O4-2

− 130 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O4-3

O4-4

− 131 −

一
般
演
題  

１
日
目
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O4-5

O5-1

− 132 −
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O5-2

O5-3

− 133 −

一
般
演
題  

１
日
目
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O5-4

O5-5

− 134 −
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O5-6

O6-1

− 135 −

一
般
演
題  

１
日
目
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O6-2

O6-3

− 136 −
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O6-4

O6-5

− 137 −

一
般
演
題  

１
日
目
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O7-1

O7-2

− 138 −
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O7-3

O7-4

− 139 −

一
般
演
題  

１
日
目
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P1-1

P1-2

− 140 −
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P1-3

P1-4

− 141 −

一
般
演
題  

１
日
目
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P1-5

P1-6

− 142 −



一 般 演 題

2 日目　10 月 17 日（日）

一
般
演
題  

２
日
目
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O8-1

O8-2

− 144 −
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O8-3

O8-4

− 145 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O8-5

O8-6

− 146 −
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O9-1

O9-2

− 147 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O9-3

O9-4

− 148 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O9-5

O9-6

− 149 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O10-1

O10-2

− 150 −
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O10-3

O10-4

− 151 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O10-5

O10-6

− 152 −
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O11-1

O11-2

− 153 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O11-3

O11-4

− 154 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O11-5

O12-1

− 155 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O12-2

O12-3

− 156 −
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O12-4

O12-5

− 157 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O12-6

O13-1

− 158 −
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O13-2

O13-3

− 159 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O13-4

O13-5

− 160 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O14-1

O14-2

− 161 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O14-3

O14-4

− 162 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O14-5

O14-6

演題取り下げ

− 163 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O14-7

O15-1

− 164 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O15-2

O15-3

− 165 −

一
般
演
題  

２
日
目



JSPO 37, Oct-Nov 2021

O15-4

O15-5

− 166 −
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O15-6

O15-7

− 167 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O16-1

O16-2

− 168 −
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O16-3

O16-4

− 169 −

一
般
演
題  

２
日
目
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O16-5

O16-6

− 170 −
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P2-1

P2-2

− 171 −

一
般
演
題  

２
日
目



JSPO 37, Oct-Nov 2021

P2-3

P2-4

− 172 −
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P2-5

P2-6

− 173 −

一
般
演
題  

２
日
目
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P2-7

P2-8

− 174 −
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P2-9

P2-10

− 175 −

一
般
演
題  

２
日
目
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P2-11

P2-12

− 176 −



学生セッション 優秀演題

学
生
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ッ
シ
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ン

優
秀
演
題
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STG-1

STG-2

− 178 −
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STG-3

STG-4

− 179 −

学
生
セ
ッ
シ
ョ
ン

優
秀
演
題
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STG-5

STG-6

− 180 −



学生セッション 一般演題

学
生
セ
ッ
シ
ョ
ン

一
般
演
題
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STP-1

STP-2

− 182 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

STP-3

STP-4

− 183 −

学
生
セ
ッ
シ
ョ
ン

一
般
演
題
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STP-5

STP-6

− 184 −
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STP-7

STP-8

− 185 −

学
生
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ッ
シ
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ン

一
般
演
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STP-9

STP-10

− 186 −



JSPO 37, Oct-Nov 2021

STP-11

STP-12

− 187 −
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生
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シ
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ン

一
般
演
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STP-13

STP-14

演題取り下げ

− 188 −



STP-15
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Anton Johannesson� SSP4-2*

Desprez Frederic� SS2-1*

Hans Georg Näder�IL*

Joel Walker� SSP4-4*

Nerrolyn Ramstrand� SSP4-1*

Sirirat Seng-iad� STP-5*

Zach Smith� SSP4-3*

青島  健人� SP2-2*
東江  由起夫� O11-3
� STG-1
� STP-4
阿久根  徹� SP1-1
� O6-2
� O6-4
� O10-2
� O10-6
� O11-1
淺井  康紀� O4-2
浅井  直樹� O3-5
浅見  豊子� EL2*
東  祐二� O10-1
安達  幸恵� P2-8

網頭  弘晃� O15-3*
安彦  かがり� O15-3
阿部  由依� O3-3
尼子  雅美� O16-5
� O16-6*
雨堤  徹� O7-3
新井  啓之� STP-5
荒木  順司� 匠 4*
安藤  悠� O4-2*
� O4-4

飯島  浩� P2-4
飯田  修平� P2-12
飯田  守� O12-6
池上  星凪� STP-1
� STP-15
池田  りか� P1-6
池端  勇人� STG-1
石井  佑穂� O13-4
石黒  浩� SL1*
石田  晃一� O3-1
石野  晶大� O12-5
石原  博史� EL1
石森  翔太� O15-5
石渡  利奈� SP1-1
泉本  亮二� P2-8*
井谷  俊介� SP4-1*
一木  愛子� O3-4
一宮  剛� STP-14
伊藤  和寛� P2-10
伊藤  泰士� O4-3*
伊藤  大知� P2-6
稲垣  潤� O9-3
� O3-3
稲田  雅也� O14-5*
井上  恒� STP-2
井上  剛伸� SP1-1*

井上  祐希� STP-7*
猪瀬  多恵子� O8-6
今井  寛� P2-9*
今井  大樹� O10-2
� O10-6*
今岡  信介� EL1
井元  大介� O12-4
入江  満� O7-3
岩城  達也� STP-8
岩下  航大� SE5
岩屋  毅� O12-6

上野  竜治� O1-6*
� O12-2
植松  茂夫� 匠 2*
上山  なつめ� O7-2
植山  美里� O4-2
� O4-4*
� O6-1
後山  祐二� O10-4
臼井  二美男� SP4-3*
内田  浄一朗� STP-13*
宇渡  竜太郎� P2-11*
宇内  景� O14-1
梅崎  成子� O2-2
浦田  一彦� O4-3
浦辺  幸夫� O8-4
� O11-5
� P2-7
漆崎  由紀子� O8-6

江口  卓志� O14-3
越前谷  努� O4-5
越前谷  務� O7-4
遠藤  孔太郎� O4-3

大垣  昌之� O2-4
� O10-4*
大串  幹� O6-1
� O10-1
大窪  伸太郎� SSP1-5*
� STP-1
� STP-15
大久保  美里� STG-1*
大島  隆司� O6-1
� O10-1
太田  進� SS1*
大田  哲生� SP3-3
大高  洋平� O12-4
大谷  俊介� O7-1
� STP-6*
� STP-7
大谷  道明� O9-1*
大塚  極� STG-2*
大塚  圭輔� SE2*
大塚  博� O13-2
� STG-1
� STP-4
大塚  未来子� EL1
� SP3-2*
大西  謙吾� SE3-1*
� STG-1
� STG-3
� STG-4
� STP-4
大西  武史� P2-9
大西  智樹� O16-4
大野  篤史� P2-9
大庭  潤平� SE3-2*
� O4-2
大畑  光司� EL5*
� SS3*

A

D

H

J

N

S

Z

あ

い
う

え

お

PL：大会長講演、SL：特別講演、IL、海外招待講演、EL：教育講演、SP：シンポジウム、SSP：共催シンポジウム、SE：特別企画、
匠：匠セッション、O ●、P ●：一般演題、STG：学生優秀演題発表、STP：学生シンポジウム

［＊は筆頭演者になります］

演 者 索 引
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大室  良太� O14-7
大森  智就� STP-4*
岡崎  太祐� STP-14*
緒方  直史� P2-12
岡田  有司� P1-6*
岡松  将吾� P1-5
岡本  真規子� O4-2
� O4-4
� O6-1
小川  智之� O13-3
� O15-4
� O15-6*
小川  秀幸� O13-4*
小川  雄司� O15-1
小串  健志� O1-4
奥田  邦晴� SS2-2
奥田  玲央� O8-6
越智  文雄� O2-4*
� O10-4
落合  虎之助� STP-5*
小畑  祐介� SSP3-5*
尾花  正義� O12-3
� O13-5
� O15-7
大日方  将士� O3-3

笠井  とも子� SSP3-4*
賀下  耀介� STP-14
梶谷  英文� O16-3
片江  祐二� O14-3*
片岡  正教� SS2-2
片山  奈津子� O16-3
勝谷  将史� P2-11
勝平  純司� O11-2*
加藤  壯� O7-4
加藤  弘明� O2-1
� O11-4*
� P2-6
加藤  博務� O2-3
金指  佳希� P2-12*
兼子  尚久� O12-6

鎌田  恭子� STP-2*
神谷  武志� P2-3
亀ヶ谷  真琴� EL4*
鴨生  賢悟� O4-1
狩野  日向子� O15-5*
河内  美沙希� O10-4
川上  純平� STG-5*
川上  紀子� SE4*
川口  浩太郎� P1-2
川崎  修平� P2-5
川手  信行� O12-6*
河辺  信秀� SP3-1*
河原  佳希� O1-4*

掬川  晃一� O1-6
� O12-2
菊池  理仁� O4-2
北川  広大� P1-5
北濱  良� O2-1
木村  麻美� O6-5*
木村  千晶� O2-2*
� O13-3
� O15-4
� O15-6
姜  銀来� STP-6
清宮  清美� O13-4
� P2-5*

國枝  洋太� O16-2
窪田  浩平� P2-5
久保田  雅史� STP-12
久保田  めぐみ� O2-5*
久保田  祐美� EL1
熊田  寛史� O15-1
久米  亮一� O13-3
� O15-4
� O15-6
� O15-7
粂野  文洋� STP-5
栗田  慎也� O12-3*

� O13-5
� O15-7*
黒田  彩世� O11-5
黒田  勇幹� O7-1
� STP-6
� STP-7
� STP-9
� STP-10*
桑園  愛希� O14-3

小池  知治� O3-2
小池  亮太� O4-3
河野  壮晃� P1-3*
小久江  萌� O8-2
小迫  正千代� O8-3*
越川  愛雪� O1-2
児玉  隆夫� O1-1
小西  克浩� O9-2
� O14-4
� O16-1
� O16-4
古西  幸夫� O12-1*
小林  一成� O10-5
⼩林  汐⾳� STP-15*
小林  拓未� P2-6*
小林  毅� EL6*
小林  俊樹� SS2-2
小林  真里奈� O11-3
小林  美香� O2-2
� O4-5*
� O7-4
駒井  辰行� O8-5
小宮  諒� O8-4
� O11-5
� P2-7*
小森  健司� O14-6*
小山  真吾� O16-2
昆  恵介� O3-3
� O5-1
� O5-5
� O9-3*

� STP-3
近藤  輝� O12-4*

斎藤  聡佳� O9-5
斎藤  聡佳� O9-6
齋藤  聡佳� O9-4
才藤  栄一� O12-4
齋藤  佳乃� O16-3*
齋藤  恒一� P2-10*
坂井  智� O1-1
酒井  勇雅� SP1-3
坂口  顕� P1-2
坂谷　威� SSP1-4*
坂本  明信� O8-5
佐喜眞  一朗� P1-4
佐喜眞  保� P1-4
佐々木  伸� STP-1*
笹代  純平� SP4-2*
佐藤  ケイト� O5-5
佐藤  健斗� O5-5*
� O9-3
佐藤  精一� EL1
佐藤  弘也� SP3-3*
佐藤  未希� O11-3*
佐藤  陽介� O1-3*
佐中  孝二� O14-6
佐野  俊� P2-11
佐野  太一� O9-2
� O14-4
� O16-4
澤  良輔� O12-6
澤田  あい� O3-5
澤田  将弘� O12-4
澤野  翔一朗� O8-5
澤村 誠志� 匠 5*

茂野  智哉� STP-11*
神尾  昭宏� O9-5
篠  周平� O12-2
柴田  晃希� SP1-3*
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� O2-2
� O4-5
� O7-4
柴田  八衣子� SP1-2*
� SE3-2
� O4-2
� O4-4
� O6-1
� O7-3
柴田  芳幸� STP-4
島田  岳佳� O7-1
� STP-7
� STP-9
� STP-10
嶋田  竜之脩� STP-1*
清水  順市� O9-5
清水  新悟� O8-1*
� O9-3
下川  純二� O9-1
周藤  方史� EL8*
庄司  一希� STP-12
白銀  暁� O5-4

菅原  健人� O1-2*
杉山  みづき� O12-6
鈴木  淳也� O9-4*
� O9-5
� O9-6
鈴木  嶺吾� STG-1
須田  裕紀� STP-3*
砂田  宏典� P2-3
住田  幹男� O10-4
隅本  大仁� O16-1

関川  伸哉� O5-1*
� O9-3
妹尾  勝利� O4-1

相馬  俊雄� O12-1

孫 国鳳� 匠 5*

大徳  尚司� O11-3
高岡  哲也� O12-6
高木  岳彦� O7-1
� STP-7
� STP-9
� STP-10
髙木  基樹� STG-1
� STG-4
高倉  朋和� O16-2*
高嶋  淳� O5-4
隆島  研吾� O16-5
� O16-6
高瀬  泉� O10-1
高橋  明丈� STP-7
髙橋  忠志� O13-5*
� O15-7
高橋  宏和� O7-3
高橋  宏幸� O8-2
高見  響� O6-1
� O7-3*
髙山  真一郎� O7-1
田川  康博� O16-2
滝上  健吉� O1-1*
瀧川  順庸� O9-5
武居  信孝� O15-1
竹島  慎一� O12-6
竹中  ナミ� O7-3
只津  美紀� O10-1
立川  貴子� O12-6
田中  浩也� STP-14
田中  勇治� O3-3
田中  洋平� O1-2
� O1-5
� O4-3
谷  泰斗� O4-2
� O6-1
田村  太資� SSP3-1*
檀上  明里� P1-6
丹保  信人� O12-1

千田  知広� O7-1
� STP-7
� STP-9*
千葉  海都� STG-3*
張  成虎� O2-2
陳  隆明� O4-2
� O4-4
� O6-1
� O7-3
� O10-1

塚越  累� P1-2
月城  慶一� STP-13
� STP-4*
對間  泰雄� O5-3
� O6-3*
� P2-2
辻村  和見� P2-2
堤  省吾� O11-5
坪根  末弘� P1-4
津村  渉� O9-2*
鶴巻  周� O2-3*

手島  雅人� O12-2
手塚  勇輔� O10-1
寺村  誠治� O1-5

東郷  俊太� STP-6
遠原  聖也� P2-11
常盤  尚子� O2-4
� O10-4
徳井  亜加根� STG-6
� STP-5
徳岡  博文� O14-7
渡久知  かおり� P2-3*
戸田  光紀� O4-2
� O4-4

� O6-1*
� O10-1*
飛松  好子� O6-5
� O10-2
冨田  藍� O13-3
� O15-4*
� O15-6
富永  修一� 匠 3*
富山  弘基� O4-1
� P1-6
豊田  輝� SE5
� O13-2*

内藤  尚� STG-2
永井  公規� O1-6
� O12-2*
永井  博� O2-1
中井  要介� O8-6
� O9-3
中居  玲雄� O4-3
中川  雅樹� O6-2*
� O6-4
長倉  裕二� PL*
� SE5
� O10-3
中野  克己� O15-1*
中野  寛子� O8-5*
永橋  愛� O1-2
� O1-5*
中舛  糧千� O10-4
長嶺  覚子� P2-3
中村  豪� O7-3
中村  康二� O10-2
� O10-6
� O11-1*
中村  隆� O6-4
� O6-5
� O10-2*
� O10-6
� O11-1
� STG-2
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中村  健� O14-5
中村  遥� STG-4
中村  秀正� O7-3
中村  学� O14-1
成澤  雅紀� O9-4
成田  孝富� P2-11
南部  俊輔� O3-3

西尾  佳高� O7-3
西川  陽一朗� O14-7*
西坂  智佳� O7-4
西嶋  誓也� STP-3*
西村  ほのか� STP-8*
西村  誠次� STP-12
西本  陽友� O9-6*
仁藤  健太� O10-1
二宮  誠� 匠 6*

奴間  健明� O14-4*
沼田  愛未� O3-4
沼田  友一� O1-1

根本  明宜� O14-5
根本  伸子� O16-2

野口  智子� O4-5
� O7-4
野坂  利也� 匠 1*
野尻  恵理� O12-6
野嵩  直哉� O10-3
野間  麻子� SE1*

羽佐田  和之� SSP1-1*
橋本  圭司� O12-6
橋本  健史� O16-2
橋本  寛� SE5*
� SS2-2*

� O2-4
橋本  裕一� P2-10
秦  康司� O8-1
畠中  規� P2-4
畠中  泰彦� P2-10
花岡  崇� SSP1-2*
� O3-1*
花房  昭彦� STG-1
� STG-4
� STP-4
花山  耕三� O4-1
� P1-6
濱岡  伸伍� O2-4
濱田  万弓� O10-5*
濱野  祐樹� O2-5
濵本  洋典� O10-3*
林  翔太� O14-1*
� O14-2
林  伸太郎� STG-4
原  直人� EL3*
原田  景太� O11-5*
原田  翔平� O2-5
原田  理沙� O14-4
春名  弘一� O3-3*
� O5-5
� O9-3

東  宗一郎� O1-1
樋口  凱� O10-2
樋口  拓哉� O13-1
久森  紀之� P1-4
飛田  朗� O14-2*
平井  太智� STP-6
平賀  段矢� O8-5
平田  淳也� O4-1
平林  伸治� SE5
� P2-8
廣島  拓也� O1-6
� O12-2
� O13-3*
� O15-4

� O15-6

深谷　香奈� SSP2*
冨金原  敦� O8-1
福井  一輝� O11-5
福島  輝夏� O8-6*
福島  龍斗� O10-3
福本  貴彦� O5-6*
� P2-1
藤井  智� P2-4
藤澤  佳代子� O4-1
藤田  暢一� O9-5
藤谷  順子� O8-2
藤本  和希� O9-2
� O14-4
� O16-1
� O16-4
藤本  康浩� O9-5
藤原  亜希子� SSP3-3*
藤原  清香� SP1-3
� O2-2
� O4-5
� O7-4*
� O13-3
� O15-4
� O15-6
藤原  大� SP2-1*
藤原  俊之� SS4*
� O16-2
淵岡  聡� O9-5
古川  雅英� EL1*
古屋  美紀� O3-5
� O9-5*

星  典行� O1-6
星野  元訓� O5-4*
補永  薫� O16-2
本田  雄一郎� O7-3

前岡  浩� O5-6
� P2-1*
前田  桂太� STP-1
� STP-15
前田  智行� O3-5
前田  慶明� O8-4
� O11-5
� P2-7
前田  裕� O16-1*
� O16-4
前之原  悠司� O2-2
牧  芳昭� O12-5
間島  潔� O2-5
増田  章人� O4-4
松井  大成� O10-3
松尾  芙美子� O14-3
松下  亜実� STG-6*
松田  健太� O3-4*
� P2-2*
松谷  憲一� O14-7
松永  明子� O2-2
松前  めぐみ� O4-2
� O6-1
松本  健吾� EL1
松元  秀次� O1-4
松本  晋哉� O9-1
松本  秀男� P1-4*
松本  弥春� STG-4*
間山  歩美� P2-4*
丸田  耕平� O5-3
� O6-3
� P2-2
丸谷  守保� O3-5
丸山  貴之� STG-2

三浦  治己� O14-2
水落  和也� O14-5
水口  剛司� O12-5*
水田  良実� P2-7
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溝口  恒雄� O7-1
溝部  二十四� O4-2
� O4-4
� O6-1
� O7-3
三田  友記� O10-2
� O10-6
三ツ本  敦子� O10-2
� O10-6
� STG-2
三富  菜々� O5-5
湊  萌子� STG-6
美間坂  愛子� O14-7
宮内  健成� O16-4*
宮谷  定行� O9-5
� O9-6

向井  拓也� O10-4
武川  真弓� O15-1
村田  知之� O3-4
� O3-5*
村林  真衣� STP-2*
村山  寛和� O8-2
村山  稔� O15-2*

目谷  浩通� P1-6

持木  和哉� O8-2
元山  誠� O7-3
森  貴彦� STP-11
森  芳久� O13-1
森岡  真人� P2-3
森川  将徳� O8-4*
� O11-5
� P2-7

屋城  俊洋� O12-6
保田  智子� O2-1*

矢田  和也� O14-7
矢野  綾子� O6-2
� O6-4*
� O10-2
� O10-6
八幡  済彦� O2-3
薮内  沙希� O10-3
矢吹  佳子� O7-1*
� STP-6
� STP-7
� STP-9
� STP-10
山岸  永典� STP-12*
山岸  保則� O16-5*
� O16-6
山口  和輝� P2-10
山口  舜太� STP-1
� STP-15
山崎  誠司� O7-3
山崎  健治� SP2-2
� SSP1-3
� O5-2*
� O13-1
山﨑  伸也� O6-2
� O6-4
� O10-2
� O10-6
山下  翔華� O9-2
山地  秀美� STP-5
山野井  佑介� STP-6
� STP-7
� STP-9
� STP-10
山野井  祐介� O7-1
山淵  遼� O3-2*
山村  知弘� O13-3
� O15-4
� O15-6
山本　彩乃� SE2*
山本  紳一郎� STG-1
� STP-4
山本  裕晃� P1-5*

湯川  弘之� O2-4
弓木野  勇次� P1-1*

横井  浩史� O7-1
� STP-6
� STP-7
� STP-9
� STP-10
横田  元実� O12-4
横山  修� O3-5
� O5-3*
� O6-3
� P2-2
横山  哲也� O3-5
吉尾  雅春� SL2*
吉川  雅博� O7-2*
吉田  耕治� P1-6
吉田  渡� O8-2*
吉村  学� O4-1*
米津  亮� O9-4
� O9-5
� O9-6

若城  未由樹� O2-4
脇田  媛加� SSP3-2*
和田  佳子� O2-4
和田  親宗� P1-5
和田  真生� O2-3
渡辺  淳也� EL7*
渡辺  広希� P1-2*
渡辺  卓馬� O5-2
� O13-1*
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本大会の開催にあたり、皆様より多数のご協力を賜りました。
ここに深甚なる感謝の意を表します。

第 37回日本義肢装具学会学術大会
大　会　長　　長倉　裕二

■ Gold Sponsor
パシフィックサプライ株式会社

■ Silver Sponsor
オットーボック・ジャパン株式会社

Ossur Japan G.K.

川村義肢株式会社

■協賛企業・団体一覧
アドバンフィット株式会社

アルケア株式会社

一般社団法人日本義肢協会

医歯薬出版株式会社

梅田電機株式会社

株式会社有薗製作所

株式会社医学書院

株式会社今仙技術研究所

株式会社大仁商店

株式会社小原工業

株式会社啓愛義肢材料販売所

株式会社 COLABO

株式会社シラック・ジャパン

株式会社田沢製作所

株式会社トクダオルソテック

株式会社プロテオールジャパン

株式会社松本義肢製作所

株式会社 LUYL

ケイ・タス医学書院

公益財団法人鉄道弘済会義肢装具サポートセンター

タカノ株式会社

東名ブレース株式会社

特定非営利活動法人日本障害者スキー連盟

中村ブレイス株式会社

ナブテスコ株式会社

日本シグマックス株式会社

フィンガルリンク株式会社

フクイ株式会社

藤倉化成株式会社

吉野石膏販売株式会社

（2021 年 9 月 30 日現在、50 音順）

協賛企業・団体一覧
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プログラム・抄録集

2021 年 9 月 30 日発行

発　行　人：長倉 裕二（大阪人間科学大学 保健医療学部 理学療法学科）
大会事務局：大阪人間科学大学 保健医療学部 理学療法学科
　　　　　　〒 566-8501 大阪府摂津市正雀 1-4-1













多職種間の連携がカタチになる

㈱COLABOの装具に貼る社名シールから

義肢装具の作製年月、治療用か更生用か、

さらに耐用年数がわかるようになります。

私たちの作製する義肢装具は急性期、回復期から退院後の

生活につながります。装具を使用する方、そしてサポートする

すべての方に何ができるか追求していきます。

第３７回日本義肢装具学会学術大会　COLABO 関連演題
10 月 17 日（日） 14:00-14:50 一般演題 13 O13-3　廣島拓也

「生活期の下肢装具使用者に求められる当院の装具外来の役割」
10 月 17 日（日） 14:50-16:00 一般演題 15 O15-4　冨田藍

「発症後長期経過した生活期の脳卒中後遺症患者の痙縮増悪による短下肢装具の不適合を生じた一例」
10 月 17 日（日） 14:50-16:00 一般演題 15 O15-6　小川智之

「異常歩行の改善を目的として生活期の脳卒中患者に対し Center Bridge Brace 付長下肢装具を製作した一例」
10 月 17 日（日） 14:50-16:00 一般演題 15 O15-7　栗田慎也

「Extension thrust pattern に対する多軸膝遊動式膝継手付き長下肢装具使用の即時効果」

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12

COLABO
耐用年数 □1・□1.5・□2・□3・□5
℡０３-５８５６-６１２５

’21

’22

’23

治

更

東京 足立

●●

●

●

COLABO
多職種間の連携がカタチになる

京

㈱COLABOの装具に貼る社名シールから

COLABO





シンフォニー
はじめての方におすすめ
の安全重視の膝継手。
固定にもできるし、バウ
ンシングもある。歩きもス
ムーズで、使いやすい。

ハイブリッドニー
毎日の充電が煩わしい方な
ど、忙しい方におすすめ。
充電が不要な高機能イール
ディング膝継手。
インテリジェント機能付

ハイランダー
歩行時の衝撃を和らげたい方
におすすめ。柔らかいけど、前
後に安定している足部。両側
の方にもおすすめ。

キンテラ
足関節の油圧制御が働き、
ちょっとした坂道や不整地で
も安全に移動したい方にお
すすめ。平地歩行でなめら
かな動き。

オールプロ
極端なキール形状で、日
常生活からアクティビティま
で幅広く対応。すべて
オール のプロのために。

エレメント
立脚期に十分な足底接地
ができるよう足関節が巧み
に動きます。エネルギーリ
ターンに優れた低床足部。

ナブテスコ株式会社
〒 兵庫県神戸市東灘区魚崎浜町

CAT.APJ02-010-2109

バーチャル展示
ナブテスコは日本の制御機器
メーカーです。「うごかす、とめ
る」の技術で、日本人に合った
膝継手を開発・製造しています。
バーチャル展示では、自社の膝
継手をはじめ、海外の優れた
義足足部も紹介いたします。

Let’s GO!

アルクス
年よりバージョンア ップ！

四軸膝継手の最高峰を求
める方におすすめ。世界初
の四軸と油圧電子制御の
組み合わせで、安全と快
適を両立。スマートフォン
でモード切替が可能になり、
もっと自由に。





本社：愛知県小牧市大字林 210 番地の 3
（営業拠点：名古屋／静岡／長野）

tel. (0568) 47-1701（代） ・fax (0568) 47-1702
info@pomgs.co.jp・http://www.pomgs.co.jp

© Kneemo
ニーモ

Kneemoは、早期離床・歩行の自立を目的として
　　　　　　　脳卒中後の片麻痺の方の歩行をサポートします。

ゴムチューブを動力源として、膝関節の屈曲・伸展をサポートする歩行補助機器です。
強さの異なる 4種の補助チューブは訓練経過に合わせて簡単に交換できます。

屈曲サポート 伸展サポート 屈曲伸展サポート

カタログ・動画はこちらから→

デモ機
あります

BOA BOOTSBOA BOOTS
ボアブーツボアブーツ

冷えやすい足元を

やさしく保温・保護します

ウレタンフォームとボアの 2層構造で

暖かい空気を逃さずに保温効果を保ちます。

ゆったり設計で

装具の上からの装着も可能

SS～LLサイズ
（足長：12～26㎝）子供か

ら

大人ま
で

ブラック



フリーダイヤル 土・日・祝日を除く
午前9：00～午後5：00

東京都墨田区錦糸1-2-1 アルカセントラル19F 〒130-0013
TEL.03-5611-7800（代表） FAX.03-5611-7825

お問い合わせ：コールセンター

0120-770-863

2016.2 ■ライトブレース・RS広告　B5harf  1色

ライトブレース・RS

ジャストフィット × ジャストタイムの腰椎装具

Light Brace-RS

患者の腰背部形状に合わせた「個対応ステー」 3ステップ簡単製作
個対応ステーを折り曲げます1 硬化した個対応ステーを挿入3患者の腰背部にモールディング2

腰椎装具
Lumbar Orthosis

水硬化性ステー



■製作部門・リハビリ部門・診療部門が連携し合い、利用者の

　 ニーズに早急かつ丁寧に対応します。※付属診療所併設

■1人の利用者に対し、担当の義肢装具士が型採りから

　 引渡しまでを一貫して行います。

■同じ悩みを持つ利用者が多く集まり、実体験に基づいた　

　 情報を共有できる環境です。

■補装具の引渡し後も、修理やメンテナンス等のアフター

　 サービスを誠意を持って行います。

■最寄駅から徒歩1分と立地条件が良く、駐車場も完備しております。　

○診療科目 整形外科　リハビリテーション科　　

○スタッフ　　　医師　義肢研究員　理学療法士　義肢装具士　

看護師　ソーシャルワーカー

○ベッド数　　　全個室12床（差額特別室6床含む）

○取扱保険 各種社会保険、生活保護法、労災保険

 労災義肢採型指導

　　　　　　　　〒116-0003　東京都荒川区南千住4-3-3

TEL　03-5615-3313　http://www.kousaikai.or.jp/support/ リハビリ風景

★義肢・装具の製作とリハビリテーションの総合施設

「義肢装具サポートセンター」の特色

 　　　　　　　 公益財団法人鉄道弘済会

　　　　　義肢装具サポートセンター

義肢・装具の製作



















Össur Japanは2021年1月に、セミナーや
製品トレーニングのできるÖssur Japan 
Academyを設立しました。 
 
Össur Japan Academyの活動やイベントの
詳細につきましては、お気軽にお問い合
わせください 。 
 
JAPOのマニュファクチャラーズプレゼ
ンテーションでは下記Bionic製品をご紹
介しています。是非ご覧下さい。

TOKYO | JAPAN

i-LIMB® QUANTUM

RHEO KNEE® XC

PROPRIO FOOT®

Össur Japan G.K.
TEL 0800 300 6815
FAX 0800 300 6811
 info_japan@ossur.comWWW.OSSUR.JP

FOLLOW ÖSSUR ON
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